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　　　　プロローグ




　嵐の夜だった。風が強く、窓を揺らし、不ぶ気き味みな唸うなり声を奏かなでる。強く叩たたきつける雨の音にまじる雷らい鳴めい。カーテンすら通り抜け、部屋を一瞬明るくする稲いな光びかり。

　ソルヴェール国第二王子であるグイードはもう十歳だった。嵐を怖いと思うほど幼くはないが、いきなりの雷鳴と稲光が眠りを邪じや魔まし、なかなか寝つくことができない。雷が遠ざかるまでの辛しん抱ぼうだと寝しん台だいの中でただ目を閉じる。

　そんな時間をどれだけ過ごしたのか。こんこん、と微かすかに聞こえたノックの音にグイードは起き上がる。誰？　と扉に眼めを向けると、もう一度ノックをする音が聞こえた。いや、ノックにしてはちょっと鈍にぶい音。

「……誰？」

「手、塞ふさがってるんだ。グイード、開けて」

　扉の向こう側にいたのは二つ上の異母兄、第一王子フリートヘルム。言われた通り扉を開けると、その背中には四つ年下の異母妹であるレティーツィアまでいた。どうやらノックは手ではなく、足で行われたらしい。

　フリートヘルムの背におぶわれているレティは小さな手をフリートヘルムの首に回し、雷鳴に怯おびえているのかぎゅっと眼をつぶっている。

「一体どうしたの？」

「こういう夜にレティを一人で寝かせるわけにはいかないだろ。まだ小さいし。それにグイードも怖がっていないかな、と」

　レティには一つ年下の同どう腹ふくの弟がいる。レティの母親は彼に付きっきりで、レティを顧かえりみることはなかった。きっと今夜もその弟の部屋にいるに違いない。

「よし三人で寝よう。狭せまいけど我が慢まんしろ。真ん中がレティだぞ」

　敵かなわないなとグイードは思う。兄は本当に〝兄〟だ。こんな夜にはきちんとレティの様子を見に行って、自分のところにまで来てくれる。

「グイードおにいさまもレティといっしょに寝てくれるの……？」

「うん、だから大丈夫。もう怖くないよ」

　グイードは優しく言い、フリートヘルムの背中からレティを下ろし、ベッドへと乗せた。三人で寝ればベッドが狭くなるが、それぐらいくっついた方がレティは安心するだろう。

　しばらくしてレティは寝ついたようだけれど、グイードはまだ眠れなかった。段だん々だん小さくなる雷鳴の音を聞きながら、昼間に家庭教師から出された課題のことを考える。

「……眠れないのか？」

「うん。課題のことを考えてた」

　真ま面じ目めだなと苦笑する声がグイードに届く。

「曾ひいお祖ば母あ様に似て賢けん君くん間違いなしのグイードを悩ますなんてどんな課題が出たんだ？」

「将来の夢を題材に作文を書けって。……兄上も書いたことがある？」

　あーあれねとフリートヘルムは納なつ得とくした。

「あるよ。あれはローエンシュタインのお祖じ父い様を喜ばせるために書かせられたものだろ。お前もきっとオイレンベルクのお伯お父じ上うえを喜ばすために書かされてる。……王様になりたいって書いておけよ、それで向こうは満足するんだから」

「うん……」

　フリートヘルムの言い方に、ひっかかるものがあった。

「兄上は、王になりたくないの？」

「さあ、どうだろう。夢より用意された未来って感覚かな。大人になることと同じ」

　明確な言葉にされ、グイードは納得した。自分もきっと同じだ。

「王はレティや、レオンじゃだめなのかな……。そうしたら僕は、――――になるのに」

　グイードの言葉の途中で雷鳴が轟とどろく。

　フリートヘルムはしばらくしてから、俺もだよと言ってくれた。







「……下、グイード殿でん下か」

　耳元で聞こえた声にグイードは眼を開けた。今まで見ていたレティの幼い顔が急に成長している。どうしてだろうと思い、すぐに夢を見ていたのかと気づいた。

「どうしたの？　休むなら部屋を用意させるわよ」

「――いや、必要ない」

「そう？　珍しいわね、貴方あなたがこんなところで無む防ぼう備びにうたた寝なんて」

　今日はレティが提案し、定期的に開催されることになったお茶会の日。グイードはフリートヘルムより一足先にレティの離り宮きゆうを訪れ、応接室で来るはずのもう一人を待っていた。どうやらレティが席を外した際にうっかり眼を閉じてしまったようだ。

「私は……何か言っていたか？」

「いいえ、特に。眉み間けんに皺しわを寄せていたから、悪夢でも見ていたのかと思ったけれど」

　そこでメイドがフリートヘルムの訪問を知らせた。

　グイードをその場に残し、フリートヘルムの迎えに出て行ったレティは、グイードが『悪夢だった』と呟つぶやいた声を耳にすることはなかった。

「よお、元気にしてるかー」

　レティがもう一人の訪問者を迎えに出れば、護ご衛えいの騎き士しを連れたフリートヘルムが、無む駄だに元気に笑ってくだけた挨あい拶さつをしてくる。人前なので完かん璧ぺきなお出迎え笑顔付きの挨拶を返してから、レティはフリートヘルムだけをグイードが待つ応接室に案内した。

「わたくしは元気よ。でもグイード殿下は少し顔色が悪かったわ。さっきも珍しく〝政わた敵くしの部屋〟でうたた寝をしてしまっていたし」

「それ、かなり重じゆう症しようだな。寝ね首くび搔かかれるようなことは絶対にさせない奴やつなのに。……しかしソフィア王おう妃ひの葬そう儀ぎでは大丈夫なように見えたんだけどなぁ」

　応接室まであと少しだが、この会話はグイードには聞かせたくなく、途中で二人は足を止める。

「ソフィア王妃が亡なくなって二ふた月つき……色々落ち着いて、逆に今から辛つらくなるのかもしれない」

　王宮に死者を弔とむらう鐘かねが鳴り響いたのは二カ月前、レティが呪いの美術品ともいわれるゴズ＝エナージーに振り回された事件に決着をつけた一ひと月つき後のことだった。

　グイードの実母であるソフィアの体調はずいぶん前から悪く、誰もが予想と覚かく悟ごをしていた死であった。だが実の息子となれば、それでも溢あふれ出る想いがあるのだろう。

「今日は嚙かみつかずに仲よく会話をしてちょうだい」

　レティはソフィア王妃に昔から「グイードをよろしくね」と頼まれていた。グイードを王にするのに協力してほしいという意味なのはわかっていたけれど、頼まれたからには放っておけない。

「でもなぁ、こういうの、婚約者のエリノア嬢じようの役割だろ」

「面めん倒どうって顔をしないで。兄妹が心配していると気づいたら、少しは心の支えになるかもしれない。……この程度で気づくような人ではないけれど」

　真正面から心配していると言わなければ気づいてくれない。だがその心配をはね除のけるような人ではない。グイードの感情を理性で割り切ってしまう理り知ち的てきすぎるところは、いいところでもあり悪いところでもある。

「わたくし達二人がグイード殿下にしてあげられることなんてこれぐらいだもの。……わたくし達、本当に仲が悪いから」

「それはもう。俺はレティーツィア女王に婿むこを推すい薦せんするために、お茶会に誘われたら渋しぶ々しぶ参加するだけで、グイードなんかどうでもいい、だし」

「その目もく論ろ見みを阻そ止しするためにグイード殿下も仕方なく参加しているだけ、よ」

　互いの立ち位置をレティとフリートヘルムは再確認した。

「三大侯こう爵しやくのクラインシュミット家がいたら貴族の縮しゆく図ずなお茶会になったでしょうね」

「なら今はこの三人で縮図だ。クラインシュミットは没ぼつ落らくしてかつての権けん威いはない」

「確かに」

　フリートヘルムの言葉にレティは納得する。

　フリートヘルム派ローエンシュタイン侯爵家、グイード派オイレンベルク侯爵家、そして今は没落したクラインシュミット侯爵家。元は王族の血けつ統とうである三家は、侯爵位であっても同じ侯爵位から特別視されており、今では〝三大侯爵〟と呼ばれている。

　では何な故ぜ王族の血統でありながら、王族の一員ではないただの貴族身分なのか。

　レティの曾そう祖そ父ふに当たる内ない政せい王おうカールハインツの改革の一つに〝三公爵の王族権剝はく奪だつ〟があった。王族であることを利用し、国政を我が物のように扱った三家の『公こう爵しやく位い』を『侯爵位』へと落とし、王族の権利を剝奪したのだ。

「曾お祖父様も面倒なものを残してくださったな。確かに三侯爵の件については当時は英えい断だんだっただろうが、俺達の時代にはその英断が禍か根こんになっている」

　フリートヘルムの言う通り、時代が変わればものの見方も変わる。

「今いま更さら王族に戻りたいなんて本当に面倒な願望。自じ業ごう自じ得とくでなくしたものにしがみつかないで、大人おとなしく特別視された貴族で満足しておけばいいものを」

「お前のような生きつ粋すいの王族様には理解できないだろうよ」

　王の父を持ち、王族の母を持つレティは、〝純じゆん血けつの王女〟と言われることもある。

「貴方も生粋の王族でしょう」

「半分だけだ。もう半分は今は王族権を奪われた呪われた血統である三大侯爵ローエンシュタインの血だからな。さーておこぼれ姫、そろそろ密談場所へご案内頂けますか？」

　癇かんに障さわるからかい方をされ、レティは冷たくフリートヘルムを睨にらむ。

「今度〝おこそぼれれ姫〟を口にしたら『やめてお兄様！　わたくし達は兄妹でしょう！』って大声で叫ぶわよ。ついでにドレスを少し乱そうかしらね」

「それ冗じよう談だんにならない！　ならないから！」

〝おこぼれ姫〟とはレティにとって不ふ愉ゆ快かいな異い名みようだ。

　レティには優ゆう秀しゆうすぎる兄が二人いる。彼らはそれぞれ〝三大侯爵〟からなる出しゆつ自じの複雑さ故ゆえに王位継けい承しよう権けんを争い、年々関係を悪化させていった。現国王である父は実の息子二人の諍いさかいに心を痛め、この争いの末に起こる内乱を回かい避ひすべく奇き策さくを講こうずる。

　その奇策とは、兄王子二人を押しのけ、第一王女レティーツィアに王位を継がせるというもの。おかげさまでレティは、王子達からこぼれ落ちてきた王位を拾った姫――〝おこぼれ姫〟という不ふ名めい誉よな異名を頂いた。

　――でも、年々と関係を悪化させた兄二人が、本当は互いに心配し合っていることをレティは知っている。それぞれ三大侯爵の政権争いの象しよう徴ちようとなって、建たて前まえは〝険けん悪あく〟を装よそおっているだけだ。

「今回で三度目のお茶会だ。さて、次期女王陛へい下かの思おも惑わくをそろそろお聞きかせ願いたい」

「内乱寸前という噂うわさを消すためよ。諸外国に好こう機きと勘かん違ちがいされては困るもの」

「それに関しては同意だ。……なら、どこまで仲よくさせたい？」

　今のフリートヘルムとグイードの関係は『仕方なく』顔を合わせているだけ。険悪だと評される間柄なのは変わっていない。

「次期女王陛下は俺達の争いの決着をどこでつける？　完全に和解させるのか、多少の改善止まりで牽けん制せいさせ合っておくのか、三大侯爵の争いに介かい入にゆうはするのかどうか」

「政治の指し針しんを政敵あなたに素直に吐はくと思う？」

「お前なら吐くだろ。それ、課題にしておけよ。また答え訊きくからな」

　試されているとレティは感じる。中ちゆう途と半はん端ぱな答えを出したら、自分より王にふさわしいこの兄は確実に牙きばを剝むく。

　一番厄やつ介かいな敵はすぐ傍そばにいるのだと、レティは誰よりも知っていた。







　　　　第一章　白黒遊戯開始




　ソルヴェール国の初代国王である騎き士し王おうクリスティアンの軍議は、皆等しく意見を言い合えるよう円えん卓たくで行われた。これが後こう世せいまで伝統として残り、国王の十ナ二イ人ツのオ円ブ卓ラのウ騎ン士ドとして今に至る。

　騎士王、十二人の円卓の騎士――騎士に特別の念を抱いだくこの国では、騎士達が腕を競きそい合う『武術会』が定期的に開かれている。

「武術会の招待状？」

「そうよ、参加したことはないでしょうけれど、知ってはいるでしょう？」

　ソルヴェール国第一王女レティーツィアは、先日派手な演出にて口く説どき落とした己おのれの騎士であるデューク・バルヒェットに向かって招待状を投げ渡した。その姫らしくない乱暴な手つきが、この招待に乗り気ではないことを示している。

「武術会には参加条件があるわ。騎士のみが参加できる。でも、騎士と名乗っているだけでは駄だ目め。主しゆ君くんを持つ騎士――つまり名めい誉よ騎士でなければ参加できないの」

　この国の『騎士』には、二つの意味がある。

　一つは『王立騎士』。デュークのように国王と国民を守るために創そう設せつされた王立騎士団に所属する騎士のことだ。

　そしてもう一つが『名誉騎士』。こちらは個々の主あるじに忠ちゆう誠せいを誓ちかえば、その時点で名誉騎士だ。まさに騎士という主君の警けい護ごを行う者から、騎士とは名ばかりの知ち略りやくに長たけた者、主君の人脈を誇こ示じするための者まで、様々な『名誉騎士』が存在する。

　デュークは王立騎士に加え、今はレティの名誉騎士であり、未来の王の専属騎士ナイツオブラウンドでもある。今回は二つ目の立場で武術会に参加することになるようだ。

「武術会は切せつ磋さ琢たく磨まや交流を目的にと建たて前まえ上じようは言っているけれど、実際はそれぞれの主君によるただの騎士の自じ慢まんし合いの会、もしくは張り合いの会よ」

　男はこれだから、とレティはばっさり切り捨てる。

「といっても、わたくしも貴方あなたという名誉騎士を持ったのだから、一応参加はしておかなければならない。貴方は騎士学校出身だからそちらの人脈は広いでしょうけれど、貴族の人脈には狭せまい。こういう機会を使って、人間関係を広げておきなさい」

「主目的はそれなのか？　試合に勝てとかそういう……」

「セブンスヘブンやワルキューレも参加。わたくしは貴方に無茶な要求をするつもりはないわ」

「無茶な要求……ね」

　確かに第一王子フリートヘルムの私し設せつ騎士団『セブンスヘブン』や第二王子の私設騎士団『ワルキューレ』は、ソルヴェール国最さい高こう峰ほうといわれる名誉騎士で構成されている。彼らに勝てと要求するのは、国で一番強い騎士になれと言うのと同義だ。

「それより問題は武術会には騎士しか連れて行けないこと。貴方が試合をしている間、わたくしを守る者がいない。わたくしはそれでもいいのだけれど、立場を考えるとそうもいかないわ」

　レティは自分の身ぐらい自分で守れるが、表向きは自分の身を守れない可か憐れんな姫君のふりをしている。騎士を付けず一人きりでいるなんて誰も許してくれないだろう。

「とりあえずお父様から現ナイツオブラウンドの誰かを貸して頂けるようお願いするつもりよ。本当はお父様を頼るところはあまり見せたくないのだけれど、お父様の騎士ならば派は閥ばつがどうとか政治的均きん衡こうがどうとか気にしなくて済むもの」

　この政治的均衡を守るために、レティの父、現国王も昔から苦心していた。

　国王が第一王おう妃ひを王族から選んだのは、三大侯こう爵しやくを牽けん制せいするため。しかし、子供がなかなか生まれなかったことから、更に二人の王妃を同時に迎えた。第二王妃をオイレンベルク家から、第三王妃をローエンシュタイン家から選んだのは、どちらにも肩入れしないという意思表示である。

　その意志をレティも受け継ぎ、均衡を守るために次期女王と決まる前から奔ほん走そうしている。

「……それなら、一つ、心当たりがなくもない」

「心当たり？」

「殿下が気にしている政治的均衡も保て、臨りん時じで騎士をしてくれる男がいる」

　派閥のしがらみがなく、剣の腕前が申し分なく、喜んで引き受けてくれそうな男。

　本当にちょうどいい男なのだが、デュークはいまいち気乗りがしない。どうしてなのかと問われても、なんとなくとしか言いようがなかった。





◆◆◆






　ここは『王達の会かい議ぎの間ま』。敷しき詰められた絨じゆう毯たんに描かれているのは、金きん糸しの稲いな穂ほが取り囲む神々の物語。天てん井じようには木き造づくりの大きなシャンデリア、絨毯の上には古パテ艶イナの美しい重じゆう厚こうな樫かしのテーブル。同じ材木で作られた椅い子すには随ずい所しよに装飾が刻まれ、背せ板いたの透すかし彫ぼりは同じものは二度と作れぬ芸術品だ。

　この部屋は『騎士王』と諡おくりなされた初代ソルヴェール国王クリスティアンの生まれ変わり達の意識が集まる部屋。レティは夢という形でこの部屋を訪れていた。

　今夜はそのつもりはなかったのだが、いつの間にか来てしまっていたらしい。

「武術会？　俺のときはユーリによって禁止された」

　今日は珍しく五人の王が集まっていた。そのうちの一人、第十二代国王『獅し子し王おうアレクサンデル』に武術会について訊いてみれば、復活していたのかと驚きの声を上げる。

「貴方、何をやって禁止されたの？」

「優勝者に毎回俺とも決けつ闘とうしろって吹っかけた。そしたらいい加減にしろだとよ」

　やっぱりねとレティは呆あきれた。本当に血の気けが多い王だ。

「武術会か、私の時代でも盛り上がっているよ。内ない緒しよでナイツオブラウンド達とどの騎士が優勝するか賭かけたものだ」

「清せい廉れん潔けつ白ぱくと名高い内ない政せい王おうカールハインツがそんなことをしていたなんて知ったら、後世の歴史学者が混乱するわね。日記にはつけず、墓場までその秘密を持って行って」

　レティの曾そう祖そ父ふに当たる第十七代国王『内政王カールハインツ』は、賭けたのはワインだから許してくれと穏おだやかな笑みを浮かべる。

「……僕の時代では行われていません。……そんな余よ裕ゆう、なくて……」

「でしょうね。……まあ、老後の楽しみに取っておくのもいいのではなくて？」

　レティの後世の王である『隻せき腕わん王おうオスヴァルト』。彼は今、泥どろ沼ぬま化かした戦争の中を歩んでいる。ある意味毎日武術会が行われているようなものだ。

「へー、オレの時代は決闘禁止になってるんですよ。ってか騎士とか何それって感じ」

「ナイツオブラウンドはまだ存在するの？」

「一応各将軍をまとめてナイツオブラウンドとか言ってるけど」

　更さらに後世の王となる『失しつ恋れん王おうルートガー』。失恋王といっても正式な諡おくりなではなく、失恋の回数の多さを笑い話にした物語から世せ間けんに広まってしまったものが定着しているだけ。本来の諡はレティの時代にはない言葉だ。

「……平和、ですね、レティーツィア女王の時代は」

　動乱の時代を生きるオスヴァルトからするとレティの時代は羨うらやましいだろう。

「そうね。平和すぎて何な故ぜこの時代に騎士王の生まれ変わりがいるのかわたくしも疑問よ。騎士王の力を使う機会はないというのに」

「いえ……、その力を使う日が来ます。……これから貴女あなたは、」

　オスヴァルトの言葉を遮さえぎるように、大きな音と振動が皆を襲おそう。レティの隣にいたアレクサンデルがテーブルに乗せていた足を引き、その端はしを容よう赦しやなく蹴けり飛ばしたのだ。

「おいオスヴァルト王、未来を知る必要がないって言っている奴に教えるのはルール違反だ。余計なことを喋しやべる口をこの俺が直じき々じきにきけなくしてやろうか？」

「……知っておいた方がいいこともあるでしょう？　……僕は、知りたかった」

「僕がそうだから他の人もそうだって？　そんな甘いこと言ってるから従兄いとこに裏切られてその腕斬きられたんだよ。この愚ぐ王おうが」

　途と端たんに険けん悪あくな雰ふん囲い気きとなり、レティは勢いよく立ち上がる。

「二人ともやめなさい。どの時代にも『思わず』という言葉ぐらいあるでしょう？　このまま口こう論ろんで留とどまらなければ、わたくしが実力行使で押さえ込む。十一本の約束の剣を持つわたくしに敵かなう自信があるならば今すぐ白手袋でも用意しなさい」

　騎士王の生まれ変わりが持つ『騎士の剣』、そして騎士王を守ると約束した十二本の『約束の剣』。騎士王の生まれ変わり達は合計十三本の剣を身体からだの中に持ち、約束の剣の十二本を他の者へと授じゆ与よすることができる。

　レティはある少年の命を救うため、一度だけ授与を行った。現在、残りは騎士王の剣を含めて十二本。

「……先に帰ります。……残り三本の僕は敵うはずがありませんから」

　先に引いてくれたのか、それとも気分を害したのか。オスヴァルトは静かに姿を消す。

「わたくしも帰るわ」

　こんな雰囲気の中にいたくはない。レティはそう宣せん言げんして王達の会議の間を出た。





◆◆◆






　王達の会議の間は散さん々ざんだったとうんざりした気分で目を覚ます。

　レティは未来を知る必要はないと他の生まれ変わりの王達に宣言していた。しかし、先日うっかり口を滑すべらせた隻腕王によって、自分の諡おくりな『愛人王』を知ってしまった。

「いえ、それはない。……ええ、それは絶対にない……！」

　自分が女王で、似たような年代の男の騎士に囲まれるからそう言われただけ。断じて愛人を大量に侍はべらせたわけではない。未来の自分をそう……信じたい。

「デュークが愛人とか陰かげ口ぐちを叩かれているのを無視していたけれど、もう少しどうにかするべきかしら……でも当の本人が言うと逆効果になってしまうし……」

　デュークとの関係は主君と騎士だ。それ以外の要素は全くない。

　悶もん々もんと考えながらメイドに着替えを手伝わせて、それが終わる頃にデュークが例の武術会のために用意した『臨時騎士』を連れてきた。

「王女様！　今日はがんばります！」

　レティへ頭を下げたのは、王立騎士団の新米騎士アストリッド・ガル。新米といっても実力は既すでに騎士団トップクラス。平民出身だが、末は騎士団長かと囁ささやかれている逸いつ材ざい。
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「……デュークの言う臨時騎士は貴方のことだったの。確かにしがらみがないわね」

　レティはこれは予想外、と心の中で呟つぶやき、いや勝手に予想候補から抹まつ消しようして予想外にしたのは自分かと思い直した。アストリッドとはどうも奇き妙みような縁があるらしい。

　人じん畜ちく無む害がいそうに見えて、人には言えない物ぶつ騒そうな経けい歴れきを持つデュークの後輩アストリッドは、

「はいはーい！　やります！　俺がんばりますっ！　王女様守ります！　やったー！」

　と、元気な声と満面の笑みでデュークの臨時騎士の誘いを引き受けてくれた。

　やったー！　とはしゃいだのは『綺き麗れいな王女様を間近で見られる』という期待からか。それとも『綺麗な王女様の騎士になる売り込み好チヤ機ンスを得た』からか。

　デュークは、幾いく度どとなく『アストリッドが主君に望んだ相手』の探さぐりを本人に入れてきたが、その都つ度どわかってやっているのか、それとも天然でやっているのかわからないはぐらかしでかわされ続けている。

　その相手候補として疑惑が濃のう厚こうなレティは、まあこれでいいかと納なつ得とくした。

「今回は後ろで立っているだけでいいから、よろしく頼むわね」

　レティは忙しいデュークの代わりにやる気満々のアストリッドを連れ、武術会が行われる王立騎士団の鍛たん錬れん場じようの端はしに用意された席へと向かった。

　簡かん易い幕ばく舎しやの中で、最も豪ごう華かな作りになっているものが、レティ達王族用のものだ。中に入れば三つの椅子が置かれている。そのうちの一つは、既にフリートヘルムによって埋うめられていた。一つ空あけてその反対側にグイードが座っている。

　この二人が仲よく並んで座ることはない。これが表向きの立ち位置なのだ。

「これはこれは次期女王陛下、ご機き嫌げんうるわしく」

「ご機嫌よう」

　フリートヘルムの嫌いや味みったらしい挨あい拶さつは人前ではいつものこと。レティはそれに対し、人前用の完璧な王女笑顔を作って返した。

「あれ？　アストリッド？　お前いつの間にレティーツィアの騎士になったんだ？」

　レティの後ろには長身のデュークではなく、まだまだ幼い顔立ちのアストリッド。

　アストリッドはお久しぶりですと丁てい寧ねいに頭を下げ、レティは事情を知らないフリートヘルムに対し簡単に説明する。

「臨時騎士を用意したの。デュークは試合と武術会のナイツオブラウンドの手伝いがあるからわたくしの傍そばにいられなくて。この機会にアストリッドを勧かん誘ゆうしたらいかが？」

「そうさせてもらおうか。おーいアストリッド、俺の騎士になれよ」

「考えておきます」

　アストリッドは今までと同じく返事を保ほ留りゆうすることを伝えた。だがその眼は前とは違う色を秘めていることにフリートヘルムは気づく。

（臨時騎士ねぇ。いや、これはもう番犬の眼だろ。折せつ角かくの逸材を取り逃がしたか）

　アストリッドがいつ決意したのかは知らないが、これはもう幾いくら誘っても『はい』とは言わないだろう。デュークに引き続き、アストリッドもレティに持っていかれてしまった。流石さすがは自分と血の繫つながった妹と言うべきところか。

「騎士は綺麗なお姫様には本っ当に弱い。お前らもそう思うよなー」

　フリートヘルムは背はい後ごの己の騎士に同意を求める。それはまあ……とかレディは無条件で守るべき対象ですからとか、おおむね同意する返事を聞かされ、フリートヘルムは拗すねたように椅子に凭もたれた。

　レティは馬ば鹿かにしたようにも取れる言葉に表向きは無視を決め込み、しかし内心では騎士たらしに言われたくないと憤ふん慨がいする。

「そうだ、アストリッド。どうせなら武術会の優勝者が誰か賭かけでもしようぜ」

「へ？　賭けですか？」

「そう、誰だと思う？　お前が勝ったら俺の秘蔵のワインやるよ、飲みに来い。で、俺が勝ったら俺の騎士になれ」

「俺はお酒飲まないんです、すみません」

「面白くないなお前。くそう、子どもを釣つる秘蔵のお菓子を持ってないのが敗因か」

　フリートヘルムは飲めないではなく、飲まないと断ってきたアストリッドにあーあとぼやいた。そもそも『騎士』に関しては賭けすら相手をしませんと遠回しに断ってきている。

　それが素すでやったのか、わかってやったのか際きわどい判断を迫せまらせる脱だつ力りよく系けいのアストリッドは、ずっと抱えていた疑問をレティへと向けた。

「あのー……そもそも武術会ってなんでしょうか？」

　本当にそもそものことを訊くアストリッドに、レティはそこから？　と思わず呆れた様子を見せる。それはフリートヘルムも同じで、え～？　と気の抜けた声を出した。

　デュークはどうやらただ『臨時騎士をしてほしい』とだけアストリッドに言い、他のことは言わなかったらしい。

「武術会というのは、この国の名誉騎士達で行う勝ち抜き戦トーナメントのことよ。優勝しても金きん品ぴんが授与されるわけではなく、手に入るのは名誉ぐらいね」

「試合をするんですか？」

「そう、騎士として正々堂々と戦うの。不公平がないよう、刃はを潰つぶした同じ素材の同じ形の剣を使う決まりよ。試合時間はあの砂時計の砂が落ちきるまで。判定は武術会に参加をしない第三者、ナイツオブラウンドが行うわ」

「騎士として、同じ剣で戦う……」

　なら、とアストリッドは準備が行われている鍛練場にいるデュークを見た。




「優勝はデューク先輩で決まりですね」




　ごく自然に、当たり前すぎることのように、アストリッドは未来を語った。だからレティの反応は遅れる。どういうことだとアストリッドに訊く前に、フリートヘルムが恨うらみを込めた眼で彼を見た。

「アースートーリッドー、お前なあ、この場の誰もが思っていて、かつ誰もがあえて口に出さなかったことを言うなって」

「ええええっ!?　そうなんですか!?　すみません!?」

　意味がよくわからないまま、アストリッドはフリートヘルムに謝あやまる。

　そしてそもそもアストリッドの発言の意味がわかっていないレティを見て、フリートヘルムはにやりと笑った。

「俺は親友だという理由だけでセブンスヘブンに誘うことはしない。デュークを誘うのはそれなりの理由ってのがあるんだよ。当然、あっちもな」

　フリートヘルムはちらりと隣の隣に座っているグイードを見る。

　レティはデュークから一度もその話を聞かなかったが、グイードもデュークに己の騎士にならないかと誘いをかけていたのは知っていた。

　それはただデュークがグイード派の手て練だれの騎士で、グイードとしてはグイード派からフリートヘルムの騎士になる者が出ては困るという理由からだと思っていたが、どうやらそれだけではなかったらしい。

「さぁて、未来のナイツオブラウンド第一席様のお手並みを拝見しようか」

　武術会が現ナイツオブラウンドの宣言によって始まる。

　次々と消化されていく、時には名勝負を、時にはあっさりと決着がついた試合を眺ながめながら、レティは常に視界の端でデュークを捉とらえていた。

　そのデュークは、ナイツオブラウンドになったときのために進行の手伝いをしており、ナイツオブラウンドから指示を出されて忙しそうにしているのが見ているだけでわかる。

　いよいよデュークの試合となったとき、アストリッドがレティに話しかけた。その声には尊敬する先輩を心から慕したっていることが滲にじみ出ている。

「王女様、先輩の試合は三撃で終わるからよく見ていてください」

「三撃？」

「うっわ、腕上げてんのか。いやらしー」

「騎士として戦うなら一番効率のいい戦法だそうです。先輩にしかできませんけれど」

　レティは殺すことの天才であるアストリッドとデュークの強さを比べ、デュークの方が下だと判断していた。そのアストリッドが〝事実〟を言ったのだ。彼がデュークが優勝すると言うなら、デュークは本当に優勝する。

（……騎士団で一、二を争う腕前……とは、確かに聞いていたけれど）

　レティは、己の騎士の実力をこの眼で量はかるために、動きを一つも逃のがすまいと集中する。

　審判である現ナイツオブラウンドの一人が『始め！』と宣言するのと共に、デュークは素早く動いた。

　一撃目、刃やいばを交まじえた相手に力で押し、堪こらえきることを許さず体勢を崩くずさせる。

　二撃目、剣を強く薙なぎ払い、柄つかから手を離させる。

　三撃目、鋭するどく喉のど元もとへと剣の切っ先を突きつけたところで、制限時間を示す砂時計の砂がまだたっぷりと残る中、勝負が決まった。

　デュークの徹底的に無駄を省はぶいた鮮あざやかすぎる三撃の動きに、誰もが感かん嘆たんの声を漏もらす。審判でさえ言葉を失い、勝負がついたことを告つげる言葉が遅れる。

（これは……本当にただ〝強い〟……！）

　デュークの実力が一流すらも凌りよう駕がすることをレティもたったこれだけで理解した。

　本気で感心するレティに、フリートヘルムはどうだ？　と親友の自じ慢まんをする。

「騎士として正々堂々剣で戦う場合、単純な三要素が幅はばを利きかせる。『技術』『力』『速度』――困ったことに、デュークはどれもずば抜けていて、他を寄せつけない」

「あら、騎士学校時代は五ご分ぶの戦績と自慢なさっていたのはどなた？」

「騎士学校時代のデュークはまだひょろひょろしてたからなあ。俺のが背があったし」

「その頃はまだ『力』が欠けていたということね」

　この武術会でデュークが見せた動きは、前にお忍び歩きをした際に見たものとは全く違う洗せん練れんされたものだった。これでも充分強いのに、何故普段は実じつ践せん的てきな戦い方を好んでいるのだろうか。

　ふと背後のアストリッドの存在を思い出し、ああと納得する。この強すぎる後輩騎士がデュークの劣等感コンプレツクスを刺激しているのだろう。どうやら『騎士として強い』だけではないと主張したいようだ。

　レティに対しては大人ぶってよき理解者であってくれるのに、アストリッドが関わると途と端たんに子どもっぽくなる。

（だから若わか造ぞうなのよ。開き直れるぐらいふてぶてしくなってほしいのだけれど）

　騎士として強い、には相当な価値がある。平和であるこの国では尚なお更さらだ。

　後で何か言っておくかと決め、レティは後ろを振り返ってアストリッドを見る。

「貴方は騎士団でデュークと互ご角かくの戦績と聞いているけれど？」

　アストリッドと戦績が互角と言ったのはデューク本人。なのに今、フリートヘルムはデュークは他を寄せつけないと言った。これはどういうことかと説明を求める。

「互角になっているのは、俺が剣以外の試合で勝ちを稼かせいでいるからなんです。悔くやしいけど、騎士として正々堂々剣で戦う試合は先輩に全敗です。剣以外での不意の手を使ってもいい、なんでもありなら勝てるんですけど……」

「騎士団では剣以外の試合も行っているの？」

「はい、します。今は騎士といっても街中でちょっとした諍いさかいを止めに入ったり、盗とう賊ぞくを取り押さえたりすることがほとんどです。そのときに抜き身の剣を使うと、うっかり相手を斬ってしまうこともありますし、危なくて。剣以外の訓練も剣と同じくらいします」

　剣以外、例えば体術だとか、ナイフだとか、そういう実用的で様々な戦い方を騎士団では教え込まれる。アストリッドが一番役立ったと思う戦い方は〝ピッチャーを使った正しい酔よっぱらいのどつき方―酒場編―〟であった。

「先輩は格かつ好こいいなあ」

　レティの気持ちを代だい弁べんするかのようにアストリッドは言う。レティはそうねと同意することはしない。だが、気分が高こう揚ようしていることは事実として認めざるを得なかった。

　そのデュークはというと、ナイツオブラウンドの先輩方に腕前を褒ほめられ、次もがんばれと激げき励れいを頂いている。

（騎士団長候補という噂うわさは、噂ではなかったということね）

　騎士団随ずい一いちの剣の腕、冷静な判断力と周囲の厚い信頼、そして貴族という身分が揃そろえばほぼ間違いない。自分がナイツオブラウンドに引き抜いたことで、騎士団は文もん句くのつけようがない未来の騎士団長を失った。

　レティが申し訳ないことをしたわねと思ったところで、〝上〟から何かが降ってくる。それはレティの頰ほおを伝い、ひやりとした感かん触しよくを伝えた。

　何？　と声に出す前に、周りが一気にざわめく。

「レティーツィア!?」

「違う！　上です!!」

　フリートヘルムとアストリッドの叫び。

　レティは釣つられて上を見る。途端、髪に何かが落ちてきた。髪を伝い、ドレスの袖そでを汚よごしたそれは――誰が見ても赤い血と言う。

「これはまた……ナイツオブラウンド呼んでこい。ちょっと困ったことになったな」

　フリートヘルムはいち早く衝しよう撃げきから抜け出し、己の騎士セブンスヘブンに指示を出す。

　グイードはレティの腕を摑つかみ、自分の方へと引き寄せた。幕ばく舎しやの天井から滴したたる血の雫しずくは止まる気配を見せない。誰もが呆ぼう然ぜんとその光景を眺めていた。

「どうした!?」

　重苦しい空気を切り裂いたのはデュークの声。アストリッドの叫び声に駆かけつけたデュークの視界に入ったのは、血を流す己の主君の姿だ。美しい金色の髪と、白い頰を赤い液体が汚している。

　まさかとデュークは血の気が引く思いをしたが、レティは冷静に首を振った。

「落ち着いて、わたくしの血ではないわ。……上を見て」

　レティに言われた通り、デュークは上を見る。

「カンテラ……？　……血、が中に？」

　指摘するほどの違い和わ感かんではない吊つるされていたカンテラ。こんな昼間に明かりが灯ともっていたわけでもなく、今まで誰も気にすることはなかった。

「下ろしますね」

　アストリッドはレティの座っていた椅子の背もたれに足をかけ、身軽に飛び上がる。引っかけられていたカンテラを手に取り、綺麗に着地した。

「うわ、漏れてきてる……」

　カンテラを握ったアストリッドの手は真っ赤に汚れた。蓋を取り外せば途端に広がる濃のう厚こうな血けつ臭しゆうにレティは袖で口元を押さえる。

「……これは、鳥の死骸、ですね。誰がこんなことを……」

　悪いた戯ずらにしては度が過ぎているとレティは感じる。

　首を切り落とした鳥の死し骸がいをカンテラに押し込めて吊るす。このことは死骸から流れる血がカンテラの隙すき間まから滴り落ちて発覚したが――いや、発覚してほしかったのかもしれない。

「アストリッド、手を洗うついでに王女殿下の血を拭ふくもの持ってこい。一つは水で濡ぬらして、一つは乾かわいたものだ」

「はい！　水で濡らしたのと、乾いたのですね！」

　デュークに指示され、ぱっとアストリッドは駆け出した。

「王女殿下、大丈夫ですか？　気分が悪いとか……」

「大丈夫よ」

　心配そうに尋ねるデュークに、レティはきっぱりと答える。生あい憎にく、血を見て倒れる繊せん細さいさは持ち合わせていない。それよりも誰が何を目的にと考えることで忙しかった。

（これはあらかじめ仕掛けられていた。王族が入る前の幕舎に細さい工くをしておくことはそう難しいことではない。……単なる悪いた戯ずら？　それとも……）

　しかしレティにゆっくり考えている時間はなかった。幕舎内で起こった事件が外に伝わり、人が集まり始める。グイードはそれを散らすために外に出て、フリートヘルムは絨毯に置かれ未いまだ血の染みを広げる鳥の死骸を眺めた。

「カンテラと血で汚れた椅子と絨毯は外に運び出しておけ。レティーツィア、お前はまだ出るな、騒ぎが大きくなる。せめて見えるところの血を拭ぬぐってからにしろ」

　フリートヘルムの指示に従い、騎士達が置いてあった椅子を外に運び出す。次に絨毯が持ち上げられ、地面が現れた。

「おっと……これはこれは……」

　幕舎にいる者が皆、息を吞のむ。絨毯の下の地面、レティが座っていた場所には、血で幾き何か学がく的てきな模も様ようが描かれていた。

「おーい、誰かレオンハルトを呼んでこい。こういうのに詳くわしいだろ、学者様は。ま、詳しくない俺でも何がしたいのかはわかるけどな」

　五ご芒ぼう星せいと呼ばれる不安定さを表す五つの頂点を持つ星。それらを取り囲む文字。誰が見ても同じことを思う。これは誰かを呪のろうために描かれた魔ま法ほう陣じんだと。

　しかも描かれていたのはそれだけではなかった。魔法陣の傍そばに同じく血で書かれた短い文章がレティの眼に焼きつく。

「〝お前の正体を知っている〟」

　レティは呪いの魔法陣に添そえられていた文字を読み上げた。

（……これはわたくしのことね。おそらく、騎士王に関係すること）

　それが事実ならまた面倒なことになるとため息をついたところで、アストリッドが戻ってきた。

「王女様！　拭くもの持ってきました！」

「ありがとう。助かるわ」

　固まりかけた血を、レティは濡れた布で拭いていく。顔や髪についた血は取れたが、ドレスについた血は染みとなり、拭ったぐらいではもう取れなかった。

（この間もお気に入りのドレスを雨で台無しにしたばかりというのに……ああもう最悪）

　この場は兄二人とナイツオブラウンドに任せ、自分は大人おとなしく離宮に戻って着替えることを決める。男なら血ぐらい拭いておけばいいで済むが、女はそういうわけにもいかない。

　本当は残ってこの魔法陣のことについて色々と調べたいのに、姫というのはこういうときに好き勝手できなくて面倒だ。

「デューク、行くわよ」

「待て」

　歩き出そうとするレティを引ひき留とめたのはグイードだった。差し出されたグイードの上着に、レティは驚く。怪け訝げんそうなレティの眼に、グイードは言葉を付け加えた。

「羽は織おっていけ。レディに血の染みを付けさせたまま歩かせるわけにはいかない」

「寒いでしょう、結構よ。なんならそこの自分の騎士に脱ぬがせるから」

「コルネリアの誕生会の礼だと思え。お前に母上の代わりをさせた」

　グイードの同どう腹ふくの妹コルネリアの誕生会の準備を、レティは亡なくなったソフィアの代わりに進めていた。そのことについてどうやら感謝していたらしい。ならばここは自分が引くべきだと思い、レティはグイードの上着を受け取り、羽織った。

「後で返しに行くわ。――それと、僧侶ビシヨツプを２‐２へ」

「わかった」

　それだけ言い、デュークに視線で行くわよと促す。兄らしいことをされたのが久しぶりすぎて、その体温が少し残る上着を意識し、どういう顔をしていいかわからなかった。




　幕舎から出れば多くの騎士が集まり、何があったのかという顔をしている。レティは悪戯の犯人がいるかもしれないと周囲の人間の表情を注意深く探った。

　更に疾しつ風ぷうの剣を使い、そっと風を起こして周りの声を集める。ひそひそとした囁ささやきがレティの耳に届き、それらの中に何か有ゆう益えきな情報が混じっていないかと意識を集中した。

　大半が『どうかしたのか』『何があったんだ？』『武術会は？』『中止らしい』と、疑問や戸と惑まどいの声だ。

（でも犯人なら、この場にそぐわない発言をするかもしれない）

　わかりやすく『ざまあみろ』とか言ってくれると助かるが、流石にそうもいかないか。

『……予定より早すぎる』

　ふいに耳に届いた言葉の中にひっかかるものがあってレティは足を止めた。くるりと振り返るが、誰の発した言葉なのかはわからない。

「殿下？」

「……歩きながら話しましょう。可能なら、今ここに誰がいるのか覚えておいて」

　聞こえた声は風で大だい分ぶ掠かすれていた。誰が言ったのかをこの声を手掛かりにして特定するのは不可能だ。

　レティはある程度、人ひと気けのないところまで来てからデュークに説明する。

「さっき『予定より早すぎる』という呟きを耳にしたの。あの場で言わなければいけない早まった予定ってどんな予定かしらね」

「武術会はいつも通りに進行していた。『予定より早すぎる』ものはない」

「でしょうね。……わたくしも同じことを考えているわ。あの呪いの魔法陣はもしかしたら、武術会の後に発見してもらいたかったのかも」

　カンテラの中に詰めておいた鳥の血が漏れたのは犯人も予期せぬこと。本当は王立騎士団の片付けの際に発見される予定だったのかもしれない。

「でも俺が犯人なら武術会の途中で血が滴る方を選ぶ。怖がらせるなら、後から呪われた場所に座っていましたと報告を聞くよりずっと効果的だ」

「そうなのよね……」

（……武術会を中止にしたかったわけではない、とか。駄だ目めね、先走りすぎて、結論のために理由を探している。順番に考えましょう）

　レティは部屋に戻ってすぐ、メイドに紙とペンを用意させた。デュークが忘れないうちにやらせておかなければならないことがある。

「現場に戻る前に頼んだことを書き残していって」

　レティがデュークに頼んだ『あの場に誰がいたのか』という情報。

　デュークはわかったとすぐに書き始めた。

「……え？　順番……ではなくて、貴方って……」

　ペンを走らせるデュークの文字には迷いがない。だが、紙いっぱいを使って書き散らすように名前を書いていく。最初は思い出したものから書いているのかと思ったが、デュークが補助の線を入れて気がついた。

「まさかあれだけで『どこに』『誰が』いたのかを覚えたの……!?」

「仕事柄、必要に迫せまられる。幾いくつかは抜けているだろうし、過信するなよ」

　幕舎と目印になるものが書かれた紙に、運営を手伝った王立騎士や試合に参加していた名誉騎士、観戦していた貴族の名が書き記されている。

　レティが『覚えて』と頼んだときにあの場にいた者の名をその位置に記しているのだ。

「……これは便利ね。貴方があともう二人いたら助かるのだけれど」

「不可能なことを言うな。要するにこれが犯人関係者候補ってことなんだな」

「そうね。何が『予定より早すぎる』のかはわからないけれど、可能性はある」

　現在、犯人は野放し状態。離宮は常に人がおり、護衛はいるが、万が一もあるとデュークは考えた。

「……代わりにアストリッドを寄こす。今は一人になるな」

「そうね。彼には悪いけれど、もう少しだけ臨時騎士をしてもらいましょう。それと……デューク」

　急いでアストリッドを呼びに戻ろうとするデュークを、レティは引き留めた。

「試合見たわよ。貴方、強いのね。騎士団で一、二を争うと聞いていたけれど、本当にそうだとは思っていなかったわ」

　アストリッドが桁けた外はずれに強すぎることにごまかされ、デュークも強すぎる部類に入ることをレティは今まで知らなかった。自分の騎士を甘く見すぎていたことは、少し悔くやしい。

「強いといっても騎士としてだ。アストリッドと殺し合いをしたら俺が全敗する」

　騎士として強くても実際に殺し合って主君を守りきれなかったら意味がない。そうデュークは思っているのだが、レティは同意しない。

「わたくしは貴方にそういう強さを求めていないわ。わたくしとアストリッドが殺し合いをしたら、わたくしがアストリッドを瞬しゆん殺さつして終わりよ」

「……どうやって、と訊いても教えてはくれないんだろうな」

　レティの持つ秘密に、デュークは踏み込んでこない。言いたければ言えばいいという姿勢を貫つらぬいてくれる。

　わたくしに対しては大人なのにね、とレティは内心でため息をついた。デュークが劣れつ等とう感かんを持つのはある意味向上心に繫つながっていいのだが、持ちすぎて卑ひ屈くつになられても困る。少しこちらから触れておこう。

「そうよ、教えない。でもわたくしはアストリッドを殺せても、騎士として勝つことはできないの。貴方はできる、それが貴方の価値よ。次からは『必ず優勝しろ』と言うわ。わたくしは貴方に『無茶な要求はしない』と言ったわよね」

「確かに、俺にとっては無茶な要求ではないな。主しゆ命めいは必ず果たそう」

　デュークの返事にレティは満足したように頷うなずき、話をここで終わらせた。

　だがデュークは念のために釘くぎを刺さしておく。

「アストリッドが来るまで部屋から出るなよ」

「お湯を使って着替えるから出たくてもしばらく出られないわ。安心して」

　さっさと行きなさいと言われ、デュークは騎士団の営えい所しよへと急いだ。途中で一度、レティのいる離宮を振り返る。

「……色々と、見抜かれているような気がする」

　すごいとか格好いいとか誇ほこらしいとか、レティはデュークをあからさまに褒ほめる言葉を口にはしない。その代わりに次からは必ず優勝しろとできることを要求する。

　デューク自身も真正面から褒められても照れ隠しに素そっ気けない反応を返すだけだ。褒められるよりも、できることを要求されるほうが性しように合っている。――多分、やる気も出る。

「人たらしなところはフリートヘルム殿下にそっくりだ……これが王族の血か、くそ」

　母親が違うのだから、この人たらし属性は父親側の血だ。デュークはなんだか負けた気になり、思わず悪あく態たいをついてしまった。







　レティはすぐ血で汚れたドレスを脱ぎ捨て、お湯を使って髪と顔を洗わせた。後は報告待ちだと部屋の椅子に座り、置いてあったチェスボードに手を伸ばす。白の僧侶ビシヨツプの駒こまを手に取って移動させ、真剣に盤ばん面めんに見入った。

「次はきっとこの手だから……」

　黒の戦車ルークを指でとんとんと叩き……気配を感じて窓を見た。

「王女様！　先輩の代わりに護衛に来ました！」

「窓から入るなと言っているでしょう。次やったら蹴け落おとすわ」

　鍵かぎがかかっている窓を音もなく開け、身を乗り出したのはアストリッド。ここから出入りするところを他の者に見られたら――非常に不ふ愉ゆ快かいな誤解を生む。愛人王への道を一歩進むのはもっと先でいい。

「魔法陣について何か進展は？」

「特にありません。設営をした騎士に一人一人ナイツオブラウンドが話を聞いています」

　アストリッドは報告しつつ窓から部屋の中へと入る。

　そしてレティに〝違和感〟を覚えた。

「あれ？」

　どうしたのかと顔を向けるレティに近寄ると、更さらに違和感が増した。

　アストリッドはなんでだろうと思うより先に、身体が動く。身を屈かがめてレティの美しい金色の髪へと顔を寄せ、息を吸った。

　その仕草が妙みように犬っぽくて、思わず気を取られてしまったレティは、近寄りすぎだと――ることを忘れてしまう。

「何か、匂においが……」

「血の？　洗ったのだけれど取れなかったのかしら」

「いえ、そうじゃなくて……黒い匂い……？」

　アストリッドはこの感覚を表現できずにもどかしさを覚える。どう言えばいいのかと悩めば、言葉を待つレティの視線と絡からみ合った。

（あ……王女様の眼の色、綺麗……）

　ソルヴェール国の冬の空を思わせる、レティの美しい青せい灰かい色しよくに吸い寄せられ……

「ぅあっいったああああああ！」

「この駄だ犬けんッ！」

　がつんと頭が揺れたと同時に火花が目の前を飛び散った。アストリッドはレティが呼び出した騎士王の剣で容よう赦しやなくどつかれた後頭部を押さえ悶もん絶ぜつする。

「これだから男は即そく物ぶつ的てきでうんざりするのよ！　次やったら十二本の剣で串くし刺ざしにするわ！　覚えておきなさい！」

「ううう……ごめんなさい……王女様が綺麗で、つい。でも本気ですから！」

「そんなこと誰も訊いていないわ！　貴方に護衛という意味を教えましょうか!?　主君を守る護衛がその主君を襲おそったら意味がないでしょう！」

「あ、そうですね！」

　騎士団でのアストリッドの評価をデュークに聞いていたレティはそれに倣ならい『この脱力系が！』と心の中で罵ののしる。熱くなった頰は怒りだ。断じて動揺したわけではない。

「もういいわ。貴方は部屋の中ではなく外にいなさい。デュークが来たら交代して」

「……デューク先輩なら部屋の中にいていいんですか？」

「そうよ。デュークは〝男〟でなくて〝騎士〟だもの」

　レティは早く出て行けと指で扉を指さした。

　アストリッドは素直にはいと言い、レティの寝室から出る。

「警けい戒かい、されたかな……うーん、気をつけよう」

　仕事は仕事！　とアストリッドは気合を入れたところで、ようやくさっきの的確な表現を思いつく。

「……あ、穢けがれ、だ」

　レティの髪に残っていた穢れに、レティから授けられた浄じよう化かの力を持つ白はつ光こうの剣が反応した。血は拭えば取れるけど、穢れは取れない。

「あれぐらいなら何日かしたら完全に消えるけど……」

　浄化するから髪を触らせてと言ったら触らせてくれるだろうか。あんなことしようとした後だし多分無理だよなあ、とアストリッドはがっくりと肩を落とした。







　アストリッドの行為に憤ふん慨がいしたレティの気持ちがようやく落ち着き夕方になった頃、魔法陣の調査に呼ばれたレオンハルトとデュークが戻ってきた。

　こういった報告は、まずは捜査を主導する王立騎士団にするべきなのだが、レオンハルトはそれを無視し、先に姉のレティへと情報を漏ろう洩えいする。

「まず、この魔法陣は古い書物に書かれている呪いの術じゆつ式しきでしょうねぇ」

　レティはレオンハルトによって紙に忠実に書き写された魔法陣を眺め、いかにもねと吐き捨てた。不安定を意味する五芒星を血で描くなんて、恐怖物語のお約束展開すぎて逆に恐怖が薄れる。

「知られざる過去世界にて失われた技術、いわゆる〝魔法〟の類たぐいの古い書物は、現い在までもそれなりに残っています。ですがそれを忠実に実行しても記された通りの効果が得られないのが現実ですねぇ。僕も日夜色々試しているんですけど」

　どの時代にも怪あやしい占いのようなものが流は行やっているんでしょうとレオンハルトは言うが、レティは少し意見が違う。騎士王の生まれ変わりであるレティは、昔を知っている。

　この世界にはかつて〝神〟ではなく〝神々〟がいた。人々は今は姿を消してしまっている精せい霊れいや妖よう精せいと呼ばれるものや、魔法と呼ばれる不思議な力と共に暮らしていた。

　だが今はもうない。あったという事実すらも人々の記き憶おくから消え去り、おとぎ話や迷めい信しん、意味のないまじないとして伝えられるだけ。

（魔法の元となる神々はもうこの世界にいない。……唯ゆい一いつ残った神である騎士王は人間になりたいと願い、この有あり様さまよ）

　神々がいた歴史を消したのはかつての人間。だがごく偶たまにこうやって歴史の欠片かけらが残っている。完全に歴史を抹まつ殺さつすることはできなかったのだ。

「次にこの図ですが、書かれている文字は古代ヘラス語です。いやもう少し古く、古代ヘラス語の親のような言げん語ごかもしれません。しかし書いた本人は古代ヘラス語に詳しくないんでしょう」

　レオンハルトは書き写した魔法陣の中のとある文字を指差す。

「例えばこの文字、右上のところで一度きちんと留めるんですよねぇ、なのに留めずにさらっと書いている。留めずに丸くしたら全く違う意味の文字になるって知らないんですよ。見よう見まねで書いたからこうなるんです」

　古代ヘラス語とは、発音が失われて文字だけが残っている今では失われた言も語の。かなり古い書物にはこの文字が出てくることもあり、研究に必要な学者の一部が勉強するだけだ。レオンハルトもその一人だった。

「『転生の輪を断ち切り、天の国に行くことなく未来永えい劫ごうこの世界をさまよう意識となる』って書きたかったのかなァ。永遠に幽ゆう霊れいでいろって言ってるんでしょうけど、誤ご字じってるから意味違っちゃってますねぇ、残念アハハ」

　この辺りは古代ヘラス語の学者にきちんと確認を取ってから再び報告しますとレオンハルトは言った。

「……そう、犯人は古代ヘラス語を知らないのね」

　レティはそっと安あん堵どの息をつく。ゴズ＝エナージーのようなとてつもなく古い時代――騎士王時代の存在ならば古代ヘラス語を知っているはず。犯人は『現代の人間』だとこれで確定した。だとしても謎なぞは色々残っている。

『お前の正体を知っている』

　誰が、どうやってレティが騎士王の生まれ変わりであるという正体を突き止めたのか。そしてどうして呪おうとしたのか。逆にその辺りは謎が深まってしまった。

「推すい測そくするに、犯人はこの魔法陣が描かれた古い本を手に入れることができて、古代ヘラス語に詳しくない……と。ア～これは該がい当とうする人間が多そうですねぇ。王宮の書庫は貴族なら誰でも入ることができるし、王立騎士も学者も許可があれば可能です。もしくはそういう本を手にできる貴族の家で働いている者か」

　それではこの王宮内のほぼ全員が犯人候補みたいなものだ。騎士団を総動員しても、話を聞くだけで気が遠くなるほどの時間がかかる。

「他に気になる点は？」

「魔法陣に『Ⅰ』という数字が書かれているのが気になりますねぇ。わざわざ書くってことは『Ⅱ』もあるってことだろうなァとか」

「次があると貴方は予想しているのね」

「そんなところです。回数が重なれば、手掛かりも多くなる。犯人を捕まえるという一点においてだけは、また嫌がらせがあることを願いますよ。こんな手の込んだことをしても呪いで人は殺せませんしねぇ」

　見た人間が何かあるかもと怯おびえ、不快な気分になるだけ。確かにレオンハルトの言う通り、今は次をただ待つしかないようだ。

「王女殿下はこの魔法陣の呪いの対象に心当たりは？」

　今まで黙って同席していただけのデュークがここで初めて口を開く。

「さぁ、今のところは見当がつかないわ。あそこにいたのは王子と王女、どれもこれも恨うらみ妬ねたみを好きなだけ買える立場よ」

　レティを含め三人の誰もが呪われてもおかしくない。そこでレオンハルトは『誰か』という着ちやく眼がん点てんではなく、『まとめて』という別の可能性を提示した。

「〝王族〟に恨うらみを持っているとかはどうです～？」

　この国の王族とは、王とその家族、王の親族に当たる公爵とその家族を指す。王族は男女問わず王位継承権を持つが、順序が明確に規定されているわけではない。

「今の王朝の元を辿たどると革かく命めい王おうユーリウスの伯はく爵しやく家け。騎士王の血を引きながらも直系ではないことは確か。……悪くない発想ね、その辺りも考えておきましょうか」

　自分達の方が騎士王の直系だと言い出す馬ば鹿か貴族もいないわけではない。ひとまずは様子見という結論に達したところで、レオンハルトは騎士団に報告行ってきますと部屋から出て行った。

「殿下、アストリッドと何かあったのか？」

「いきなりどうして？」

「機き嫌げんが悪そうだ」

　よく見ているわねとレティは感心した。

「馬鹿な行動をしたから駄犬と罵ののしっただけよ。貴方、後輩の躾しつけはしっかりしておきなさい。取り敢あえず『待て』を覚えさせることね」

　レティは話はここで終わりだと切り上げる。デュークもそれ以上は訊いてこなかった。




　だが話は終わっても、レティの行動は終わらない。夜になってレティはこっそりと部屋を抜け出した。

　昼間、呪いの魔法陣が描かれた場所を立ち去る際にこっそりと自分のイヤリングを落としておいた。誰かに見つかっても『お気に入りのイヤリングをなくしたことに気づいて慌あわてて一人で捜さがしに来た』と完璧な言い訳ができるようにしてある。

　闇やみを照らすカンテラは、暗黒の剣のおかげで夜よ目めが利きくレティには必要ない。とはいえ持っていないのも不自然だ。それでも火を灯ともすと目立つので、そのまま持ち歩いた。

「……もう消されてしまったのね」

　贄にえに使われた鳥の死骸だけではなく、血で描かれた呪いの魔法陣も綺麗に消されていたらしい。

　『お前の正体を知っている』

　あの文字をもう一度この眼で見ておきたかったのにとレティはため息をついた。

「帰りましょう。長居をするとデュークに見つかるかもしれないし……」

　惜おしむように、ゆっくりと立ち上がった。すると視界に光が入り、レティはしまったと息を吞む。見回りの騎士か、それとも通りすがりの王宮の人間か。どちらにせよ面倒だ。

「……レティーツィア？」

　だがカンテラを持った人物はそのどちらでもなかった。

「グイード殿下……？　貴方、どうしてこんなところに……」

「それは私が言いたい。こんな時間に一人で何をしている？」

「……昼間にイヤリング、落としたの。今気づいたのよ。カンテラの火が消えてしまったからもう帰ろうと思っていたところ」

　レティは用意しておいた言い訳を口にする。

「メイドにやらせればいいだろう。今日はもう帰れ」

「こんな時間に呪いの魔法陣が描かれていたところへ行けなんて言えないわ。……貴方はどうして一人でここへ？　わたくしと同じようにイヤリングでも落としたの？」

「別の用事だ。離宮まで送る」

　どうやら詳しよう細さいを言う気はないらしい。レティはまあいいかと頷き、このまま離宮へ帰ろうとした。そこへ――

「誰だ!?」

　第三者の鋭するどい声に、グイードとレティは顔を合わせる。互いに思うことは同じ、こんな夜中に二人きりでいるところを見られたら困る、だ。誰がどう見てもレティとグイードは『人目に触れない場所で話さなければならないこと』をしていたと考えるだろう。

　それをフリートヘルムの――ローエンシュタイン家の耳に入れるわけにはいかない。何か密みつ約やくを交かわしたと勘かん違ちがいされたら、明日の朝には仲よく死体が並ぶかもしれないのだ。

「じっとしていろ」

　グイードはすぐに動いた。自分の上着を脱いでレティの頭に被かぶせ、そのままその身体を強く抱きしめる。

（ああ……そういう、ことね。でもこれはこれで……）

　妙な噂が流れたらグイードが困るのではないだろうか。

「そこにいるのは……グ、グイード殿下!?」

　カンテラの光をレティ達へ向けたのはどうやら見回りの王立騎士らしい。足音は二つだが、声は一人分。レティは音だけで様子を窺うかがう。

「邪じや魔まをするな。……ここで見たことは他た言ごん無む用ようにしろ」

「……はっ！」

　王子が暗くら闇やみで、おそらく婚約者ではない女性と抱き合っている。これでは誰がどう見ても『浮気現場』だ。グイードの婚約者に申し訳ないことをした……と思ったところでもう一人の騎士から声をかけられた。

「グイード殿下、申し訳ありませんがその女性を〝家〟まで送っていただけますか？　決して目を離さないようにしてください」

　うわ、という声をレティは堪こらえた。

　……王立騎士のもう一人であるこの声はデュークだ。そしてグイードの偽にせの浮気相手が、顔も見ていないくせにレティだと気づいている。声がいつもより相当低い。

　見回りの騎士が去ってから、グイードはレティに被せた上着を取る。

「デュークは気づいていたようだな」

「……無駄に目め敏ざといわね。……叱られるわ、絶対。ああもう面倒なことに……！」

　どうやって上手く言い訳しようかとレティは必死に考えた。グイードと密談だと言えばそれなりに信じるだろうが、怒られるところはそこではない。一人で出歩いたことについてうんざりするほど小こ言ごとを言うだろう。

「レティーツィア、お前は……」

　俯うつむいたまま考えているとグイードから話しかけられる。レティはどうしたのかと顔を上げたが、すぐに何でもないとグイードは言いかけた言葉をしまい込んだ。

「離宮まで送る」

　それっきりグイードは一言も喋しやべらない。

　離宮に辿り着いてようやくレオンハルトはいるかとレティに尋ねた。

「レオンに用事？　……呼んでくるから待っていて」

　送ってもらったお礼だ。用があっても会いたくないと嫌がるレオンハルトを宥なだめ、レティは弟をグイードへと差し出した。

（……でも、元々レオンに用があったのなら、騎士団の営所を通る必要はない。それに、普段一人で出歩くなんて、絶対にこの人はしないのに）

　なのに一人を選んだのは、護衛の騎士であるワルキューレ達に見られたくないことをするつもりだったとしか思えない。

（まさか本当に浮気!?　……いえ、彼に限ってそれは絶対にないわ。なら……）

　もしかしたら、呪いの魔法陣を描いた犯人――とか。

　現場の様子を再び見に来たのかもしれない……と考え、レティは自分の考えがあまりにも馬鹿馬鹿しいと呆れる。

「姉上、部屋は用意しなくて結構です。ここで話していきますよ～」

　レオンハルトの不機嫌そうな声にレティは我に返り、そう？　とグイードを見る。グイードは構わないと頷き、ならとレティはその場を離れた。




　レオンハルトはレティの足音が聞こえなくなってからどうしたんですかと切り出す。

「昼間の魔法陣について訊きに来た」

「後で騎士団経けい由ゆで報告を聞けばいいんじゃないですかァ？　一人で来るなんてワルキューレがよく許しましたねぇアハハ」

　見るぐらいならとレオンは資料の写しを持ってきて渡す。グイードはそれらにざっと目を通した。

「犯人の見当はついているのか？」

「王族に恨みでもあるんじゃないですか？　王子王女まとめて三人狙ねらったと僕は見てるんですけどねぇ。姉上も馬鹿貴族がやらかしたと見ているようですし」

「……王族」

　レオンハルトはその予想に対し、グイードも頷くと思っていた。だがグイードは違うと言いたそうな間のある言葉を発する。あれ？　と思った瞬間、資料を返された。

「忙しいところすまなかった。これで失礼する」

「ハァどうも～。ご機嫌よう二度とここに来ないでクダサイ～」

　笑顔でとんでもないことを言いつつ、レオンハルトはグイードを見送った。だが踵きびすを返したグイードのその肩に、黒い靄もや……いや、黒い手が見える。背中がぞっとし、確かめるために眼鏡めがねを外して慌てて追いかけた。

「ちょっ……待ってください！　兄上！　その肩……!?」

「どうした？」

「黒い手が……ってあれ？」

　レオンハルトはちょっと走っただけだったがぜーぜーと息を切らした。一度屈かがんでグイードの肩から眼を離した隙に、黒い手が消えている。

「あの、さっき貴方の肩に、黒い手が……」

「黒い手？」

　本人は一体なんだという顔をしているし、肩に見えた黒い手はもう見えない。一体なんだという顔をしたいのはこっちですよとレオンハルトは首を傾げた。

「……あはは？」

「………なんですか、その反応」

　グイードがしばし考え込み、発した言葉が『あはは』。どうしたんだとレオンハルトは思わずいつもの口調を忘れる。

「今のは冗談なんだろうと判断した。冗談を言われたら人間関係を円えん滑かつにするためにせめて愛あい想そ笑いぐらいしろと、この間のお茶会でレティーツィアが」

「あーあーあーそうですか……残念ですが、僕は貴方の婚約者殿のように『その少しずれたところも可か愛わいいの！』なんて絶ッ対に言ってあげませんからね……」

「お前の冗談は手が込んでいるな。わざわざ『よく見るために眼鏡を外す』という逆の芸げい当とうまで仕込んでいる」

　レオンハルトは人生最大の苛いらつきを味わう。

　この宰さい相しよう型王子は皮ひ肉にくと嫌いや味みと勉強は理解が早く、三倍返しにすることもしばしばあるというのに、何な故ぜ冗談だけはさっぱり理解できないのか。

「兄上は、顔で得してますよねぇ……」

　この冷たすぎる整った顔立ちが悪い。そうに違いない。そのおかげで皆がいい方向に色々誤解してくれる。デュークの後輩騎士のようにのほほんとした馬ば鹿か面づらをしていればいいものを。

「私達は似たような顔だろう」

「似ていても方向性が若じやつ干かん違います」

　だから嫌いなんですよとレオンハルトはげんなり呟いた。







　　　　第二章　引き返せない行為




　魔ま法ほう陣じんの騒ぎがあってから三日後、レティの部屋では『個人授業』が行われていた。

「ナイツオブラウンドの第一席とは重要な意味を持つわ。王の騎き士しは他の名めい誉よ騎士と違い、軍事に関する権けん限げんを持つ。特に第一席は、軍事に限れば王の代理としての指揮権を有している。騎士というよりもはや『常じよう設せつの最高将軍』ね」

　騎士団という名の軍、そしてナイツオブラウンドという名の将軍。この二つが常に存在するソルヴェール国は自他共に認める大国だ。それだけの国力を有していないと、戦争もないのに金だけ消費する騎士団の維い持じは難しい。

「……それはいいんだが、この本と紙は」

　デュークは机に積まれた未知なる言げん語ごの本と、びっしりと文字で埋うめ尽つくされている紙束を見る。レティは指先で積み上げられた本をとんとんと叩たたいた。

「魔法陣に関しては当分静せい観かん。次を待つ間に勉強をしてもらうわ。わかったなら続けるわよ。――他国からすれば我が国の騎士制度なんてどうでもいい話。騎士団とは軍の異い名みようであって、貴方あなたに対する見方は『将軍閣かつ下か』なの。その将軍閣下のお仕事に必要な知識をこれから教えていくわ」

　ナイツオブラウンドの第一席はただ王を守ればいいというわけにはいかない。だからレティは小さい頃から最低限の教養を身に付けている貴デユ族ークを第一席にした。あと数年で即そく位いなのに、文字の読み書きから立たち居い振ふる舞まいまで一から教えていたら時間が足りない。

「まずはソルヴェール国の貴族の人間関係を完かん璧ぺきに把は握あく。それから他の国についても。ついでにあと二カ国語ぐらいは話せるようになってもらうわよ」

　デュークは文もん句くを言わず、わかったとただ頷うなずく。レティが言うようにナイツオブラウンドの第一席を務つとめるならば必要な知識だろう。国を代表する立場の自分が、他国の将軍と挨あい拶さつもできませんでは舐なめられる。

「これはわたくしが昔使っていた本。教本として及きゆう第だい点てんの出来だったから、貴方も使うといいわ。暇ひまがあれば何度も繰くり返し読んで」

「殿でん下かは何カ国語を話せるんだ？」

「冗じよう談だんが言える程度まで覚えたのは三カ国語。簡単な会話ができる程度まで覚えたのは更さらに三カ国。挨拶だけならもっと」

「……すごいな」

　デュークは騎士学校時代のフリートヘルムを思い起こす。彼は他国語の時間、いつもつまらなそうにしていてやる気がなかった。しかし課題に対しての評価は常に最高点で、何な故ぜと首を傾かしげたことがある。他国語はフリートヘルムにとって得意科目なのではなく、王族の務めとして当たり前のように叩き込まれた結果だったのだろう。

「レオンはもっとすごいわよ。あの子は他国語で作られた公こう用よう文もん書じよの最終確認を十三歳のときから頼まれているわ。あれだけ好き勝手できるのは王族としての価値があるから。ただの馬ば鹿かならとっくに教会に放り込んで、毎日国のために祈らせるわよ」

　奇き人じん変へん人じんとは価値があるからこそできる立ち居振る舞いと知り、デュークはレオンハルトに対する見けん解かいを改めた。ああ見えて、きちんと苦労も努力もしているのだろう。

「本当は貴方の教師をレオンに頼むはずだったの。けれど騎士学校と大学の教師で手いっぱいらしいからわたくしがやるわ。女に教わる方が見み栄えを気にして努力するかもしれないもの」

「……女？」

「そうよ、どうやらすっかりお忘れのようね」

　思わずといった風に聞き返したデュークに対し、レティは気分を害した様子はない。

「いや、つい、今のは……主しゆ君くんという認識が強すぎたというか……！」

「別に構わないわ。わたくしも貴方のことを男と思っていないから。思っていたらメイドを傍そばに控ひかえさせておくわよ」

　デュークと二人きりはありだが、アストリッドと二人きりはない。レティはあのことを思い出し、駄だ犬けん……！　と怒りが込み上げた。

「メイド、……そういえば殿下に侍じ女じよは？　いないのか？」

「前は二人いたわ。女王指名された後に、グイード派の一人は血けつ相そうを変えて自ら辞やめて、フリートヘルム派の一人は手を震わせてお茶を注いだからすぐに辞めさせたの。信頼できる者を新しく探すのが面めん倒どうで、今はメイドだけ」

　レティが以前『周囲が物ぶつ騒そう』と言っていたのは本当のことらしい。身分の高い女性で中立派、更にはレティのお眼鏡めがねに適かなう者となれば厳しい条件だろう。

「近々わたくしの妹の誕生会が開かれるから、それまでに貴族事情を覚えて。まずはグイード派。貴方のバルヒェット男だん爵しやく家もその一つだから、比較的覚えやすいはずよ」

　それからあれもこれもと今後のためにデュークに聞かせなければいけないことをレティは教え、切りのいいところで今日は此こ処こまでと告つげる。

「最後に課題」

　レティが一枚の紙をデュークに渡す。そこには右にナイツオブラウンドだったり騎士団長だったりとさまざまな階級が書かれ、左には元げん帥すいやら将軍やらソルヴェール国では見ない階級が書かれていた。

「これはソルヴェールと他国の階級対比一いち覧らん。間違えたら失礼に当たるから、絶対に細部まで覚えなさい。覚えたら今度は階級章や肩けん章しようを教えるわ」

　デュークに教えることができるということは、レティはもうこの程度のことはとっくに頭に入っているのだろう。このレティの努力を他ひ人とは外側から見ることはできない。それが少し悔くやまれる。見えたのなら、我が主君が〝おこぼれ姫〟と言われることはなかっただろうに。

「貴方、人の顔を覚えるのは得意でしょう。これは経験からの助言だけれど、顔以外でも人の特とく徴ちようを摑つかむようにしておくことね。女が化け粧しようすると顔が根本から変わるわよ。元恋人の素顔を見たことは？」

「……ない」

　それに関してレティは何かを言いたそうにしてやめた。優しさなのか呆あきれたのか同情なのかは際きわどいところである。

「殿下も化粧をすると変わるのか？」

「わたくしは元が美しいから薄化粧のみよ。……貴方、今日のわたくしが紅べにを付けているかどうかわかる？」

　レティに問われ、デュークはその顔をまじまじと眺ながめた。普ふ段だん化粧をしているかどうか、全く意識したことがない。夜や会かいには化粧をしていっているはずだろうから、そのときのことを思い返せば……と記き憶おくを探さぐる。

「つ……けて、ない？」

「もう少し女を見る眼を磨みがきなさい。今日は薄い色」

　レティはデュークの親指を取り、唇くちびるの端はしを拭ぬぐわせた。そこにはレティの言う通りの可愛かわいらしい薄うす紅べに色いろがわずかに付いている。全くわからなかったという顔をするデュークに、レティは課題が一つ増えたわねとからかいを含んだ声で言った。

「これらは気の長い課題だと思いなさい。いきなり全てを覚えようとはしなくていいわ。順番に、ナイツオブラウンドになるまでにしっかり身に付ければいい。特に同系統の言語は同時に覚えようとすると混じるかもしれないから……」

　そこでレティの言葉はノックの音に遮さえぎられる。メイドが扉越しに姫様と呼びかけ、客人が来たことを告げた。

「アウフレヒト侯こう爵しやく家のエリノア様がいらっしゃいました」

「エリノア？　突然訪ねてくるなんて珍しいわね」

　よほどの話があるようだとレティは判断し、来客用の部屋ではなく、私室に招まねくことにした。メイドに机の上を片付けるように言いつけ、デュークには課題用の本を数冊渡す。

「貴方、アウフレヒト侯爵家のエリノア嬢じようはご存じ？」

「グイード殿下の婚約者のはずだ。流石さすがに俺もそのぐらいは知っている」

　デュークは元々グイード派。貴族社会に疎うとくても、その辺りの人間関係は一応知識としてあったらしい。もし知らないようだったら挨拶ぐらいはさせようと思ったが、これなら必要ない。ならもういいわと授業の終わりを告げた。




　デュークと入れ替わるように部屋へと入ってきたのはエリノア・アウフレヒト。彼女は生きつ粋すいのグイード派であるアウフレヒト侯爵の娘である。将来の義あ姉ねということで、レティとも前々から交流があり、良い関係を築きずいていた。

　レティが鋭するどい美しさを持つのに比べ、柔やわらかい栗色の髪に青あお緑みどりの瞳ひとみのエリノアは穏おだやかな優しさを持つ容よう姿しだ。

「この間のローエンシュタイン家の夜や会かい以来ね」

　レティは人前用の笑顔を浮かべ、エリノアに歓迎の意を表した。だがそのエリノアは浮かない顔に無理矢理作った微ほほ笑えみをなんとか見せて、すぐに俯うつむく。

「レティ……わたくし、もうどうしたらいいのかわからなくて」

「ええ、幾いくらでも話を聞くわ。座って」

　これは深刻な相談だとレティは判断し、柔らかい声をあえて作る。

「この間、グイード様にお会いして……今後のことをお話しして……」

　そこまで言うといきなりわっと泣き出したエリノアにレティは驚く。慌あわてて隣に座り、どうしたのと手を握にぎった。

「グイード様が突然、結婚について白紙にしたいとわたくしにおっしゃって……！」

「白紙……？」

　なんで今いま更さら、とレティは訝いぶかしがる。婚約自体はかなり前に正式発表していた。後は折を見て結婚という流れだったはず。

　前から決まっていたことがここまで持ち越されたのは、グイードの実母であるソフィア王おう妃ひがこの結婚を嫌がったからだ。噂うわさでは、どうもソフィアはエリノアと気が合わなかったらしい。レティもソフィアが「エリノア嬢だけは……」と厳しい表情で言ったことがあるのを覚えている。

「それは正式にアウフレヒト侯爵に申し出があったの？」

「いいえ……お父様にはまだ。……思わず言ってしまった、という感じだったわ」

「……前にグイードお兄様とお話ししたときには、むしろここまで結婚が延のびてしまったことを申し訳なく思っていたようだけれど……」

　グイードはレティと同じく、結婚については恋愛を重じゆう視しせず、自分の立場を考えていた。

　家同士の力関係を考え、エリノアとの結婚もいいところに落ち着いたと評し、だが母が……と言葉を濁にごしたぐらいだ。本人は嫌がっていないとレティは思っていたのだが。

（まさか……本当に浮気、とか……？）

　先日、夜に一人で出歩いていたグイード。その姿を思い出し、レティは固まった。

　しかしあの人が浮気という情熱的な行動を取るようには思えない。皮ひ肉にくと嫌いや味みは即そく座ざに理解できても、微笑ましい冗談を理解できないという、温ぬくもりのある人間関係の形けい成せい不ふ可か男おとこではないか。

「ねえエリノア、ソフィア王妃が亡くなられてまだ二ふた月つき。お兄様もまだ心の整理ができてなくて、思わず言ってしまった言葉かもしれないわ。落ち着くまで支えてさしあげるのも、未来の妻としての務つとめよ」

　とりあえず、真しん相そう究きゆう明めいは後回しだ。それっぽい説得力のある言葉でエリノアを宥なだめ、それからグイードの様子を探ってみよう。

「そうかしら……グイード様、もうわたくしのことを嫌いになってしまわれたのではないかと心配で……」

「大丈夫よ。貴女あなたは素す敵てきな方だわ」

　レティはエリノアの気が済むまで根気よく話に付き合い、大丈夫と繰り返した。

　少し影が長くなる時間になって、エリノアはやっと気持ちを浮ふ上じようさせる。最後には元気が出るよう観劇に誘さそってみると笑顔を見せ、帰って行った。

「……面めん倒どうなことになったわね」

　人が帰った後の部屋は妙みように静かだ。無音の部屋の片かた隅すみにある、チェスボードが置かれた机の椅い子すに座り、レティは駒こまをじっと見つめながらエリノアの言葉を反はん芻すうした。

「グイード殿下の浮気……は流石さすがに行き過ぎよね。ソフィア王妃が亡くなって、動どう揺ようして、思ってもいないことを言ってしまったと考える方が確かに筋は通るのだけれど……」

　ただ、とレティはひやりとするチェスの駒を指でなぞる。

「悲しんでいるとは思っていたけれど、そこまで動揺するものかしら……」

　あの理り知ち的てきな人が心にもないことを口にした。これが本当ならグイードの悲しみは思っていたよりも深いのかもしれない。一度尋ねに行くべきかとレティは立ち上がる。

「デュークを呼んで。それからソフィア王妃に持って行く花を用意して」

　レティが簡単な指示を出せば、メイドは心得たと支し度たくに取りかかる。レティの外出用の服と靴くつを用意し、着替えるのを手伝った。

　着替え終わる頃には花の用意も終わり、レティは部屋の外で待っていたデュークに丁てい寧ねいに扱ってと持たせる。

「今からソフィア王妃のお墓に行くわ。それが終わったらグイード殿下に会いに行く」

　グイードを妹として心配して会いに行くなんて本当に久しぶりのことだ。これまでは国を憂うれいた第一王女として、フリートヘルムとの諍いさかいを窘たしなめに行くことしかしなかった。

　もう駄だ目めだと諦あきらめていたあの頃とは本当に変わってきていると実感できる。

（これなら〝課題の答え〟が前向きに出せるかもしれない）

　この先、どこまで兄きよう妹だいが仲よくするのか。

　完全に元のように戻れるわけではないことはレティだって承しよう知ちしている。けれど二人の兄の死という答えしか出せない時期に比べれば、事態は確実に好こう転てんしてきていた。







　レティが立てた二つの予定は一つにまとめることができた。

　一つ目の目的地である王族が眠る北の墓所には二つ目の目的であるグイードがいて、ソフィアの墓ぼ碑ひの前に立っていたのだ。

　驚きつつもレティは静かにグイードの隣へと進む。

「……貴方あなたとここで会うとは思っていなかった」

　レティは膝ひざをつき、花束をそっと地に置く。目を伏せ、亡なき王妃に黙もく禱とうを捧ささげた。

「頻ひん繁ぱんに足を運んでくれているんだな。同じ花を前にも見た」

「それだけ貴方も頻繁に来ているのね。……少し話があったの、時間を頂いても？」

「ああ」

「ソフィア王妃の前では話しにくいわ。場所を移しましょう」

　墓所の奥へと足を向けるレティの後をグイードは何も言わずに歩き、デュークとグイードの護衛の騎士は少し距離を置いて二人の後を追った。

「たった今、エリノアと話をしたの。……貴方が今になってエリノアとの結婚を躊躇ためらっていると聞いたけれど、本当？」

「……事実だ」

　レティとエリノアの仲が良好なことをグイードは知っている。近いうちにエリノアがレティに相談を持ちかけ、レティがどうしてと問うだろうことも予想していた。

　グイードはあらかじめ用意していた答えを言おうと待ち構えていたが、レティは想定していない言葉を口にする。

「大丈夫なの？」

　何が大丈夫と問われているのかわからず、グイードはレティと同じ色の眼を向ける。

「婚約破は棄きを言い出すなんて最初は浮気を疑ったのだけれど……貴方がここに何度も来ているなら、そんな余裕なんてなさそうね」

　浮気と言われてグイードは驚いたらしい。表情は変わらなかったが、レティの冗談交じりの言葉にすぐに返事ができなかったのが証しよう拠こだ。

「そうか、その方法が……」

　グイードが微かすかに呟つぶやいた。しかしレティは浮気疑惑が晴れたことにほっとし、グイードの言葉を聞き逃す。

「ソフィア王妃が亡くなってまだ二カ月。……わたくし、勝手に貴方は大丈夫だと思っていたわ。ソフィア王妃の具合がよくないことは前々からわかっていて、そのときが来ても貴方は全く取り乱すことはなかったから。葬そう儀ぎのときだってしっかりとしていたもの。だから本当に大丈夫なのだと思ってしまった」

　同どう母ぼの兄妹のようだと言われるよく似た美しいレティの顔が、グイードに近づく。

「少しやつれたわ。フリートヘルム殿下も気にしていた。……エリノアのことはわたくしに任せて、少し休んで。自分では大丈夫だと思っていても、案外そうではないものよ」

　レティからかけられた言葉は『どうして』という疑問ではなく、妹としての労いたわりの言葉。

「吐はける弱音があるならばエリノアに頼ってみて。彼女は大人しそうに見えても、芯しんはしっかりとした方よ。貴方をきっと支えてくれる」

「そうだな……彼女は私にはもったいないぐらいの女性だ」

　ほんの少しグイードの纏まとう空気が緩ゆるんだ気がした。

　とりあえず今はこのぐらいで踏み込むのをやめようとレティは一歩引く。ここから先の領りよう域いきは妹の自分ではなく、婚約者のエリノアが進むべき場所だ。

「わたくしたちは先に帰るわ。貴方はゆっくりとしていらして」

　踵きびすを返し、眼で少し離れたところにいるデュークに合図を送る。

「僧侶ビシヨツプを４‐６へ」

　レティの背に投げかけられたグイードの言葉。振り返り、レティは呆あきれと不快の中間のような目つきでグイードを見る。

「……その手が出てくるなら大丈夫そうね。こんなときぐらい悪あく手しゆを選んだらどう？」

　だがレティの声には安あん堵どがわずかに滲にじんでいた。それ以上は何も言わず、レティは歩き出す。

　後ろを歩いていたデュークは、兄妹で何を話していたのかには触れず、別のことを訊くことにした。

「この間もビショップがどうとか言っていたが、何かの暗号か？」

「ソフィア王妃が亡くなったときに『落ち着いたらチェスでもしましょう』って誘ったの。会う度たびに気長に一手ずつ進めているわ」

　レティが言い出したチェス勝負をグイードは構わないと受け入れ、自分から何カ月もかかるこのやり方を提案した。

　レティにチェスを教えたのはグイード。

　そのグイードにチェスを教えたのはフリートヘルム。

　幼いあの頃は三人でチェスをして遊んだ。強すぎるグイードを負かそうと、フリートヘルムとよく作戦を練ねったものだ。

「負けた方が弱点を一つ曝さらす。そういう賭かけをしているの」

「そんなことを約束していいのか？」

「ええ。たわいもない遊びというのは互いに承しよう知ちしているから。わたくしが勝ったらグイード殿下の嫌いな食べ物を一つ教えてもらうという話になっているわよ」

　城内への門をくぐり、蔦つたがからまる壁に沿そって離宮への道を進む。辿たどり着いた離宮はいつもは主人のために静せい寂じやくが保たれているのに、今日は目に見えて慌あわただしかった。

「姫様！　王妃様方の東の白しら百ゆ合りの花か壇だんが……！」

　普段は大声を出すことのないメイドから『事件』の概がい要ようを聞いたレティは、迷わず踵を返す。女の足かと思う程の速度で歩いて行った先は、王宮の東側に位置する亡き第一王妃と第二王妃の愛した白百合の花壇だった。

　既すでにそこには王立騎士や様子を見に来た者が集まっており、ざわめきが広がっている。レティは少し離れたところで立ち止まり、人だかりの隙すき間まから何があったかを確認した。

　静かに白百合を咲かせていた美しい光景が一変している。

　風にそよいでいたはずの白百合の花びらはむしり取られ、地へと散らばり、そこは血で描かれた呪いの魔法陣。そして中央に置かれていた猫ねこだったもの。

「お母様とソフィア王妃の白百合が……酷ひどい、誰がこんなことを……」

　掠かすれた声を出し、一歩後あと退ずさったレティをデュークは支える。呆ぼう然ぜんとしているレティの姿は、誰がどう見ても無む惨ざんな光景に心を痛めた可か憐れんな姫君だ。

　しかし本性を知っているデュークは痛ましいという表情を作るのが難しかった。レティはしおらしくしていても内心では絶対に怒いかり狂くるっていて、この後の自分の役割が慰なぐさめるではなく、宥なだめるになるのが容よう易いに予想できたからである。

「殿下、ここは王立騎士団に任せましょう。殿下が見るようなものではありません」

　デュークの言葉にレティは頷うなずく。

　人の眼があるところまでは俯うつむいて気落ちしていた様子を演じてくれていたが、王宮を出て離宮の近くまで来れば、もう演技は結構と靴音を高らかに鳴らして歩いた。

　離宮に戻り、私室に入ってデュークが扉を閉めた瞬しゆん間かん、レティの堪こらえていた怒りが爆発する。

「信じられない！　よくもこのわたくしに喧けん嘩かを売ってくれたわね！　ええ買うわ、幾いくらでもこの財力で買ってやる！　もう不ふ敬けい罪ざいで泣かすという段階は超えたわ！」
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　繊せん細さいな姫君を演じていたレティは本性を現し、力任せに壁を殴なぐりつける。その仕草や力の入れ具合は妙みように様さまになっていて、これは昔から人ひと目めにつかないところでやっているなとデュークに確信を抱かせた。

「……まだお前が狙ねらわれたというわけでは……今回で標的は王族という可能性が濃のう厚こうに」

「次期女王であるこのわたくしは王族の顔よ！　わたくしに喧嘩を売ったのと同義！」

「まあ、それもそうか」

　ソフィア王妃の花によくも……！　とレティは無惨な光景となっていた白百合の花壇を思い出し、頭の中で犯人を口くち汚ぎたなく罵ののしる。

「呪いの魔法陣に次があるなら、武術会と同じく人が集まる場所だと思っていたけれど、意表を突かれたわね」

　花壇の合間に描かれた呪のろいの魔法陣。その中央には猫の死し骸がい。魔法陣に散らされた血で汚よごれた白い花びら。そして、『お前の正体を知っている』という文字。

（……王族が標的？　いいえ、まだわたくし個人の可能性もある。知る人は知っているでしょうね、わたくしがお母様のお墓参りに必ずここの花を手た向むけていることは）

　次期女王を相手に随ずい分ぶんと舐なめた真ま似ねをしてくれる。レティは怒りを堪える気はない。

「今回も魔法陣の傍そばに遺い留りゆう品ひんはなしと聞いた。前回といい、今回といい、大だい胆たんで狡こう猾かつだ」

　デュークは近くにいた王立騎士に話を簡単に聞いたが、犯人の特定は難しいという嬉うれしくない情報を手に入れた。だがレティは怒りながらも冷静だ。

「別の手がかりはあったわ。花びらの千ち切ぎり方が二種類。力任せに千切ったものと、丁寧に千切ったもの。犯人は二人組ね、そして片方は乗り気ではない」

　レティは散らされた花に対し酷いと衝しよう撃げきを受けている演技を……いや、確かに酷いと思っているだろうが、少々大げさに嘆なげいた演技をしている最中、しっかりと散らされた白い百合を観察していたらしい。

　男はどうしても目に見えて残ざん虐ぎやくなもの、猫の死骸や血で描かれた呪いの魔法陣に意識を向けてしまう。そこではなく引き千切られた花びらを観察するという異なった着ちやく眼がん点てんを持っているのは、レティの強い武器だ。

「となると……首しゆ謀ぼう者しやは乗り気ではない者に命めいじることができる立場の者、おそらくは貴族。そして使用人、もしくは名めい誉よ騎士を連れている。容よう疑ぎ者しや一覧から主君を持たない無む所しよ属ぞくの王立騎士だけは抜ぬいてもよさそうね」

　あの場にいたのは武術会に参加した名誉騎士とその主君、そして運営に携たずさわった無所属の王立騎士。そこから無所属の王立騎士を抜くと容疑者は多少は減るが、それでもまだまだ多い。

　もっと犯人を絞しぼり込める情報が欲しいと思ったとき、それは現れた。

「ただいま帰りましたァ～姉上、二つ目の魔法陣の詳細いりますー？」

「いるわ、詳細を聞かせてちょうだい」

　服に血の染みを付けたレオンハルトがレティの部屋を覗のぞく。どうやら騎士団に頼まれて、調べられることは調べた後らしい。

「姉上も見に行ったんですよねぇ、ならそんなにもったいぶる必要ないかァ。ちょっと予想外の方向に行きましたよねぇ。いいえェ、新しい魔法陣に『Ⅱ』の文字が入るのは予想していたんですけどアハハ」

　最初の魔法陣には『Ⅰ』という文字があり、贄は鳥だった。

　二番目の魔法陣には『Ⅱ』という文字があり、贄は猫だった。

　レオンハルトにそう説明され、レティは何を言いたいのか理解する。

「使われていた贄、大きくなっていません？」

　二つ目の魔法陣で同じ贄を使わず、別の贄を使った意い図とは何か。

「こういうの、恐怖物語の定番では贄が少しずつ大きくなって、最後には……」

「――人間が贄にされる」

　レティがレオンハルトの言葉を引き継ぐ。

「そういうことです。これは悠ゆう長ちように三度目の犯行を待つより、早々に手を打った方がいいだろうと騎士団には言っておきました～」

「殿下、警護の人間を増やすべきだ。とりあえず俺か、他の王立騎士が必ず傍そばにつくようにする。捜そう査さは王立騎士団に任せて、セブンスヘブンもワルキューレも各々の主君を守ることに専念しろと通つう達たつしてもらおう」

　二人の言葉にレティは頷く。

「もしわたくしが犯人で、王族が標的ならば、次は必ずコルネリアの誕生会を狙ねらうわ。これほど読みやすい『次』もない。できればここで先手を取りたいわね」

　第二王妃ソフィアの子である第二王女コルネリアの誕生日。レティがソフィアの代わりに準備を手伝い、王子王女、そして他の王族や多くの貴族が集まる日。呪いの対象が王族ならば馬鹿げた騒ぎを起こすのに絶好の機会だ。

「レオン、他に何かどうでもいいから気づいたことは？」

「んん～あ～グイード兄上に現場でお会いしましたよ。犯人は誰かわかるかとしつこく尋ねられましたねぇ。流石さすがにソフィア王妃の白百合を荒らされたら、あの兄上も怒りますか。毎年誕生日に贈っていましたからね」

「……そうね、大事な思い出の場所だもの。わたくし達も選ぶのを手伝ったわね」

　そんな場所に呪いの魔法陣を描かれたら、グイードも冷静ではいられないだろう。

　グイードの幼い頃を知っているレティとレオンハルトが怒るのも当然と納なつ得とくする中、デュークだけは殿下達は仲が悪いんじゃないのか？　と別のことを不思議に思ったままだった。










　二番目の呪いの魔法陣が発見されてから二日後。

　デュークはレティ達の幼い頃が気になっていたままだった。だが当事者の一人であるフリートヘルムに尋たずねるのは躊躇ためらわれ、結局別の詳しそうな人にもののついでに訊いてみることとなった。当然、賄わい賂ろは先払いである。

「手伝ってくれるのどうも～僕はこういう力作業すると息が切れて命の燃料まで切れそうなひ弱だしねぇアハハ。けど姉上の傍にいなくていいわけェ？」

「……笑えない冗談は困ります。王女殿下は会議に出席されているので、今は手が空いていましたから。それにお迎えに上がるにはまだ時間がありますし」

　デュークはレオンハルトの本を抱えて書庫に向かって歩く。その道中、デュークの疑問『王女殿下とグイード殿下達の仲は昔から今に至いたるまで実際のところはどうなっているのか』についてレオンハルトは気軽に答えてくれた。

「グイード兄上達と姉上？　昔から相当仲がいいと思いますよ。建たて前まえはアレですけど」

「昔から……ということは今もですか？」

「今も今も。この間のお茶会だってどうせグイード兄上を慰なぐさめようって意図があったんでしょうしねぇ」

　デュークはフリートヘルムがレティのことを本当は大事に思っていることは知っていたが、グイードとレティは評判通りの関係だろうと思っていた。仲が悪いとまではいかないが、一定の距離を保ち、他人に近い兄妹だと。

「兄上方は三大侯爵という呪いの血統に縛しばられてますから、三人とも建前は距離を置いているんですよ。その呪いの三大侯爵の方々がどうしてそこまで王族に戻りたいのか、わからなくもないんですけどね。宗教というのは政治に密接に絡からみついて必ず波乱を生み出す。研究対象としてはとても面白いんですけどアハハ」

　ソルヴェール国は〝神〟である騎士王クリスティアンによって建国された。よって王族は神の子孫という意識が受け継がれている。彼らにとって王族に戻るということは、ただの貴族にはない〝気け高だかき誇り〟を取り返すことでもある。

「兄上方は王様になれなれ言われ続けてそれはもうお気の毒です。王族と王族の間に生まれた純血王子の僕は気楽でいいですねぇ。ちなみに僕は兄二人と完全に仲が悪いので変な勘かん違ちがいはしないように～」

　しかしレオンハルトはあれ？　と言葉を止める。

「いや、仲が悪いというより、それ以前に向こうの視界に入っていないって感じかなァ。まあ入りたくないですけど。入ったら事故に見せかけて殺されちゃうしねアハハ」

　レオンハルトは第一王妃が生んだ王子だ。血統の正せい統とう性せいでいけば、王位に一番近かったのはこの人。そして、一番命の危険に曝されていた人でもある。

　今はこの人に成り代わって、すべてをレティが引き受けている。デュークは自分がしっかりしないとと思っていると、レオンハルトに顔を覗のぞき込まれていた。

「……ア～うん、なんでだろうねぇ。僕はどちらかといえば君に悪意ではなく好意を持っているはずなんだけど。姉上を変な眼で見ることなく、職務に忠実だしィ？」

「ありがとうございます」

「でも最近はその顔を見るとなんとなく苛いら々いらするんだよねぇ。特に今みたいな顔とかさァ。なんでだろうアハハ」

　なんでだろうと言われても、デュークにはレオンハルトの考えていることは全くわからないので、そうですかと頷くだけにした。

「あ、そォか！　君のその『姉上の一番の理解者は自分だ』って顔が気に食わないんだよ多分。ア～なるほどね納得したよアハハ！　あ、悪いんだけど、一度気づいたら悪意の方を持っている気がしてきたかも～？」

　デュークは一つため息をつく。これはあれか、恋の病やまいに匹ひつ敵てきするあれか。

「……恋人よりご家族の女性を優先するご病気をお持ちですか？」

「嫌だなァ、僕、十六歳なんだけど？」

「ですよね」

　ほっとしかけたところで、レオンハルトはにっこりと笑う。

「十六歳で治なおってないなら、もう一生治らないよねぇコレ」

「……ですよね」

「僕、君のこと嫌いかもしれないけど、姉上の前では仲よくやろうよアハハ。だっていい年した大人同士だしねェ」

　アストリッドと同い年のレオンハルトをいい年した大人とは思えないが、長いものには巻かれろ精神を貴族社会で学んだデュークは、そうですねと言うに留とどめた。

「王女殿下の兄弟はどいつもこいつも面倒だ……」

　書庫に辿り着いたデュークは、抱えた本を本棚に戻しながらこっそり呟く。

　フリートヘルムは隠しているようだが、どうもレオンハルトと同じ面倒な病気を持っている気がしている。まともなグイード殿下のみがこの面倒な兄弟の良心だ。

　デューク達が本の返却を済ませ書庫を出れば、噂うわさの人物であるグイードを見かけた。レオンハルトはささっとデュークの背に隠れる。

「じゃ、お先にィ～僕はあの人と会話すると疲れるんでぇ」

　それは逆じゃないかとデュークは思ったが、いい年した大人なので言わないでおいた。

　そそくさとレオンハルトが進行方向を変えて別の廊下から帰るのを見送り、デュークはグイードに頭を下げる。王子殿下がここにいるということは、どうやら会議は終わったらしい。急いでレティを迎えに行こうとした瞬間、グイードに呼び止められた。

「少し時間をもらってもいいか？」

「……俺ですか？」

　デュークの家はグイード派に属しているが、それはもう端っこに位置していただけなので、きちんと話をしたのは過去に一度のみ。一体自分になんの用が……と警けい戒かいしつつ、手短にお願いしますと承しよう諾だくした。







　一方、レティはデュークがグイードに呼び止められたことを知らずに、迎えが遅いと会議室の椅子に座ったまま待っていた。

「おや、デュークは遅ち刻こくですか」

「騎士団の仕事と掛け持ちしているから、多少の遅刻は大目に見るわ」

　そうですかと頷いたのは会議の出席者の一人であるソルヴェール国王立騎士団の団長ヨハネス・ミュラー。年は四十代半なかばで、威い厳げんを持ちながら愛あい嬌きようもあるという、人柄の良さを感じさせる男。だが一ひと度たび剣を持ち戦場に立てば、騎士団長の証あかしである黒いマントが返り血を浴びすぎて紅あかく染まった――という逸いつ話わを持つほどの歴戦の騎士だ。

「随ずい分ぶんと会議を楽しんでいらっしゃったようですな」

「いいえ、とても退たい屈くつだったわ」

　レティは会議中、ただ黙って座っているように見せかけてその眼はずっと出席した者達の表情を観察していた。そのことを知っているヨハネスはレティの言葉をそのままは受け止めず、面おも白しろがるように眼を細める。

　名誉騎士を持ち、王立騎士団を煙けむたがる他の王族や貴族達とは違い、レティは自分と弟の身を守るときにはいつも王立騎士団を頼った。おかげさまで騎士団長ヨハネスとは昔からチェスの好敵手ライバルという懇こん意いの仲である。

「先日の呪いの件、どうなったかしら」

　贄が大きくなった第二の呪いの魔法陣。だがまだ人への被ひ害がいというものはなく、今回の議題に上がることはなかった。でも折せつ角かく騎士団長が今ここにいるのだからとレティは捜そう査さの進展について尋ねてみる。

「申し訳ございません、前回の報告から更さらに申し上げる新たな事実は得えておりません。ですが殿下方の御おん身みは必ず王立騎士団がお守り致します。今しばらくお待ちください」

　叱しつ責せきと勘違いしたのか、ヨハネスは深々と頭を下げる。

「叱るために訊いたのではないわ。もうじきコルネリアの誕生会があるでしょう。捜査のために警護の人手が足りないなら、お父様からナイツオブラウンドを借りたり、グイード殿下からワルキューレを借りたりする話を、わたくしから通そうと思って」

「ご協力感謝致します。しかし今はどうにも後ご手てに回っておりまして、捜査といっても王宮の人間に多少聞き込みをするぐらいですから」

　ヨハネスは遠回しに名誉騎士の手助けは結構と断る。王立騎士団と私設騎士団の仲の悪さは相変わらずらしい。

「グイード殿下にもこの件に関してはまた質問攻めにされました」

「……また？」

「はい、一つ目の呪いの魔法陣のときと同じく今回もです。コルネリア殿下の誕生日に何かあってはいけないと思うお気持ち故ゆえでしょうな」

　そうだったのとレティは言いながら、完全に納得はできていない。

（今回の魔法陣を気にするのはソフィア王妃の白百合が荒らされていたから当然のことだけれど……一つ目から？　それは魔法陣のことを気にしすぎのような……呪いとかを怖がる人ではないはず）

　もしかして先日、呪いの魔法陣が描かれた現場でグイードと出会ったのは、浮気目的ではなくて、呪いの魔法陣を見に来ていたということだろうか。

（その理由が『犯人だから』だとしても、矛む盾じゆんがありすぎる。実の母が愛した花壇を荒らす意味がわからない。それにグイード殿下は効果のない魔法陣を描いて不確実な脅おどしをかけるより、きちんと刺し客かくを雇やとって殺させる人だもの）

　レティは気にしすぎは自分かと苦笑し、ご苦労さまとヨハネスを労ねぎらった。

「そうそう、近いうちにデュークは異い動どうとなりますので、今よりこちらの仕事が落ち着くでしょう。その分殿下の御身をしっかり守るよう私からも言い聞かせておきます」

「どこへ異動を？」

　デュークはレティの騎士となった時点で本来なら王立騎士団を辞やめているはずだった。だが諸事情とレティの思おも惑わくにより、未だ騎士団に籍せきを置いている。騎士団の上層部になるには、主君を持たない無所属の騎士という暗あん黙もくの決まりがあるので、デュークは出世街道から外れ、どこかの閑かん職しよくに回るはずだ。

「新人教育担当となります。今年は厄やつ介かいな新人もおりますから、例年より苦労するでしょうなあ。しかし苦労は若わか造ぞうの役目です」

　騎士団の新人と言われて、レティがとっさに思い浮かべるのは赤毛の少年。

（厄介な新人ってやはりアストリッドのことかしら。……騎士団長ともなると、彼の素す性じようを調べた上で、正解に近い仮説は立てているはず）

　わかった上でデュークに任せ、更に苦労しろと言う。流石は騎士団長、なかなかの大物だとレティは感心した。

「殿下もこれからお忙しいでしょう。デュークを辞めさせなくてもよいのですか？」

「ええ、デュークは貴族としては全く横の繫がりを持っていないもの。騎士団に置いておく方が人脈も情報も得られるでしょうから」

「おや、これはこれは。殿下の騎士団へのスパイ発言は聞かなかったことに致しましょうか。王立騎士団とナイツオブラウンドの仲の悪さは伝統ですから、私も歴代の団長殿に倣ならわないとなりませんので」

　ヨハネスは騎士団の情じよう報ほう網もうを使う気満々のレティを咎とがめる気はないらしい。お好きにどうぞと度ど量りようの広さを見せた。

「貴方には悪かったわね。未来の騎士団長を奪ってしまって」

「いやいや、あんな若造一人二人いなくなったところで、騎士団の運営に困ることはありません。王女殿下の助けとなるならば、是ぜ非ひに」

　貴族の出自、明めい晰せきな頭ず脳のう、卓たく越えつした実力に加え、厚い人望を持ち無所属。これだけ条件が揃そろえば騎士団上層部はデュークを後のちの騎士団長にと考えていただろう。

　だが、レティによってデュークは引き抜かれ、数年後には騎士団を辞めてしまう。折角の後こう継けい人事が白紙に戻ったというのに、ヨハネスは心からの祝福を述のべた。

「そう言ってくれると助かるわ。彼だけは本当に欲しかったのよ」

「はは、それは同意せざるを得ませんな」

　やっぱり惜おしく思っているのねとレティが苦笑すれば、いやいやあんな若造とヨハネスは繰り返す。素直にデュークを褒ほめる気はないらしい。

「彼にも悪いことをしたわ。きっと騎士団長が夢だったでしょうに」

「いいえ、王女殿下。騎士団長はなるものではありません」

　ヨハネスははっきりとレティの言葉を否ひ定ていした。

「騎士団の上層部は主君を持てなかった残り物です。国に、王に、民に仕えると言いながらも……どこかで、別のことを思う。騎士団長とは夢に破れた者の別名」

　王立騎士ならば誰もが憧あこがれ、尊敬する団長の座。しかしヨハネスは違うと言う。

「現実に挫くじけた騎士は、私やあの方だけで充分でしょう」

　その声には重たい感情が滲にじんでいた。レティが真意を問う前に、会議室にデュークが入ってくる。

「王女殿下！　申し訳ありません、遅くなりました！」

　デュークの声にヨハネスは椅子から立ち上がる。

「それではこれで失礼致します。未来ある若者を、貴女にならば託たくしましょう。誕生会では御身のため、もう一人の未来ある若者もどうかお傍そばにお置きください」

　ヨハネスはレティへ力強い励はげましの言葉を贈り、一礼して会議室を出て行く。デュークはすれ違うヨハネスに軽く頭を下げて、レティに駆け寄った。

「悪い、迎えに来るのが遅くなった」

「構わないわ。ヨハネスと話していたから。貴方には騎士団の仕事もあるもの」

「それが……途中でグイード殿下に呼び止められて話をして……」

　デュークは言っていいものかと悩む姿をレティに見せる。

「言いにくいなら言わなくて結構よ。貴方、元々はグイード派だから家同士の付き合いもあるでしょうし。――昔の男に嫉しつ妬とするほど、わたくしは度量の狭せまい女ではないわ」

「誤解を招く言葉を選ぶな」

　会議室を出て颯さつ爽そうと歩くレティの後をついていきながら、デュークは迷いつつも口を開いた。

「グイード殿下に、浮気の仕方を教えてくれと言われた……んだ」

「……浮気？　貴方に……って、ああ」

「待て、その〝ああ〟は一体なんだ？」

「無駄に女性に迫られる顔だもの。貴方にその気があったなら、浮気の仕方の教えを請こう相手として最適とは思うけれど、ねぇ」

　レティは浮気の先生役にデュークを選んだところには納得したのだが、他は全て不可解だと首を傾かしげる。もしかしてこれは、いつものあれなのだろうか。

「……グイード殿下なりの、冗談かしら」

「どういう冗談か俺にも説明してくれ。理解できない」

「生あい憎にく、わたくしにも理解不能よ。――昔、レオンハルトが『姉上より綺麗で姉上より頭がいい方となら結婚します』と言ったときに、フリートヘルム殿下はこう言ったの。『ならグイードしかいないな』って」

　デュークはフリートヘルムなら言いそうだと苦笑した。そしてその冗談に対しレオンハルトの嫌がる顔も簡単に想像できた。

「でもグイード殿下は『馬鹿なことを。兄弟は結婚できない』と本気で言ったのよ。誰がどう聞いても冗談なのに」

「……へぇ」

「貴方の後輩と同系統ね。見ていると偶たまにうんざりするわ。いえ、違う、うんざりするのはあの顔よ。冗談が理解できなくて間ま抜ぬけ面づらを曝しても、程度の低い冗談だと蔑さげすんでいるように見えてしまう無駄に綺麗な顔が」

　流石は血の繫がった妹。あのグイードに対し、容よう赦しやのない言葉を吐き出す。

「一体どこから冗談でどこから本気なのかしらね。……裏の意図があるのかも」

「裏の意図？」

「貴方の好みの女性を探さぐったとか？　こちらの情報を得る目的でとか……」

「確かにそれなら納得できる。気をつけておく」

　頭のいい方の考えていることはよくわからないとデュークはぼやいた。










「あら、随ずい分ぶんと計画を変更したのね」

　今日は騎士団長ヨハネスがレティの離宮を訪れ、誕生会の警備計画の変更の報告を行っていた。以前の計画書に比べ、警備の人数と見張りの場所が増えている。

「次に狙われるのはコルネリア殿下の誕生会の可能性が高いと判断しました。こちらが先手を打てるとしたら誕生会しかありませんからな」

「そうね。犯人は魔法陣を見つけて騒いでほしがっている。夜に魔法陣を描けば見つからず朝まで発見が遅れるかもしれない。昼に行われる誕生会を必ず狙うでしょう」

　ヨハネスも犯人が次に呪いの魔法陣を描くならコルネリアの誕生会だと予想したようだ。

（わたくしのような小娘が予想できる程度のことだもの。騎士団長なら予想止まりでなく対策も講こうじてくるぐらいはするわね）

　我が国の騎士団長が有能で助かるわとレティは顔に出さずに感謝する。

「警護の人手が限られているのはわかっているけれど、念のためにカトライア宮の守りも増やしてもらえるかしら？　次に狙ねらわれるのは誕生会だとは思うけれど、もし裏をかくなら人ひと気けのなくなったカトライア宮という可能性もあるわ」

「王女殿下のおっしゃる通りです。王族を狙うならカトライア宮も充分にあり得ます。こちらの警護の手配もしておきましょう」

　ならば結構と頷き、レティはこれで進めてと新しい警備計画に同意した。

　今やれる対策は警備を強化してもらうことぐらいだ。後は無事に終わることを祈るだけ。

（いえ、もう一つ事前にやれることはあったわね。もっとも、やるのはわたくしではなくデュークだけれど）

　現在、別室にてせっせと行われている事前対策。そのことでデュークがしかめっ面つらしているのが目に浮かぶ。若造は苦労しなさいと、レティは自分の年齢を棚たな上あげして呟いた。




　騎士団長ヨハネスからレティへのプレゼント『未来ある若者』は、単純な意味だけだったのか、それとも裏の意図があったのか。デュークはレティの代理でそのプレゼントを受け取り、ため息をついた。

「どっちにしろ俺が面倒を見るんだな……」

「はい！　がんばります！」

「がんばるのはお前じゃなくて、俺だ」

　第二王女コルネリアの誕生会に出席するレティのために用意された護ご衛えいの王立騎士はアストリッド。デュークは後は頼んだと騎士団長から丸投げされ、どうしたものかと考える。

（……団長がアストリッドを殿下の護衛に寄こした意図は理解できなくもない。他の新人騎士と同じように伝令だけをやらせるのは実力を考えるともったいなさすぎるし、かといってそれ以上の仕事を与えるのは特別扱いすぎる）

　新人騎士の一人一人をよく見て、不平不満が出ないよう配はい慮りよした役割を与える。流石は団長とは思うが、人を殺すのは得意でも人を守るのは不得意なアストリッドに護衛の基本を一から十まで教える役目は、かなりの苦労を背せ負おい込こまされることになるだろう。

（俺を閑かん職しよくに回すが楽はさせんということか……あんのクソジジイ……！）

　平民から貴族まで、さまざまな身分の者が所属する王立騎士団の言葉遣づかいはそのうち平へい均きん化され『若じやつ干かん口が悪い』になる。デュークも貴族の端はしくれだが、その例に漏もれず少々貴族らしくない言葉遣いを脳内では繰り広げた。

「とにかく、できる限り時間を見つけて護衛の仕方を教える。一度聞いたことは必ずその日のうちに復習して頭に叩き込め」

　デュークは最近忙しい。コルネリアの誕生会までに貴族社会の勢力図の把は握あくをしろとレティに言われて家系図と睨にらめっこしていたり、数年後のナイツオブラウンド第一席就しゆう任にんまでに習しゆう得とくすべき他国語の勉強もある。

　それでも騎士団の訓練の合間や寝る前の僅かな時間を使い、デュークはアストリッドに対しひたすら護衛に必要なことを叩き込んだ。

　今日は互いに非番なので、アストリッドをレティの離宮に呼びつけて講義を行っている。

「いいか、近きん接せつ警けい護ごの基本を教える。一番大事なのは警護対象から必ず離れないこと。次に大事なのは何か気がついたらすぐに近くにいる伝令役の騎士に合図すること」

「はい」

　デュークとしてはどこかで事前練習をさせておきたかったが、コルネリアの誕生会までその機会がない。これはもうアストリッドの基き礎そ能力の高さに期待するしかない。

「それでも警護対象に近寄る怪あやしい人物がいて、伝令や応援と連れん携けいが上う手まくいかなくて、すぐに武器の有う無むを確かめる必要がある場合のみ、さり気げなさを装よそおってぶつかって確かめろ。しっかり触さわるなよ、相手に気づかれないようそっとだ」

「確かめるだけですか？　武器すった方がいいですか？」

「できるのか……っていやいや、そうじゃなくて。相手にすられたことを気づかれたりでもしたら警けい戒かいされるだろ。仲間に合図を出されたら困る。不用意に手は出すな」

　デュークはもう一度、絶対にだぞとアストリッドに念押しした。

「基本は急いでいるふりをして相手に軽くぶつかる。その際、少し遠くに目の焦しよう点てんを合わせて、警戒対象は別だと思わせろ。顔も見ずに『失礼』と言って、早足で去れ」

「ぶつかって、遠く見て、顔見ずに失礼……」

　なるほどとアストリッドは頷いた。ぶつかること一つにも色々工く夫ふうがあるらしい。

「最後にもう一つ。女性相手は少し厄やつ介かいだ。身体に不用意に接触した場合、おざなりな謝罪で済ませると数日後に『王立騎士団員がレディに痴ち漢かん行為を働いた』と抗こう議ぎが来る」

「ええっ!?」

「女性相手には、笑顔で『失礼、お怪け我がはありませんか、レディ？』だ」

「『失礼、お怪我はありませんか、レディ？』ですね」

　アストリッドは先輩騎士の言うことをしっかり頭に叩き込む。憧あこがれの王女様を守るためにできる努力は可能な限りしておくつもりだ。

「男の場合は騎士団の同どう僚りよう相手に練習しておけ。女性相手の場合をやってみろ」

「はい！」

　アストリッドはデュークに言われた通り、まずは軽くぶつかって……

「待て待て！　軽く、だ軽く！　この勢いだと女性は転ぶぞ」

　結構な勢いでどんとぶつかられたデュークは、アストリッドがお決まりの謝罪を口にする前に駄目出しを突きつける。

　もう一回、とデュークに言われ、アストリッドは二度目は軽いぶつかり方を意識した。さっきとは違い、これではほんの一瞬身体が接せつ触しよくするだけ。その間に武器の有無を確かめるとなると、かなり結構難なん易い度どが高いと思う。

（これだと触れるところは一いつ箇か所しよだけ。その前に目もく視しでどこに武器を隠し持っているか見当をつけておかないと）

　アストリッドが触る練習より見る練習の方が必要かもと考えているうちに、指は物ぶつ騒そうな前職で教え込まれた動作をこなしてしまった。

「あ」

「セリフが違うぞ」

「ええーっと、『失礼、お怪我はありませんか、レディ？』」

　笑顔！　と必死に作り笑いを浮かべ、アストリッドは教えられた通りの言葉を言う。だがデュークはうーんと首を傾げ、もう一度うーんと唸うなった。

「……もう少し、なんとかならないか？」

「へ？　なんとかって、どういう風にですか？」

「騎士らしくというか、問もん答どう無む用ようの迫力というか……子どもっぽく笑うんじゃなくて、もっと大人の笑顔だ。女性に対して笑いかけるんだから」

　デュークからとてもぼんやりとした改善案を出され、アストリッドは混乱する。

　現在、手持ちの笑い方は二種類。にこっと爽さわやかに笑ういつもの笑顔と、レティに教えてもらった痛みを堪こらえる笑い方だ。

　新たに出てきた『騎士らしく、問答無用の迫力、大人の笑顔』というのはアストリッドにとって想像すら難しい。

「ええっと……えーっと……」

　焦あせるアストリッドに向けて、部屋の端から大爆笑が贈られた。

「ふっふふ、ふあっははははは！　なんですかァこの喜劇！　最ッ高！」

「あ、先生！　いたんですか？」
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　あははははと机に突っ伏して笑うのは、一連の指導を視界の端に入れていたレオンハルトだった。レオンハルトの居室の机は既すでに本置き場となっており、物書き作業時にはレティの部屋の机を借りに来るらしい。くだらない事情でこの場に居合わせたレオンハルトは本人達にとっては大おお真ま面じ目めなやり取りに心ゆくまで笑い続けた。

「『先生』？　……ああ、確か騎士学校の教師をしていると王女殿下から聞いたな」

「はい。先生からは修しゆう身しんを教えてもらいました」

「修身だと!?　なるほど……この方に騎士の心こころ得えや礼れい儀ぎ作法を教えてもらった結果がお前か。そう思うと納得できる」

　修身とはおよそ真ま逆ぎやくの人に、何な故ぜ騎士学校は教師を頼んだのか。本気で世も末だと思うデュークにレオンハルトはいやいやと横やりを入れた。

「僕だって好きで修身教えたわけじゃないんですよねぇ、空あいてる教師の枠わくがそこしかなかったから仕方なく。専せん攻こうは歴史学なんですから。まァ騎士学校に通わない代わりに教師をしたってことです」

　慣かん例れいで王子達は騎士学校で学ぶことになっている。身体が丈夫ではないレオンハルトは、生徒ではなく、教師として通うことにした。それだけの頭ず脳のうが十四歳の時点で備わっていたのだ。

「で、そこの姉上の騎士殿さァ、アストリッド君にその無駄にいい顔を生かした謝罪の仕方上級編を教えたって無理無駄。彼には彼に合った謝罪方法があるデショ」

「……それはどういう」

「いやァ、もう大サービスで元教え子に僕が伝でん授じゆしましょう。これでも僕は腐くさってるけど王子様ですからねぇ。姉上のエスコート役は一体誰でしょう～？　ハァイ僕です」

　レティは誰々と恋人だとかどこそこと熱愛中だとか勝手に噂にされるのが鬱うつ陶とうしく、夜や会かいに出かける際には弟のレオンハルトにエスコートさせていた。その際に王子様らしくない立たち居い振ふる舞まいをすると容よう赦しやのない攻撃を足に頂くので、夜会でのレオンハルトは珍しく『王子様』である。

「じゃあ姉上の騎士殿がぶつかられ役ね。アストリッド君よーく見てて行くよォ～」

　レオンハルトは早足で軽くデュークにぶつかる。相手が何かを言う前に素早く身体を離し、デュークの顔を見た。

「あ、ごめんなさいっ！　大丈夫ですか？」

　上うわ目め遣づかい、申し訳なさそうな表情、少年を脱だつしきれない高めの声。

　確かにこれを目の前で見せられたらどんな女性も大丈夫と言ってしまう愛らしさがある。

　デュークはレオンハルトが眼鏡を取って真面目な顔をすれば、美少年というのは知っていたが、目の前で見せられるとちゃんと王子様もしているのかと驚かされた。

「うわあ！　先生って女の子みたいに可愛いんですね！」

　まだ人生経験の浅いアストリッドは、デュークがあえて避さけた一言を容赦なく口にした。レオンハルトは自分の最も気にしている部分を真っ直ぐに突いてきたアストリッドへと鉄てつ拳けん制せい裁さいを即そく座ざに行う。傍そばにあったレティのものだと思われる分ぶ厚あつい本を手に取り、アストリッドの側そく頭とう部ぶを全力で叩いた。

「男が可愛いって言われて喜んだらただの変へん態たいだよねぇ。そこは流石王子様って言うところですよォアストリッド君。君はアホだからよーく覚えておくように」

「ふぁい……」

　がつんと横から衝撃を加えられ、くらくらする頭を精一杯動かし、アストリッドはそれでも条件反射となっている目上の者への返事をした。

「大丈夫か？」

「大丈夫です。……あ、先輩、これさっきすっちゃいました」

　そうだ返しておかないと、とアストリッドは二度目にデュークにぶつかったときに指で抜き取った紙を取り出す。いつの間に!?　とデュークが受け取る前にレオンハルトがその紙を奪い取った。書かれた内容をちらりと見て、ため息をつく。

「……つまんない男の見本ですねぇ。書きかけの詩ポエムとか、贈わい賄ろの脅おどしメモとか、恋人のスケッチだとかそういうものを期待したのに」

「つまらない男で結構です」

　ハイどうぞとレオンハルトはデュークに紙し片へんを返却した。

「中になんて書いてあったんですか？」

「姉上の筆ひつ跡せきで他国との階級対比一覧ですよ。確かにこれはナイツオブラウンドの第一席様なら絶対に覚えておかないと駄目ですよねぇ、間違えたら失礼もいいところですし」

　レティに申しつけられた通り、デュークは暇ひまができたら真面目にこれを見て覚えているのだろう。主君であるレティの理解者ぶっているところは気に食わないが、それ以外は結構気に入っているレオンハルトである。色々自ひ分との期待を外す人だなぁと心底残念そうに呟いた。

「あ！　そろそろ騎士団に戻ります！　王女様によろしくお伝えください！」

「ハイハイ行ってらっしゃ～い」

　アストリッドが向かった先は扉ではなく、窓。迷いなく窓枠に手と足をかける。

「おい！　そこから出入りするな！　……ってあー……」

　デュークが止める間もなくアストリッドの姿は消え、直後に綺麗な着地音が耳に届く。

　レオンハルトはアストリッドが飛び降りた窓から地面を眺め、相変わらずアホみたいな運動能力と呟いた。

「相変わらずだねぇ、彼。躾しつけはしっかりしないと駄目だねアハハ。そうだ、聞いたよォ僕。アストリッド君には才能あるから仕方ないって騎士団全員で甘やかし放題～って」

「甘やかし……って……」

「報告書、代わりに書いてあげたりするんでショ？　アホなんだからしっかりそういうことやらせないとアホのまま。救いようがないアホになる前に救ってやったらァ？」

　レオンハルトは騎士学校の教師をしていることもあってか、騎士団の内情にレティとはまた違った意味で詳しい。

　騎士学校時代、レオンハルトによって絶ぜつ対たい服ふく従じゆうを仕込まれた元生徒達がせっせと働き蟻ありのように騎士団の情報を運んでいるらしい、という噂うわさをデュークは聞いたことがあった。

「……情報源の詮せん索さくは騎士団上層部にお任せしておきます。ですが、これだけは言わせてください。前任の新人教育担当と違い、俺はアストリッドを甘やかしていません」

　前任者が甘やかしていたのは事実なので、デュークは自分は違うとだけ主張する。

「へぇ、じゃあ君はどうしてるのかな～？」

「報告書を出させて、訂てい正せいした報告書を俺が作成して、それを見てもう一度丁てい寧ねいな字で書き直せと言っています」

　レオンハルトはデュークに向けて不ふ愉ゆ快かいを示す表情を作った。

「あっま！　それのどこが『甘やかしていません』なのか僕には理解不能！　僕は修身の授業の課題の採点、手加減したことはないよォ。ローゼッテ石ストーンがないと解読不能な暗号文字で書いた場合、どれだけ内容が素晴らしくても〝不可〟にするってねアハハ」

　ちなみに彼は全部不可でーすとレオンハルトは言い切った。

「ちょっと待ってください。修身の課題が全て不可なら、アストリッドはどうやって卒業単位を満たしたんですか？」

「救済処置で追つい試ししたんだよねぇ。口こう述じゆつ試験にしたらきちんと合格したから、やっぱり問題は語学能力ってことかァ。まあ母国語じゃないから仕方ないといえば仕方ないけど」

「……なんのかんの言いつつ、殿下も充分アストリッドを甘やかしています」

　二人でアストリッドを甘やかしている甘やかしていない論争を繰り広げていると、誕生会の警備計画をヨハネスから受けていたレティが戻ってきた。

　扉越しでも聞こえてきた棘とげのある二人の声を聞いたレティは、呆あきれた声を出す。

「随分と険けん悪あくな声だったけれど、くだらない言い争いでもしていたの？」

　邪じや魔まなら出て行くわよと迷めい惑わくそうに言い放たれ、まっさかァとレオンハルトは明るい声で返事をした。

「僕達〝すっごく仲がいい〟ですよ、ねぇ？」

「……ええそうです。〝すっごく仲がいい〟です」

　デュークは大人なので、レオンハルトの言葉に棒ぼう読よみで同意しておいた。










　第二王女コルネリア、十二歳の誕生会当日。

　レティは主役の妹を引き立てるために、落ち着いた藤色のドレスを選んだ。その代わり至る所を縁取る純白の繊せん細さいなレースで、十七歳の年齢に相応ふさわしい愛らしさを演出する。そしてドレスと同色の透すけるほど薄いリボンで作られた髪飾りの中央には、祝いの意味を込めた白い生せい花かを。

　柔らかな藤色と白色の中、仕上げに紫水晶アメジストで作られたイヤリングとネックレスを付けることによって、優しすぎる色彩を引きしめた。

　まさに絵に描いたような〝お姫様〟を体たい現げんしたレティは、デュークとアストリッドを従したがえて王宮の大広間に赴おもむく。

「お誕生日おめでとう、コルネリア。今日のドレス、とても素す敵てきよ」

「ありがとうお姉様！」

　コルネリアは母の代わりに姉が色々と準備をしてくれたことと、自分を祝う気持ちに対しての二つの意味を込めたお礼を心から言う。レティも嬉うれしそうに微笑み、来年はもう大人ねと呟いた。

　その言葉を聞いたデュークは、様々な人に祝われて輪の中心にいる幼い少女を見てなんだかなという気分になる。コルネリアの十三歳の誕生日には、社交界デビューと同時に、婚約発表があるとレティから聞いていたからだ。

「十三歳で婚約か……早すぎないか？」

「王族なんてそんなものよ。コルネリアは相手と事前に一度顔合わせはしているから、結婚式で初めましてよりは受け入れやすいわ。それより自分の勉強の成果を心配なさい」

　王女の誕生会ともなれば、普段は王宮で姿を見かけない貴族も出席する。レティはこの機会にデュークにお勉強の復習をさせようと目もく論ろんでいた。自分の護衛は少し距離を置いた位置で付かず離れずを保たもつアストリッドに任せればいい。

「グイード派のアウフレヒト侯爵についての復習」

「……グイード殿下の婚約者であるエリノア嬢じようの父親、のはずだ」

　デュークがアウフレヒト侯爵の姿を捜さがせば、同じグイード派の伯はく爵しやくと談笑している。レティはデュークの視線がきちんと本人に向けられているのを確認し、正解と頷く。

「流石にこの辺りは大丈夫ね。アウフレヒト侯爵は一人目の奥様を亡なくされて、二人目の奥様との子がエリノア嬢なの」

　レティからエリノアはわかる？　と言われデュークは柔らかい栗色の髪の令れい嬢じようを捜した。グイード殿下と談笑している女性と言えばこれも正解とレティは言う。

「実はアウフレヒト侯爵の一人目の奥様が、わたくしの伯お母ばよ。わたくしが生まれる頃には亡くなっていたらしいわ。難なん産ざんで伯母も、生まれたわたくしの従兄いとこも助からなかったと聞いている」

　知識として覚えておいてと言われ、デュークは頷いた。

「もし従兄が生きていたらわたくしの婚約者候補に挙あがっていたでしょうね。年齢が四つ年上と、ちょうどいい頃合いだもの」

「男が生まれたらレティーツィア王女殿下の婚約者、女が生まれたらグイード王子殿下の婚約者か。アウフレヒト侯爵は王族と縁えんがある運命なんだな」

　フリートヘルムとグイード、そしてレティーツィアの王族三人から騎士に誘われたデュークも充分〝王族に縁がある運命〟なのだが、本人は意識していないらしい。

　レティは誰かに話しかけられる度たびにデュークにも挨あい拶さつをさせたり、それが終われば小声で補足説明をしたりする。いつの間にか完全に誕生会から勉強会になっていた。

「レティーツィア王女殿下、妹殿下のお誕生日、まことにおめでとうございます」

「ボレル伯爵、ご機き嫌げんよう」

「昨日まで空そら模も様ようが怪しかったので心配しましたが、今日になって晴れ間が覗のぞいてほっとしました。コルネリア王女殿下の誕生日を、神も祝ってくださっているのでしょう」

「ええ、本当によかったわ」

　レティとボレル伯爵が和なごやかに会話をするのを見て、デュークはボレル伯爵についてのあれこれを思い出す。確かグイード派だったはずなのに、二人の間にある空気は敵同士よりも味方同士といったものに近い。挨拶が終わったところでデュークは確認を取った。

「ボレル伯爵はグイード派だったよな？」

「きちんと覚えていたのね。彼はグイード派だけれど、王族信しん仰こうが強い。それでわたくしにも好意を持って接してくれているわ。親しくしておいて損そんはない相手よ」

　デュークが『王族信仰』という言葉を聞いたときになんだという顔をしたのに気づいたレティは補足説明をする。

「初代国王クリスティアンは神の子……つまりその血を受け継ぐ我が王族は神の子し孫そん。それを過か剰じようにあがめ奉たてまつる趣味を『王族信仰』というの」

　趣味と信仰という言葉の組み合わせの悪さはあえて選んだもの。レティにとって王族信仰という趣味は、賛さん美びするものでも嫌けん悪おするものでもなく、物好きという認識だ。

「『王族』ならフリートヘルム殿下にも好意的ということか？」

「そうよ。血筋はグイード派ではあるけれど、ボレル伯爵は広こう義ぎの中立派と言ってもいいわね。彼は愛あい妻さい家かで、奥様を亡くした悲しみを神に縋すがることで乗り越えた。王族の価値があるならば、そういうところ」

　王家の者を神の子とあがめ、祈りを捧ささげてくれるならば、彼らの理想を崩くずさずにそれらしく振る舞うのが務つとめ。そのための教育を王族は受けている。

「王女は王女らしく、王子は王子らしくあってほしい。結構なことよ」

「女王は女王らしく？」

「ええそう。ボレル伯爵のお望み通り、女王として素晴らしい治ち世せいを築いてあげるわ」

　ボレル伯爵との挨拶が終わっても、次期国王であるレティへの挨拶は途切れることはない。それでもレティは誰一人間違うことなく挨拶をしに来た者の名を口にし、デュークに細かい家系の注意点や最近あった話などを付け加えてくれる。

「……王族には特定の才能が確かに必要だな」

　人の顔を覚えることを苦にが手てと感じたことがないデュークでさえこの挨拶の人数は多い。幾いくつか人の顔がぼやけて、名前との一いつ致ちが危ないだろう。この後催もよおされる夜会での復習が少し怖い。

「それにしても……予想に反して何事もない」

　狙われるはずだったコルネリアの誕生会。なのに結局最後まで何も起こらなかった。







　昼間、盛大に第二王女の誕生会が行われた大広間は、夜には別の名目で夜会が開かれる。貴婦人達は色がはっきりとし、肌を見せる夜会用のドレスに着替え、これが本当に大人だけで行われる社交の場であることを示した。

「宿題をこなすまでは帰ってこなくて結構よ。現ナイツオブラウンド、ワルキューレ、セブンスヘブン、他には昼間に紹介したわたくし側がわの貴族、その辺りとは一人一人話していらっしゃい」

「……多いな。終わるのに時間かかるぞ」

「アストリッドがその間は傍にいるから大丈夫。今日は顔と名前を知っている者ばかりでしょうから可愛いものよ。これからは貴族全員に連れ回すつもりだから覚悟しなさい」

　わかったとデュークは頷き、アストリッドに目め配くばせする。昼間は教えたことをしっかりと実行し、特に問題はなかった。これなら任せても大丈夫だろうとデュークはレティの傍から離れた。

　レティはデュークがすぐに現ナイツオブラウンドの一人と話し始めたのを確認してから改めて周囲を見渡す。

　昼間に挨拶は大体終わらせたので、残りをこなせばこの場を離れても問題はない。目立つ場所で暇ひまそうにしているとフリートヘルムに捉つかまり、やれこの男はどうだあれはどうだと始まってうるさいので、レティは適当なところを見計らって人の輪から外れる。

　アストリッドを連れ、ホール二階のバルコニーの一つを選び、夜風に身を曝さらした。

「……アストリッド、今日この場に貴方の心に決めた主君はいるの？」

　夜空を眺めながら、レティは傍にいるアストリッドに今日初めて話しかける。

「はい、います」

「どなた？　わたくしから貴方を紹介してもいいわよ」

　もし難しい相手ならば王女である自分の口くち添ぞえぐらいは。そう思ってレティは申し出たが、アストリッドは首を振った。

「きちんと自分で努力します。それでも望まれなかったら、それでも努力します」

「いい心がけだわ」

　もしそれでも想いが叶かなわなかったら。アストリッドの未来にレティは思いを馳はせる。

（アストリッドは平民ではあるけれど、騎士団長の耳にもうこの名が入っているのだから……騎士団長候補という可能性もあるわね）

　これだけの実力だ、王立騎士の頂点として担かつぎ上げるに相応しい。

　身分がひっかかるようだったら、自分が手を回して適当な爵しやく位いを与えてやろう。一度救った命だ、できる限りのことはしてもいい。後は周りを頭脳派で固めれば……。

　騎士団の行く末を考えながら、レティはバルコニーの手すりに手を乗せ、凭もたれた。

「あ、先輩お帰りなさい」

「殿下は？」

　背後からデュークの声が聞こえ、レティはここよと声を上げる。この声の調子なら宿題は無事に終えたのだろう。

「今夜の用はもう終わり。折せつ角かくの機会だからと思ってお目当てに招待状を送っておいたけれど、姿が見えないから名みよう代だいか欠席のようね」

　デュークが隣に並び、怪け訝げんそうな顔をする。

「お目当て？　それは……」

　その言い方から、これでは誤解を生むかとレティは言い直した。

「恋人という意味ではなくて、騎士候補。以前見せた一覧にはいないけど決めていた者もいるの。けれど順番と時期、派は閥ばつには気を遣つかわざるを得ない。だからそれまでにナイツオブラウンドという地位を最も高い価値で売りつけるための演出を考えているところ」

　男は演出に弱いと、曾そうが何個も付くお祖じ父い様も言っていた。上う手まい具合にその辺りの心理を利用して、感激の涙を流して跪ひざまずいてもらおう。

「理想のナイツオブラウンドを創つくるためにどうしても必要な者もいるのだけれど、貴方以上に勧かん誘ゆうが難しいわ。特に四番目か五番目に考えている彼は、国を後ろ盾だてにした脅きよう迫はくをしないと無理ね。レオンにも頼んでその材料を今は探しているところ」

「今から脅きよう迫はくの手口を考えるなんて、よっぽどの相手なんだな」

　レティはそもそも説得すら試こころみる気はないらしい。しかも国を後ろ盾にする必要があると言うぐらいだから、相手は相当な大物だ。

「こちらを見み下くだして馬鹿にしている男を跪かせたときの快感はさぞかし……」

　レティの言葉が不自然に切れる。デュークがどうしたとレティが見ている方を同じように向いても、特に違い和わ感かんは覚えなかった。

「……わたくし、夜目はかなり利きくのだけれど、貴方はどう？」

「お前がどのくらいなのかは知らないが、俺は一般的な範囲内だ」

「隣のバルコニーの床に描かれている図形と、その上に置かれているものは見えそう？」

　レティに言われ、デュークは目を凝こらした。何か腕に一ひと抱かかえできる大きさのものは見えたが、一体何かはわからない。更さらに床に描かれている図形とやらはさっぱりだった。

「アストリッド、ちょっと来い」

　ホール側に立たせておいたアストリッドを呼び、隣を眺めさせる。

「ううーん？　動物っぽい、かな？　確かに床になんか書いてあります」

「やっぱりわたくしの見間違いではなさそうね。……呪いの魔法陣と、三番目の贄。形から犬の死骸ってところかしら」

「本当か!?」

　レティは目を凝らし、間違いないと頷く。

「昼間、ここに描かれていた魔法陣を見逃したのか……」

　騎士団の落ち度だと言うデュークに、レティはいいえと否定する。

「昼間のバルコニーは花で飾られていたの。夜会が始まる前に外していたはずだから、昼間に描かれたなら必ずその時点で発見されていたはず」

　しかしどうして……とレティは呟いた。

　昼間の主役であるコルネリアがまだ社交界に出る年齢ではないため、夜会は誕生会とは関係のない別の名目で行われている。『王族』への嫌がらせならば、夜会ではなく『王族の誕生会』を狙うはずなのに。

「……誕生会の警備が厳しくて昼間の犯行を断念した、と考えてもいいけれど……」

　こればかりは犯人を捕まえ、その意図を訊くまではわからない。

「とにかく、まずは騎士団に報告しよう。アストリッド、今すぐ団長のところへ行ってこのことを伝えてこい」

　夜会は当然中止だ。王立騎士は帰る客を守ると見せかけ、扉の一つ一つに立ち、手や服が血で汚れている者はいないか目を光らせることになる。レティもデューク達にそうしろと言うはずだった。

「待ちなさい、報告は後にしましょう。王立騎士の見張りをすり抜けて魔法陣を描くような犯人よ。今更正攻法で捜したところで見つかるわけがない」

　これだけ大だい胆たんなことをしつつも、これまで手掛かりをほとんど残さない慎しん重ちような犯人だ。血で服を汚したときの替かえぐらい用意してあるだろう。

「第一発見者がこのわたくしでよかったわ。犯人に対して、ここで先手を取る。アストリッド、貴方は一階の広間に戻って、こことは逆方向の庭園で『呪いの魔法陣』を見つけたと人目につくよう騒ぎなさい」

「へ？　噓うそをつくんですか？」

　魔法陣はすぐ隣のバルコニーにある。ここで騒ぐのではなく、別の場所で騒いだら、誰もが魔法陣が描かれた場所を勘かん違ちがいするのに。

「噓にはしないわ。貴方は呪いの魔法陣の下書きに見えるよう、何か描いてから騒ぐこと。それからデューク、吹き抜けの階段からホールの招待客をわたくしと共に見張りなさい」

「わかった。……『呪いの魔法陣が見つかった』と、声が上がった瞬間、とっさに『本当に描かれた場所』を見た奴が関係者ってことだな」

　そういうこと、とレティは頷いた。

「普通はアストリッドを見るはずなのに、それをしない者。……一瞬が勝負よ」

　一瞬でどこに誰がいるかを把は握あくできるデュークがいる。そしてデュークが見つければ、この招待客の顔を一人残らず把握している自分がどこの誰であるかを判断する。

「アストリッド、これを持って行くといいわ。騎士の貴方が主君の傍を離れて魔法陣を見つけるのは不自然すぎる。誰かに訊かれたらわたくしが落としたイヤリングを捜していたのだと言いなさい」

　レティは耳からイヤリングを外し、アストリッドの手に載せた。

「……妙に使い馴なれた言い訳だな。今回で何度目だ？」

「今思いついたのよ」

　デュークの不審そうな眼をさらりと受け流し、レティは合図と共にやりましょうと作戦開始を告つげた。







　準備を終え、アストリッドは一度外に通じる廊下の扉から顔を出して、一階を見下ろす階段に待たい機きしているレティとデュークに合図を送った。それから十数え、今見つけたといわんばかりの表情で扉を再び開けてよく通る大きな声で報告をする。

「大変です！　呪いの魔法陣がありました！」

「呪いの魔法陣……!?」

「三つ目!?」

　既すでに呪いの魔法陣が二つ描かれた話は、誕生会の招待客の誰もが知っていた。今日の話題の大半がこのことで、レティは誰がどうしてこんなことをしたのかという話を色々な貴婦人としていた。

　その旬しゆんの話題が夜会に飛び込んできた。ホールが一いつ斉せいにざわめき、アストリッドが開けた扉を『犯人かもしれない人物』以外の全員が注目する。

「……三人！」

　デュークはその一瞬で『アストリッドを見なかった者』を判はん別べつする。

「左手、三番目の柱の真下、緑の上着の男。アストリッドに比較的近い位置にいたのに反応が遅れた」

「ダムマイヤー男だん爵しやく。彼は耳が遠い、反応が遅れてもおかしくないわ」

「前方の女神像の右下、青地に金の縁ふち取どりがあるドレスを着た貴婦人。皆がアストリッドを見た中、視線すら向けなかった」

「ファッハ伯爵夫人、彼女は極度の怖がりね。呪いの魔法陣が見つかったなんて聞いたらすくみ上がって動けない」

　デュークが挙げる『犯人候補』の細かい情報まで持ち合わせているレティは、二人目までは犯人ではない可能性があることを告げる。そして、最後の一人。

「……三人目は俺にもわかった。右の柱、こっちから二本目のところにいるボレル伯爵。彼だけは、本当に魔法陣が描かれていた場所を振り返った」

　レティはデュークに言われた場所に眼を向ける。そこには確かにボレル伯爵がいた。彼は今は皆と共に何があったのかという顔をしている。

「ボレル伯爵……」

　まさかとレティは思う。呪いの魔法陣は王族を狙っているのではないかという仮説を立てていた。ボレル伯爵はその王族に対し信仰を持ち、最も犯人から遠い人物のはず。

「確かに彼は武術会に騎士を連れて参加していた。でも王族信仰を持つボレル伯爵に呪いの魔法陣を描けと命じることができる人物がいるとするなら……」

　彼はグイード派に属している。となると命令したのはグイードか、それとも背後のオイレンベルク家か。

「どうする？」

　デュークのどうする？　はこれからどうするという意味ではない。レティがこれからこの事件に深く関わるのか――それともここで引くのかを問いかけたもの。

　このまま進めば見たくないものを見るかもしれないと心配したのだ。グイードが、その実の母を含めた王族の全てを呪っているかもしれないという事実を。

「……『知っていて見ぬふりをする』のと『知らない』は表に見える行動は同じでも意味は全く違う。どんな結果になるとしても、わたくしは前者を選ぶ。それにこの件に関わっているのがグイード殿下ではなく、その後ろのオイレンベルク家のならば逆に好都合」

　女王としてこちらが優位になる脅きよう迫はくの材料は幾いくらでもほしい。それが三大公爵家の失しつ態たいとなれば喉のどから手が出るほどに。

「まずはグイード殿下と二人きりで話してみるわ。気分が悪くなったと噓をつけばどこかの控えの間に案内するでしょうから、そこで探りを入れる。話を合わせなさい」

　レティの作った話は見事に辻つじ褄つまを合わせてあった。

　アストリッドが見つけたのは呪いの魔法陣の下書きで、本当の魔法陣は二階のテラスの一つに描かれていた。本物を見つけてしまった第一王女レティーツィアは贄となった犬の死骸を見て気分を悪くしてしまった。

　デュークは『いかにもな真実』を騎士団長ヨハネスに報告し、これからのことを団長に任せてからソフィア王妃の代わりにコルネリアの誕生会とこの夜会の名目上の主催者となっていたグイードを捜し、声をかける。

「王女殿下の気分が優すぐれないようです。騒ぎになると困るとおっしゃるので、人目につかない休める部屋を教えていただけませんか？」

　グイードはデュークの頼みにすぐ頷いた。レティが歩くのに手を貸し、静かな廊下を選んで進む。

　レティの作った筋書き通り綺麗に事が運ばれていった。デュークは主君を女にしておくのは勿もつ体たいないぐらいの名参さん謀ぼうだと感心する。男に生まれていたら是ぜ非ひ王立騎士団に入団してその頭脳を働かせてほしかった。

「水を取ってきます。……グイード殿下、王女殿下をお任せしても？」

　グイードは無言で頷き、デュークの頼みを受け入れた。

「アストリッド、部屋の外に立て。女性がお休みになる部屋の中に、幾ら護衛でも身内以外の男は極きよく力りよく入るな」

「はい！」

　デュークはあえてグイードの護衛騎士の前でアストリッドに指示を出す。これだけはっきり言っておけば、グイードの護衛は部屋の中に入りにくくなるはず。これでレティはグイードと二人きりになれる。

　レティが横になるために入ったのは、こういった場で気分が悪くなったご婦人方のために必ず用意されている部屋の一つだった。人の目につきやすい入ってすぐのところではなく、更にその続き部屋がいいだろうとグイードは奥まで連れて行ってくれる。

「レティーツィア、大丈夫か？」

「ええ、少し気分が悪かっただけ」

　グイードの心配が混じっている声に、レティは少し罪ざい悪あく感かんを覚える。一応長椅子に横になるふりをしてから、眼だけ開けた。グイードは薄暗い部屋の中、上からレティを見下ろしている。

「――レティーツィア」

　間近で聞こえた声が、いつものグイードの声とはどこか違う気がした。

「グイード殿下……？　わたくし、貴方に話が……」

　話をしようと肘ひじをつき、身を起こそうとしたレティにグイードが覆おおい被かぶさってきた。こんなに近くで互いの顔を見るのは久しぶりだ。暗い部屋でもレティの視界にグイードの表情ははっきりと映る。

「私達はよく似ているな」

「兄妹でしょう？　似ていて、当然よ」

　更に顔が近づく。自分とよく似た綺麗な顔。だが――レティはグイードに兄ではなく男を感じ、咎とがめるようにグイードの腕を摑んで、身体を離そうとした。
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　しかしグイードの手は動かない。むしろレティの拒きよ絶ぜつに対し、更に力を込めたようにも思える。

（これは……、いえ、まさか、どういうこと……!?）

　兄でなければとっくに手を出すか大声を上げている場面だ。焦るレティの思いとは裏腹に、女の力は男の本気の力に敵かなわず、グイードを引き剝はがせない。

　同じ色の青せい灰かい色しよくと、美しい金色の髪がレティの視界を埋うめる。視線が絡からみ合ったまま、そらすことができない。頭の中は疑問と焦りで埋め尽つくされる。

「……な、んで……」

　レティの掠かすれた声は小さい。それでもグイードには充分届いているはず。なのに感情を全く動かすことなく金色の髪がレティの頰をくすぐった。その感触にレティは息を吞のむ。




　――どうして……やめて、噓、こんなの駄だ目め!!




「やめてお兄様！」

「何してるんだ!?」

　レティの叫び声とほとんど同時に部屋に入ってきたのはフリートヘルムだった。

　フリートヘルムの眼には、薄暗い部屋の中で息を切らしてやめてと叫んだ妹と、それを押さえ込んでいる弟の姿が入る。

　――何が行われようとしたのか、誰だって想像できた。

「グイード！　お前、レティは妹だぞ!?　何考えてるんだ!!」

　グイードはそれに答えず、レティから手を離して、ゆっくりと立ち上がる。

「答えないのか？　……ならこれで訊いてやるよ」

　フリートヘルムは壁にかけられている装飾用の剣を二本手に取り、一本をグイードに投げつけた。それを難なく受け取ったグイードに、抜けよと嫌けん悪おを隠さずに言い放つ。

「刃はは潰つぶしてあるだろうが、骨を折るぐらいはできるだろ。ちょうどいい、どっちが上かここで決着つけようぜ」

「……」

　フリートヘルムは鞘さやを投げ捨て、本気であると示す。グイードは無言でそれに倣った。

「……っちょっと……！　馬鹿なことはしないで！」

　二人は本気だ。このままだと大おお怪け我がでは済まない、そんな確信に近い未来がレティには見える。誰か、と心の中で強く願う。思い浮かぶのは己の騎士の姿。

「お願いやめて！」

　二人が動いたその瞬間にレティが叫べば、剣けん戟げきの音が鈍にぶく響く。恐れていた未来が現実となったことに思わず目をつむったレティへと届いたのは、兄二人とは別の男の声。

「……レディがお休みになっていらっしゃる部屋で騒ぐのはマナー違反だと、先輩から教わりました」

　フリートヘルムとグイードの間に割って入ってきたのは赤毛の髪に緑の瞳を持つ少年騎士。フリートヘルムの刃やいばは己の長剣で、グイードの刃は袖口に仕込んでいるナイフの腹でさばき、見事に紙かみ一ひと重えのタイミングで二人が斬きり合うのを食い止めている。

「よぉ番犬野郎、いいところを邪じや魔ましやがって。俺に首を刎はねられたいか？」

「……どうぞご自由に」

　暗闇に浮かび上がるアストリッドの緑の眼は、フリートヘルムを見上げているのに、見み下くだしている。やれるものならやってみろ、お前が俺に敵うはずがない。アストリッドの眼はフリートヘルムに真っ向からそう突きつけた。

「勘かん違ちがいよ、そうでしょうグイードお兄様！　お願い剣を引いて！」

　どういう形であれ、止まってくれた。レティはグイードに真意を問うのを後回しにし、この場を収めなければならないと叫ぶ。

「殿下方、剣を置いて退たい出しゆつを」

「……グイードが先だ」

　フリートヘルムは剣は引いたが、握ったまま離さない。そのまま弟を睨にらむ。

「聞こえなかったのか？　お前が先に出て行け！」

　グイードは何も言わず鞘を拾って剣を仕し舞まい、アストリッドに放り投げた。部屋から出て行くのを見届けてから、フリートヘルムもアストリッドに剣を渡す。

「おい、レティーツィア。……勘違いなのか」

「そうよ。体調が悪くて、ここで休ませてもらったの。グイード殿下は様子を見ていただけ。……お願い、今はそう思って引いて」

　フリートヘルムはレティの言葉に従うことを選ぶ。だが苛いら立だちは収まらず、出て行くときに扉を力任せに叩きつけた。

　なんとか今はこの場を収めたと安あん堵どしたレティの力は一気に抜け、長椅子へと倒れ込む。

「王女様!?　大丈夫ですか!?」

「驚いただけ。……止めてくれて助かったわ、あのままだと血を見た……」

「すみません、フリートヘルム殿下をお通ししてしまいました……。どうも王女様達を見かけたらしく、密みつ談だんなら邪じや魔まをさせてもらうとここに入っていかれてしまって」

「いいえ、フリートヘルム殿下が来てくれなければ……」

　一体今頃どうなっていたかわからない。とっさに騎士の剣を呼び出して、気を失わせるようなことぐらいはしただろうから、未み遂すいに終わったはずだが。

　深いため息をつくレティの前に跪ひざまずいたアストリッドは、違い和わ感かんに襲われた。あの日と同じ穢けがれをレティから感じる。もしかして……と意を決した。

「王女様、少しお話があります」

「グイード殿下のことを訊かれても答えられないわよ」

　それはレティが訊きたいことだ。どうして襲われたのかと尋ねられても答えられない。

「あの、……王女様から頂いた白はつ光こうの剣のおかげで、俺は穢れのようなものを感じ取ることができるみたいです。それで、以前も穢れを感じました。鳥の死し骸がいの血を浴びた王女様の髪から」

　レティは確かに以前何か黒っぽい匂いがするとアストリッドが顔を寄せてきたことを思い出す。あの仕し草ぐさはこの意味だったのかと納なつ得とくした。

「今、王女様の腕から同じ穢れを感じています。ここをグイード殿下に摑まれていませんでしたか？」

「……」

　レティの無言は肯こう定ていを示す。確かにここはグイードに摑まれた場所だ。

　呪いの魔法陣に使われた贄にえの血の穢れと、グイードの手によってもたらされた穢れが同一のもの。アストリッドは淡々と〝仮説〟を述べた。

「……呪いの魔法陣を描くのに、グイード殿下が関わっているのかもしれません」

　アストリッドの仮説をレティは否定したかった。だが納得することがあまりにも多い。　魔法陣が描かれた現場に、夜に一人で現れた。

　捜査がどうなっているのかをレオンハルトと騎士団長に執しつ拗ように訊いた。

　本当の呪いの魔法陣が描かれた場所を知っていたボレル伯爵は、グイード派の一人。

『まさか』と『そうだったのか』がレティの頭の中を回り続ける。

「命じてくだされば、俺が調べます」

　白光の剣を持つアストリッドは、呪いに対抗する手段を持っている。

　そして彼の前職――暗殺者アサシンであった経歴を考えれば、最も任せるべき相手だろう。

「そうね、でも貴方は白光の剣を持っていても、わたくしの騎士ではないの。命じて動かすようなことはしない。報告してくれてありがとう。色々考えてから、自分で動くわ」

　レティはアストリッドを助けたが、恩を売りたかったわけではない。今は臨りん時じで騎士を頼んでいるだけ。それを逸いつ脱だつするようなことをさせる気はない。

　レティに申し出を拒きよ否ひされたアストリッドは、そうですかと静かに目を伏せた。

「なら、白光の剣をお返しします。今回の呪いの魔法陣は効力があります。それに、グイード殿下のことも……浄じよう化かの力を持つ白光を持っていてください」

「……アストリッド、白光の剣を返されてもわたくしはもう扱うことはできないの。それは貴方の力になったから」

　騎士王の生まれ変わりであるレティにとって騎士の叙じよ任にんとは、騎士王の力を『分け与える』こと。約束の剣を渡せば、騎士王がそれだけ弱くなる。レティはそれを知っていたから本当の意味での騎士の叙任を行う気はなかった。あの獅し子し王おうアレクサンデルだって、泥沼の戦争の中を進む隻せき腕わん王おうオスヴァルトだって、決して全ての力を叙任してはいない。

「そんな……！」

　騎士の叙任の意味を正しく理解したアストリッドは呆ぼう然ぜんと呟く。レティは自分を責せめようとするアストリッドの肩に手を置いた。

「ねぇアストリッド、人は弱いの。何か縋すがるものが必要なときも確かにあるのよ。人によっては神様だったり、王だったり、恋人だったり、色々あるわ」

　妻子を亡くしたアウフレヒト侯爵は、後に迎えた妻とその子を愛し、再び幸せを手に入れた。同じように妻子を亡くしたボレル伯爵は、神に祈ることで悲しみを乗り越えた。

「わたくしの拠よりどころは自分が騎士王の生まれ変わりだということ。その事実があるからこそ、王になる運命を受け入れることができた」

　優しい声はアストリッドの心に響く。アストリッドはレティとしっかり眼を合わせた。

「この白光の剣は貴方の拠にしなさい。闇に吞まれそうになったとき、この剣の輝きを拠にして立ち上がりなさい。そのためにわたくしは授さずけたのだから」

「……はい」

　小さいが、しっかりとした声。それに満足し、レティはそっと手を離した。

「少し疲れたから一人にして。その間は外で見張りを。デュークが来たら呼んで」

「明かりをお持ちしましょうか？」

「このままで。考え事をするにはちょうどいいぐらいよ」

　アストリッドが扉を閉めると、レティは長椅子に凭もたれて目を閉じる。

　一度に、色々なことがありすぎて、叫びたい気持ちだった。

　グイードに襲われかけ、フリートヘルムとグイードが本気で殺し合いをしそうになった。

　そして、呪いの魔法陣は……グイードが描いたものかもしれない。

「グイードお兄様……貴方が本当に関わっているなら……誰を呪っているの……？」

　レティの呟きは闇へと溶けた。







　　　　第三章　背後の駒




　デュークは早足で廊下を歩いた。扉の前に立っていたアストリッドはデュークに気づき、頭を下げる。そこにはもう一人、ワルキューレの騎士がいるはずだったのに、いない。

「王女殿でん下かは？」

「お部屋の中です。先輩が戻ってきたら呼ぶようにと言われています」

　扉の前に立っていたアストリッドが報告する。いつもと様子は変わりない。

「アストリッド、さっきフリートヘルム殿下に何かしたか？」

「何かって、なんでしょうか？」

「『お前の後輩生なま意い気きすぎ！　しっかり教育しておけ！』って叱しかられた。お前が生意気と言われるのを初めて聞いたな」

　アストリッドを表す言葉で最も多いのは脱だつ力りよく系けい。次に多いのが素直。先輩騎士の言うことはきちんと聞くし、礼れい儀ぎ正しいし、いい意味で馬ば鹿かにされることはあっても、悪い評価は聞いたことがない。

「えーっと……」

「それと、もう一つ。グイード殿下とフリートヘルム殿下、何かあったのか？　グイード殿下に王女殿下を近づけさせるなと」

「えええーっと、あの、あったんですが……」

　珍しく妙みように歯切れの悪いアストリッドはなかなか言おうとしない。デュークは後輩に訊きくのをやめ、レティに直接訊きくかとドアノブに手をかける。するとアストリッドが慌あわてて身体からだをねじ込んで、駄だ目めですと小声で叫んだ。

「グイード殿下と王女様が二人きりでお話しているところにですねっ、フリートヘルム殿下が、密みつ談だんは困るとお部屋に強引に入っていって……身内の男性ですから、俺もワルキューレの方も止めることができなくて……」

　ならばレティの計画したグイードとの二人きりの話し合いは失敗に終わったのだろう。レティは今頃横やりを入れたフリートヘルムに怒いかり狂くるっているかもしれない。

「あのっ、俺も、そんなにはっきり見たわけじゃなくて、フリートヘルム殿下が叫んだから、やっぱりそうなのかなって……。多分、遠くから王女様の具合悪い演技を見かけて、様子を見に追いかけてきてくれたんだと思うんですが……」

「報告は時系列順にしろ。それでも大体はわかった」

　アストリッドの順番になっていない報告を聞きつつ、どうやら兄きよう妹だい三人で何か揉もめたらしいとデュークは察さつする。フリートヘルムの言葉からすると、レティとグイードの間で起こったことのようだ。

「で、何を見た？」

「……グイード殿下が、その……」

　アストリッドは言わなきゃ駄目だと自分を叱しつ咤たし、小声で叫ぶ。

「王女様を襲おそおうとしたんです！」

「凶きよう器きは？　グイード殿下が人を殺せるようなものを隠し持っている気配はなかった。首でも絞しめようとしたか？」

「ちがーう！　先輩違います!!　王女様を襲うって男としてです！」

　そっちじゃない！　とアストリッドが言えばデュークは瞬まばたきを数回繰くり返した。

「……男……ってあの方が!?　まさか、ありえないだろう」

「俺だってそう思います！　……俺、フリートヘルム殿下が話し合いの部屋に入ろうとされたので、止めようとして後をついていったんです。でも、こう、グイード殿下が王女様を押さえつけて、覆おおい被かぶさって、王女様が『やめて』って叫んで……フリートヘルム殿下がそこに入って『妹だぞ』って怒って……」

　アストリッドだけの報告ならばデュークはそれでもまさかと半分は信じなかっただろう。だが、フリートヘルムは『グイードにレティーツィアを近づけさせるな』と怒りを隠しきれない様子で自分に告つげた。

「それで、フリートヘルム殿下のおかげでその場がなんとか収まったのか」

「フリートヘルム殿下とグイード殿下の決けつ闘とうになりそうなところで、王女様がやめてとおっしゃったので、俺が仲ちゆう裁さいに入りました。怪け我がはさせてません」

「そういうことか」

　アストリッドの常じよう人じん離れした圧倒的な実力をもって、王子殿下二人の間に割り込み、ねじ伏せたのだろう。フリートヘルムの『生意気』発言はここから来ていたらしい。

「すみません……こんなことになってしまって……」

「今回のグイード殿下の行為は俺も王女殿下も予想できなかった。そこは謝あやまらなくていい。その代わり、次からはグイード殿下を王女殿下に近づけさせるな。いいな」

　アストリッドはしっかりとした声ではい！　と返事をした。







　ノックの音にレティの意識は現実に引き戻された。顔を上げ、どなたと尋ねる前にデュークの声が届く。入ってきたデュークは部屋の暗さに驚いたようだった。

「明かりはいらないのか？」

「なくても夜よ目めが利きくから平気なの。結局、話し合いは失敗。後日に持ち越しね」

「……グイード殿下と何があったんだ？」

　デュークは外でアストリッドから何があったのかを聞いているはず。確認のためというよりも、信じられないからもう一度レティに訊くといった雰ふん囲い気きだった。

「グイード殿下に襲われかけた。それを見たフリートヘルム殿下も同じように思ったらしいから、勘かん違ちがいではなさそうね。……襲ったことが彼の本心なのかはわからないわ。今まで一度もそんなそぶりを見せなかったから」

　グイードは真ま面じ目めで、物静かで、頭がよくて、落ち着いていて……でも優しい兄だった。

　レティを女として見ているようには見えなかった。けれど……。

　――そう見えるだけでしょう。他人の内面なんてわかるわけがない。

　かつてフリートヘルムに対し、そう言ったのはレティ自身だ。

「……大丈夫か？」

「今は動どう揺ようよりも疑問が頭を埋うめ尽つくしているわ、どうしてって」

　自分を襲ったことも、呪のろいの魔ま法ほう陣じんの犯人かもしれないことも、両方。

「自分でも信じられないぐらいだから、貴方も今は信じなくていい。ただグイード殿下とボレル伯爵に対し、警けい戒かいだけはしておいて」

　デュークにこう言っておけば、呪いの魔法陣に関わっているかもしれないグイードとボレル伯爵への牽けん制せいになるかもしれない。王立騎士であるデュークが身辺を嗅かぎ回れば、動きにくくなるだろう。

「ボレル伯爵について妙みような噂うわさは聞かなかったけれど、グイード殿下は最近様子がおかしかった。エリノアとのことも関係があるのかもしれない。今は少し様子を見ましょう。フリートヘルム殿下に見られた以上、下手な手出しはしてこないでしょうし」

「わかった。騎士団長へは今回の件をどこまで話す？」

「騎士団を出し抜ぬいて偽にせの呪いの魔法陣騒ぎを起こしたところまで全て話していいわよ。ただし、グイード殿下に襲われた話だけは抜いて」

　本当はグイードのことも話した方がいいとわかってはいるが、今はもう少し時間がほしい。

「そろそろ離り宮きゆうへ戻りましょう。落ち着いて色々考えたいわ」

　しかしレティは離宮に戻っても落ち着くことはできなかった。三つ目の呪いの魔法陣の第一発見者となったため、騎士団長ヨハネスが直じき々じきに事情を聞きにやって来ていた。

　ついでに色々済ませてしまおうと、レティは夜や会かいのドレスを着たまま、騎士団を出し抜いたことを説明する。そして……その結果も。

「グイード殿下やボレル伯爵が関わっているかもしれない。けれど思い違いの可能性もあるから、確実な証拠を摑つかむまで手を出さずに泳がせた方がいいわ」

「確かに仰おおせの通りです。後はこちらを信しん頼らいしてお任せください」

「それからアストリッドをお返しするわ。わたくしよりも犯人かもしれない人物に張り付かせた方がいい。向いてるでしょうしね」

「でしょうな。殿下のお傍に置いても、護衛としてさほど役に立たなかったようですし……」

　報告の合間にヨハネスが発する少々の嫌いや味みを受け流し、レティはそうねと頷うなずいた。それから同席させておいた背はい後ごのレオンハルトを振り返る。

「レオンハルト、目め新あたらしいことは？」

「『呪いの魔法陣の偽にせ物ものを描いたのは第一発見者、王立騎士団のアストリッド・ガル本人でーす』という驚きよう愕がく的てきな事実を披ひ露ろうするつもりでしたが、姉上の計けい略りやくの一いつ環かんだったようです。これは目新しくないですねぇ」

「話を聞く前に気づいていたの？」

「あのペンを口に軽ーく銜くわえて書いたような最低の字は彼特有のものですから。僕にやらせれば完かん璧ぺきな偽物を描いたのにアハハ」

　目新しくない事実の方は、予想通り『Ⅲ』の文字が入っていたこと、贄は予想どおり前より大きくなっていること、その程度のものだった。

「他に、どうでもいいことでも構わないから気づいた点はない？」

　レオンハルトはそうですねぇと、見てきた現場の様子を思い浮かべる。

「ああ、グイード兄上が見に来ていました。やっぱり犯人は現場に戻るってことかなァ」

「まだ確定していないわ」

　これで三度目、とレティは声に出さずに呟つぶやいた。グイードはこれまでに呪いの魔法陣が描かれた全ての場所に足を運んでいる。

（相当魔法陣にこだわっている……どういう形にしろ、深く関係しているはず）

　これからどうなるのか、嫌な考えしか思い浮かばない。ここにいないグイードにどうしてと問いながら、レティはヨハネスと弟が退たい出しゆつした後、一人でチェスボードの前に座った。

「……グイードお兄様とのチェス勝負、わたくしの手番だったわね」

　本来ならば今日、チェスの駒こまをレティが進めるはずだった。あんなことになってしまった以上、もう勝負は進まないだろう。

　しかし自分は『もしかしたら』という感かん傷しようで、チェスボードをそのままにする。そしていつか埃ほこりを被る。……それが見えた。

（チェスは止まってもいい。けれどこの先の真実は……どうする？　わたくしは動くの？　グイードお兄様のことをこのまま騎士団に任せてしまうの？）

　レティは駒の配置を眺ながめているふりをしながら、頭は別のことを考え続けた。しかしそれは解とけない課題に取り組むようなもの。

「……相手をしてやろうか？」

　デュークの声が間近に聞こえ、レティは顔を上げた。どれぐらい考え込んでいたのだろうか。いつの間にか向かい側の椅子にデュークが座っていたらしい。

「できるの？」

「それなりに」

　デュークは駒を動かし、スタート位置に揃そろえる。レティがデュークに先手を譲り、勝負が始まった。最初は淡たん々たんと駒を動かしていたレティだが、段だん々だんと表情が厳しいものへと変わっていく。ついには暴ぼう言げんまで吐き出した。

「……最ッ低」

「なんでチェスしただけで最低と罵ののしられなければならないんだ」

「それなりって何よ！　ああもうこのままだと引き分けドローだわ！」

「引き分けでいいだろ」

「わたくしと引き分けていいのは馬鹿兄の片割れだけよ！」

　レティが思っていたより遙はるかにデュークは強く、なんとか引き分けに持ち込むことで第一戦を終えた。

　もう一回！　とレティに言われ、デュークは大人おとなしく命令に従したがう。

「チェスはどこで覚えたの？　バルヒェット男だん爵しやくに？」

「辺へん境きよう警けい備びの二年で鍛きたえられた。王おう都とと違って娯ご楽らくがなくて、こういったゲームを延えん々えん延々と繰り返す以外に暇ひまつぶしはないからな」

「貴族なのに辺境警備に配属？　……ああ、貴方、騎士団長を狙ねらっていたものね。出世のための通つう過か儀ぎ礼れいとはいえ、二年もご苦労さま」

「騎士団のことをよく知っているな」

「騎士団長とは昔からチェス友達なの」

　デュークは俯うつむいているレティの顔を眺めた。真剣にチェスボードを見つめ、ゲームに熱中しているレティはデュークの視線に気づかない。これ幸いと、デュークはチェスボードよりもレティの顔をじっと観察する。

（無駄に綺き麗れいだよな。これなら、グイード殿下もその気になる、か？）

　騎士団の後輩はこの顔によろめいて、見るだけで幸せなんですとか意味不明のことを言っていたし、男ならば好みでなくても気の迷いで……。

「次は何か賭かけましょう」

　デュークの失礼な考えはレティの声で中断を余よ儀ぎなくされる。

「無理は言うなよ。俺にできる範囲ならいい」

「わたくしが勝ったら欲しいものがあるの、貴方の私物の中にね。――負けたら、次のお茶会に、グイード殿下を呼ぶわ」

　どうやらレティは、自分の迷いに決着をつけるためにこのチェスを利用したらしい。

「それは絶対に勝たないと」

　少しでも気晴らしや決断の助けになったならばそれでいい、とデュークは満足する。

　次の一手を先読みするために、レティと同じように真剣にチェスの駒を見つめた。










　グイードはレティが弟てい妹まいのために開くお茶会に呼んでも来ない。今までがそうだったから、今後もそうだろう。

　それでもとレティが招いた結果、予想に反してグイードは現れた。グイードの同どう腹ふくの妹であるコルネリアは、わたくしが連れてきたのよと胸を張ってレティに報告する。

「……ご機き嫌げんよう、グイード殿下。久しぶりに兄妹の交流ができて嬉うれしいわ」

　レティの作り笑いは完かん璧ぺきだ。誰もが兄を歓かん迎げいする妹だと思うだろう。グイードがレティに対し、型通りの挨あい拶さつをしようとしたところで、レオンハルトが間に割って入る。

「いや～グイード兄上お久しぶりです。来るなら来るって事前におっしゃってくれないと、話題の用意ができないデショ。フリートヘルム兄上なら振ってくる話題にアハハ馬ば鹿かですねぇって相あい槌づち打てば会話が成立するんですけどねぇ」

　全方向に失礼な発言をするレオンハルトに対し、グイードは会話をすぐに諦あきらめた。挨拶をすることもなく席に着き、はしゃぐ弟妹と従い弟と妹こ達を黙って眺ながめることに徹てつする。

「姉上、今日はグイード兄上のお相手は僕にお任せくださァい。いつもは呼んでも絶対に来ない人が来たんですよ、何か裏があるんでしょうねぇ。例えばここに呪いの魔法陣を描くとかさァ」

「それはいいけれど、グイード殿下と貴方との間に会話が成立するの？」

「ええもちろん。この間もローブルク橋の歴史的法解かい釈しやくについて議論が盛もり上がりましたしねぇ。というかそれしか盛り上がりませんけどアハハ」

　似ているはずなのに全く似ていない兄弟の会話がどんなものになるのか興味はあったが、レティはグイードの相手を弟に任せることにした。頃合いを見て話し相手を交代しよう。

「レティお姉様！　お兄様達ったらレディに対する扱あつかいがなってないわ！　せっかくこの日に合わせたリボンと髪飾りを全然褒ほめないの！　褒めてくれたデュークの方がよっぽど紳しん士し的てきね」

　コルネリアに訴うつたえられ、レティは膝ひざを折って視線の高さを合わせて微笑んだ。

「ふふ、デュークは見た目と剣術とチェスだけよ。男を見る眼をもっと磨みがきなさい」

「……それは褒めているのか？」

　デュークの言葉にもちろんとレティは言ってやる。これだけ褒めて何が不満だというのか。

　レティはいつも通り妹と弟、それから従弟妹達と話をし、それぞれに何があったのかをきちんと把は握あくしておく。子どもといっても侮あなどれない。むしろ子どもだからこそ、残ざん酷こくなまでにありのまま起こったことを話す。

　その中に一つひっかかる出来事があり、レティはデュークを呼び寄せた。

「デューク、ちょっと」

　一度グイードに視線を送ってから、レティは傍に来たデュークと小声で話す。デュークはその内容に反発を示すが、結局は仕方がないと頷うなずき、従うと言った。




　レティはグイードに久しぶりにレオンと話してどう？　とにこやかな表情を保ったまま話しかける。

「そうそう、前に上着を借りたでしょう。お返ししたいからついてきてくれる？」

「……わかった」

　グイードがレティの言葉をそのまま信じた様子はない。これから密みつ談だんをするからついてきてと言われたような顔をしている。二人きりになることは想定済みのようだ。流石さすがにこれぐらいで動揺はしないか。

（これでも……わたくしたちは兄妹なのに）

　この兄だってかつては自分のことを『レティーツィア』ではなく『レティ』と愛称で呼んだ。優しい笑顔を向けてくれた。

　だが、フリートヘルムの母の実家であるローエンシュタイン家とグイードの母の実家であるオイレンベルク家の血の呪いが、兄妹をばらばらに引き裂さき対立へと向かわせる。

　それに吞のまれるわけにはいかないと気を引きしめ、メイドに扉を開けさせた。後をついてきたグイードは促うながされるままレティの私室に入る。

「そこに座って」

　レティは長椅子を指差した後、柔らかな膝ひざ掛かけを手に取る。そして座ったグイードを目がけて投げつけた。

「貴方あなたとは色々話したいことがあったの。けれどその顔色を見ていたら、その前にやることがあるみたい」

「どういう意味だ？」

　レティは向かいに座ることはせず、立ったままグイードを見下ろした。

「コルネリアから聞いたわ。貴方、最近あまり寝ていないらしいわね」

「……コルネリアが？」

「あの年の女の子はもう大人よ、色々なことを簡単に見み透すかす。……お茶会が終わったら起こすから、それまで寝ていなさい。話はその後でもできるから」

　ソフィアの墓の前で出合ったとき、レティもグイードがやつれていることに気がついた。少し休めと言っておいたが、改善はしなかったらしい。年の離れた妹にまで気づかれるほど、疲れた様子を見せているのだ。

「構わない」

「わたくしが構うの。……お願い、二カ月前にソフィア王おう妃ひが亡くなったばかりよ。貴方に何かあったら、お父様だって、妹達だって……」

　わたくしだって、フリートヘルムお兄様だって。

　その言葉は言えなかったけれど、レティの心配はグイードに伝わったらしい。

「……眠ったらほどくわ」

　レティはグイードの座る長椅子の前に跪ひざまずき、片手を握にぎる。

　グイードは逆らうことを諦めて、目を閉じた。眠ったふりをしてレティが出て行くのを見計らい、さっさと目覚めたと起きてしまえばいい。

　――そう、思っていたのに。

　遠くから聞こえる子ども特有の高いはしゃぐ声。温かい家族の手。誰かのいる空間。

　もう諦めてしまった懐かしい場所に意識を回かい帰きさせる条件が揃そろいすぎて、グイードはその気はなかったのに、眠りの国へと引き込まれていってしまう。

「お休みなさい」

　グイードの眠りを妨さまたげないよう、レティは小さな声で呟き、手をほどく。音もなく立ち上がり、そっと扉を開けた。

　すぐそこにはデュークが待っていて、大丈夫かという眼を向けてくるのに無言で頷く。

「殿下、交代しよう。見ておく」

「ええ、お願い。わたくしは弟妹の面倒を見てくるから。何かあったらメイドに言こと付づけて」

　レティはそのまま立ち去ろうとしたが、デュークに肩を摑つかまれ、引き戻された。

「頼むから、予定外の行動はするな。最初はもう少し人目のあるところで話し合うと言っていただろう。……あんなことがあったばかりなのに無む警けい戒かいすぎる。自分の立場を自覚してもう少し気をつけてくれ」

「そうね、自分でもそう思うわ。でも、わたくしにとっては〝兄〟なのよ」

　様子がおかしかったら気になるし、疲れている顔をしていれば心配する。レティの自じ嘲ちようの響きを感じ取ったデュークは肩を摑んでいた手の力を緩ゆるめた。

「違う、責せめたいわけじゃない。……俺が心配しているんだ」

「……貴方、そういえばいい人だったわね」

　大丈夫よとレティは言い、唐とう突とつに話題を変えた。

「ねぇ、貴方は誰かを呪うと疲れると思う？」

「呪うって……憎にくんでいるってことか？　順番が少し違うような……憎んでいるうちは多分、疲れていることに気づかない。それが達成されたらやっと気づける」

「達成されたら……」

　グイードはどうして眠っていないのだろうか。眠れないほどに誰かを呪い、憎んでいるのだろうか。何を考えているのか、レティにはわからない。

（なら、グイードお兄様がそこまで憎む相手は……）

　誰もが第一王子フリートヘルムだと言うだろう。もしくは……

「わたくし、かしらね……」

「殿下？」

「なんでもないわ。……後を頼むわね」

　もし自分が憎まれているのならば、色々なことが綺麗に収まる。

　グイードが自分を襲ったのは、抑えきれなかった禁きん断だんの感情故ゆえではなく、憎しみからきたものだとしたら。――王の座を奪うばっていった妹を、もう妹と思っていないのかもしれないとしたら。

「……それでも」

　それでも自分は王になる。兄に呪われても、憎まれても、それは回かい避ひすることができない運命だ。レティは望まぬ未来を受け入れる強い心が欲しいと願った。










　グイードはレティの部屋で再び夢を見る。以前ここでうたた寝をしたときに見た、幼い頃嵐の夜に三人で寝た、あの夢の続きだ。

「……俺もだよ」

　グイードの語った夢に、同じだと言ってくれた兄。

　フリートヘルムはもうこのときには、兄妹三人の行く末が見えていたのだろう。自分達が大人になるまでのあとわずかな時間だけ、仲良くできることを知っていた。

「なあグイード、難しい課題があるんだ。俺にはいくら考えても解とけなかった」

　今ならわかる。兄が言っていたのはどんな課題だったのか。

「でもお前は俺より頭がいいから、答えを出せるかもしれない」

「答え？」

「そう、いっぱい勉強して、いつか俺に教えてくれ。見えているのに、どうしても抗あらがえないこの運命をどうやって切り開くことができるのか」

　呪われた血筋からどうやって解放され、また三人で仲良くできるのか。

　それは答えのない課題。

「……うん、わかった。たくさん勉強して、必ず兄上に教えるよ」

　そう約束をした。けれどその答えはまだ見つからない。

　見つけるどころか、その前に自分は……

「罰ばつを、受けるだろう……」

　天てん井じようから黒い手が無数に伸び、グイードに一いつ斉せいに襲いかかる。隣にいたはずのレティとフリートヘルムはいつの間にかいない。逃げたくても足首を摑まれ、動けない。

　無数の手のうちの一つがグイードの喉のどにかかり、びくりと身体が跳ねた瞬間――目を覚ました。




「……ゆ、め……か」




　じっとりと手の平に嫌いやな汗をかいていた。黒い手の感かん触しよくが妙みように生なま々なましく、喉を押さえて息をそっと吐はく。

「また、あの黒い手の夢……」

　これはきっと、罰を受けたがっている自分が見せている夢。

　起き上がって膝掛けを長椅子の背にかけ、もう少し頭がはっきりするまでと自分に言い訳し、優しい温ぬくもりの欠片かけらが残っている椅い子すに凭もたれた。手の平で目を覆い、胸の中に澱よどんで溜たまったものを吐き出すように、重たいため息をつく。

　ようやく足に力を込めて立ち上がり、グイードは廊下へと出る扉を開けた。そこにはレティの騎士が立っており、グイードと眼が合うと軽く頭を下げた。

「お目覚めですか。もう少しお休みになられては？　まだお茶会は賑にぎやかで、終わりそうにありませんから」

「もういい。……もう、いいんだ」

　グイードの言葉に込められた重たい決断は、デュークにはわからない。ただもう眠るつもりはないという意味にしか聞こえなかった。

「お待ちください」

　庭に戻ろうとしたグイードをデュークは引ひき留とめる。

「きちんと殿下にご挨拶をしないまま、レティーツィア王女殿下の騎士となったこと、大変申し訳なく思っています」

「……言いたいことはそれだけか？」

　丁てい寧ねいに謝罪をしていても、デュークの眼はグイードに対しあからさまな敵意を表していた。グイードはそれに気づかないほど鈍にぶくはない。

「ではお言葉に甘えて。王女殿下には見ておくと申し上げましたが、正確には見張っておくと言うつもりでした。俺はそこまで貴方を信用していません」

　デュークの手は既すでに剣の柄つかにかかっている。主しゆ君くんに手を触ふれるのならばいつでも抜くとはっきり意志を示した。

　グイードはデュークに凍いてついた青せい灰かい色しよくの眼を向けて睨みつける。

「貴方は、我が主君のことをどう思われているのですか？」

「――騎士風ふ情ぜいのお前に答えるつもりはない」

　冷たく言い放ち、デュークの横を通り抜けようとした。

　デュークはそれを許さず、腕を強く摑んで放さない。

「でしょうね。力ちから尽ずくでも俺は構いません」

「放せ」

「お断りします。……王女殿下は、……」

　あんなことがあっても、あの人は、自身の混乱が未だ収まっていないのに、愚おろかだとわかっていながらそれでも……

「あの方はグイード殿下のことを本当に心から心配なさって……！」

「たかが騎士になって数カ月のお前に何がわかる！」

　感情を理性で抑え込むことができる、冷れい酷こくな人間。そのグイードが激げき情じように駆かられたまま叫び、デュークの手を振り払って、胸ぐらを力任せに摑んだ。

「いいか！　レティを守り抜け！　できなければ私がお前の首を斬きる！」
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　そのまま突き飛ばし、グイードは立ち去る。デュークはしばし呆ぼう然ぜんとしたまま見送り、なんだこれはと力が抜けた。

「どこかで似たようなことを聞いたぞ、俺は。……どちらにせよ、グイード殿下は王女殿下を心配しているってことか」

　憎み合っているよりはいい。どういう意味であっても、レティの想いがグイードに対し、きちんと報むくわれている。

　――それはほんの少しの救いだ。

　デュークはグイードを追いかけるべきかと迷い、再びその姿を視界に入れた瞬間、思わず一歩後あと退ずさる。

「……っなんだ、あれは!?」

　グイードの足首を摑む、黒い手。だが本人は気づかないまま歩いている。

　しかしデュークが瞬まばたきをしたほんの少しの間に、それは消えてしまった。

「気の、せいか……？」

　何かの影が見えただけだろう。そうデュークは自分に言い聞かせた。







　グイードがレティに挨拶もせずに帰った後、レティは弟妹を教育係や乳う母ばに引き渡し、自分の部屋に戻ってきた。しばし言葉を失っていると、その後ろをついてきたデュークも、部屋に入るなり目に飛び込んできた惨さん状じように呆ぼう然ぜんとしている。

「これは……ちょっと酷ひどいわね」

　ちょっとどころではない。見ているだけで気分が悪くなるような光景だ。

「レオンを呼んで。片付けはそれからでいいわ」

　グイードを寝かせておいたレティの部屋にあったのは――無数の黒い手形。

　床や壁、長椅子にぞっとするような手の跡が数え切れぬほど残されていた。特にグイードが寝ていた長椅子の足元に集中している。

「まさかグイード殿下が……？」

　デュークが真っ先に疑ったのはグイード。レティの不在時、ここに一人残されたグイードの仕し業わざだと考えるのは当然だ。それに呪いの魔法陣についての疑惑もある。

　だがレティは落ち着いた様子で、残された手形の一つに自分の手の平をかざしてみた。

「グイード殿下には無理ね。わたくしより小さい手形だもの。子どもの手よ、これは」

「なら、お茶会に来た王族の誰かが忍び込んで……」

「アハハそれも無理かなァ」

　デュークに呼ばれて入ってきたレオンハルトは、興味深そうに手形の一つをじっくりと眺ながめる。

「これ人間の手の跡あとじゃないしィ？　……指の関節の数が違うんだよねぇ」

　レオンハルトの指し摘てきに、レティはふんと吐き捨てた。

「呪いの魔法陣に引き続き、得え体たいの知れない化け物の手形。物ぶつ騒そうになってきたわね」

　そして指を伸ばし、手形の黒い跡をそっとなぞる。

　おい！　とデュークの咎とがめる声を無視し、目の前に汚よごれた指をかざした。

「……炭すみ、かしら。それに、ざらつく……泥どろ？」

「今日は晴れてますよねぇ、どこを歩いてきたんだか。……それはともかく、悪いた戯ずらにしては妙に手が込んでいます。手形を作って炭と泥を混ぜた液体を用意して、ぺたぺたぺたぺたと熱心に押す。うーん、シュールですね」

　レティは指を拭ぬぐうために部屋の外のメイドに声をかける。そして扉から部屋の中を一いち瞥べつして、あることに気がついた。

「……困ったわね、ただの手形だと納得がいかない場所があるわ」

「姉上？」

「長椅子の肘ひじ掛かけを見て。この跡あとは『握にぎっている』。手形で跡を付けるなら、肘掛けの上側だけ跡が付くはず。横にも下にもしっかり指の跡があるということは……」

　三人の間に嫌な沈黙が流れる。まさか本当に……と黒い手の跡をまじまじと眺めた。

「姫様、フリートヘルム殿下がお見えです。どちらにお通ししましょうか？」

「こんなときにあの人が来るなんて……勘かんづかれたら面めん倒どうね。ここから離れた部屋を用意して。その間に部屋を綺麗にしておいてちょうだい。このことは他た言ごん無む用よう。レオン、調べたければ今のうちに好きにしなさい。デュークはついてきて」

「はいはーい、好きにしまァす」

　レティは部屋にレオンハルトを残し、招かざる客であるフリートヘルムを出迎えに行く。

「殿下、騎士団に手形の悪戯の報告は？」

「少し待って。……呪いの魔法陣の件と関係があるのか、考えさせて」

「関係あるだろう。『王族』への嫌がらせなら、きちんと報告して陛へい下かや他の王族方の身の安全を固めた方がいい」

「呪いの対象は『王族』ではないのかもしれない。もっと狭せまい……」

　例えば、自分とか。

　その言葉はデュークに言うことはできず、吞み込む。

「とにかく、フリートヘルム殿下にはさっきの話はしないように。いいわね」

　デュークに念押ししてから、レティはフリートヘルムを待たせてある部屋へと入った。

「ご機嫌よう、密談にしてはまだ明るすぎる時間帯に来たわね」

「俺はもっと明るい時間帯に来たかったんだ。でも今日はグイードが来てたんだろ」

「そうよ」

「だから避さけたんだろうが。お前に誘われて密談紛まがいのお茶会に嫌いや々いや来るって形でないとグイードと顔を合わせるのは不自然なんだよ」

　フリートヘルムに言われてその通りとレティは頷いた。

「それで、用件は？」

「今日は母上のお使い。寂さびしいから偶たまにはカトライア宮に遊びに来い、だとさ」

　カトライア宮は男子禁きん制せいの王おう妃ひが住まう場所。フリートヘルムの母である第三王妃ロザリンドはレティの母である第一王妃ユリアーネとも、グイードの母である第二王妃ソフィアとも仲がよかった。だがかつては三人いた王妃も、今はロザリンドだけ。

「そうね……寂しくなったでしょうね。……デューク、外に出て」

「御ぎよ意い」

　フリートヘルムが己おのれの騎士を部屋の外に置いてここに同席させていないのは、本ほん音ねで話そうという合図だ。レティはその意を受け入れ、二人きりになることに同意する。

　デュークが出て行ってから、レティは切り出した。

「表向きの用件は確かに承うけたまわったわ。近々ご機き嫌げん伺うかがいに行くと伝えて。それで、本音は？」

「さほど変わらない。母上が『カトライア宮に戻ってこないか』だそうだ」

「……カトライア宮に？　わたくしが？」

　レティもかつてはカトライア宮に住んでいた。母の死をきっかけにここに移り住んだのには、裏の意味がある。母という抑よく止し力りよくを失った子ども二人がカトライア宮にいればどうなるのか。――第一王妃が生んだ男子である弟レオンハルトの暗殺を回かい避ひするために、レティは母の生家となる公爵家の手によって守られたこの離宮に住むことを選んだのだ。

「俺も母上の意見には賛成だ。次期国王陛下がいつまでも離宮住まいってのは流石さすがにな」

「それは……そうね。でもカトライア宮は無理よ、デュークを連れていけないわ」

　ロザリンドが寂しがるならば、カトライア宮の近くに移ろうか。そんなことをレティは思っていたら、フリートヘルムはうーんと唸うなった。

「なあ、お前が王になったらカトライア宮ってどうするんだ？　お前と結婚する相手は『王妃』じゃないし。使わずに放置か？」

「わたくしはそのままロザリンド王妃が使われるのは一向に構わないけれど」

「母上にその気はなさそうだけどな。どうする？　愛人でも囲ってみるか？」

　品位に欠ける表情を浮かべてからかってくるフリートヘルムに対し、レティはいつか泣かせてやると誓ちかった。そんなことをしたら、愛人王への道まっしぐらだ。

「俺個人の意見な。今代に限り、カトライア宮を次期女王陛下の即そく位い式しきまでの仮住まいにするってのもありだ。……お前がカトライア宮の主人ならば、お前の〝息子〟は入れても〝兄〟の俺は入れない」

　そこでやっとレティはフリートヘルムの本心に触れることができた。

　カトライア宮は主人である王妃とその子し息そく子し女じよしか住めない。だが慣かん例れいで王子は成人と見なされる十三歳頃にカトライア宮を出て、王宮の別の部屋に移る。

　今の主人である王妃の『息子』なら、母親や妹に会いに来るぐらいは可能だが、レティが主人となりその『兄』となれば、もう出入りはできなくなる。

（……心配して来てくれたのね。遠回りしすぎだわ）

　フリートヘルムはグイードがレティを襲おうとしたところを見ている。そのことをずっと気にしていたのだろう。兄のグイードが入れない安全な場所を王宮に作れと、わざわざ言いに来てくれたようだ。

「提案、受け取ったわ。ありがとう。場所はともかく、王宮に帰ることはきちんと考えておく。レオンももう大人、ここに一人で置いても大丈夫でしょうしね」

　今の状況ならば自分が暗殺されることはあっても、弟が暗殺されることはない。もう傍そばで守る必要はなくなったのだ。

「長居は誤解を生むわ。用が済んだならば帰った方がいいわよ」

　話はここで終わりだ。今度はフリートヘルムがその通りと言いながら立ち上がった。そこで思い出したかのように、騎士の件に触ふれる。

「ここ、警護の人手足りてるか？　デューク以外の騎士ってまだいないだろ」

「お母様の公こう爵しやく家から人を貸してもらったわ、大丈夫。もっとも、人がたくさんいても呪いに太た刀ち打うちできるとは思わないけれど」

　唯ゆい一いつ対抗できるのは白はつ光こうの剣を持つアストリッドだけ。いざというときには、力を貸してもらうつもりだ。

「呪いねぇ……俺からしたら、魔法陣よりこの身に流れる半分の血の方が呪いに思える」

　フリートヘルムが言ったのは王家の血か、それとも母方のローエンシュタイン家の血のことか。――恐らく、三大侯こう爵しやくローエンシュタイン家の血の方だ。

「人は、なんで奪われたことは忘れないで、奪ったことは忘れるんだろうな」

　領土、財産、恋人――奪った瞬間に、そのことを忘れて『自分のもの』となる。だが奪われたもののことは絶対に忘れない。あれは『自分のもの』であり、『取り戻さなければならない』と手を伸ばす。

「王族であることを奪われ、公爵家から侯爵家となった三大侯爵。何な故ぜその爵位を奪われたのかは考えず、彼らはずっと事実だけを忘れない。ローエンシュタインの後ろ盾だてを持つ俺も、オイレンベルクの後ろ盾を持つグイードも、呪いのように言い聞かされている」

　――これは我われ等らの悲ひ願がん！　必ずやローエンシュタイン家を再び王族へと！

　繰り返し聞かされた呪いの言葉は、フリートヘルムの身に流れる半分の血を鎖くさりに変え、権力争いの矢や面おもてへと縛しばりつける。

「奪われたものを絶対に取り戻す、取り戻す、取り戻す……か。お前ならどうする？」

「貴方と同じよ、取り戻すでしょうね。――わたくしは人間だもの」

　騎士王の生まれ変わりであっても、神ではない。レティは自分が普通の人間だということをよく理解していた。きっと大事なものを奪われたら、感情に突き動かされ、取り戻そうとみっともなく足あ搔がく。

　フリートヘルムはふーんと納なつ得とくしたようなしていないようなことを言い、また明日と大人しく帰ってくれた。










　次の日の会議、フリートヘルムはレティの護衛にデュークがついてきていないことにあれ？　という顔を見せた。会議が終わるなり捉つかまえにきてどうしたんだと訊きいてくる。

「用があって外に出しているの。昼には戻るわ」

「デュークがいないなら番犬を傍そばに置けよ。いらないなら俺にくれ」

「犬を王宮に連れ込むわけにはいかないでしょう。貴方、何を言っているの？」

　通じなかったかとフリートヘルムはぼやき、それ以上のことは言わなかった。レティはこれ以上傍にいると話題がずれて夫斡あつ旋せんに行き着くと思い、お先に失礼するわと歩き出す。

　本日の会議も馬鹿馬鹿しいと日記に書きたくなるような馬鹿な男が大量にいた。ため息を堪こらえつつ、父から貸してもらった護衛を従したがえ、考え事をするにふさわしい場所――王宮の奥にある長廊下ロングギヤラリーへと足を向ける。

　そこには先客がいた。

「ボレル伯爵……」

　疑惑を持たれている人間の一人、グイード派ボレル伯爵。王族信しん仰こうが強いボレル伯爵はどうやらレティと同じく、歴代王の肖しよう像ぞう画がを鑑かん賞しようするという趣味の持ち主らしい。

　ちょうどいい、少し探さぐりを入れてみようとレティは微ほほ笑えみながら歩を進めた。

「これは王女殿下、ご機嫌うるわしく。歴代の王へご挨拶をしておりました。最近は為なすべきことが多くて、なかなか足を向けることができなかったのですが……」

　彼は忙しいと言いながらも、生き生きとしていた。その様子を見ると、今の彼の置かれている状況と表情が一いつ致ちしない。

（王族信仰を持ちながら王族を呪うことを強きよう要ようされているならば、こんな風に笑顔でいられるものかしら……むしろ歴代の王に顔向けできないと思うような……）

「どうぞこちらへ、私はこれで失礼致します」

　にこやかに場所を譲ゆずられ、レティは思考を中断する。

「いいえ、先にいらっしゃった方を追い出すわけにはいかないわ。……ここは広いもの、ゆっくりしていらして。うるさい騎士に見つかったら一緒に叱しかられてちょうだい。呪いの魔法陣の件で、不用意に出歩くなと言われているの」

　こちらから呪いの魔法陣について触れてみる。さあどう反応する？　とレティはボレル伯爵を冷静に窺うかがった。

「次期国王である王女殿下を呪う不ふ届とどき者などおりますまい。万が一いたとしても、神からの罰ばつを受けるでしょう」

　予想とは違う、動揺の欠片かけらもない盲もう目もく的な王族信仰者故ゆえの言葉だった。本気で言っている様子のボレル伯爵にレティは曖あい昧まいに微笑む。コルネリアの誕生日の夜会で本物の魔法陣の場所を振り返ったのは、ただの偶然ではないかと思えてくる。

「王女殿下の肖像画がとても楽しみです。即そく位い式しきのお姿を描いてもらいたいものですな。ところで殿下はどちらの王をお伺いに？」

「カールハインツ王、曾ひいお祖じ父い様よ。ボレル伯爵はお会いしたことが？」

「その頃はまだ幼すぎたものですから、記き憶おくに残っていないのが残念です。ですがカールハインツ王の第二王妃ならば記憶に残っております。あのお方は出身こそは下級貴族ですが、王族に迎えられるに相応しいお方でした」

　王宮の女によ官かんとして働いていた下級貴族の曾そう祖そ母ぼは、一番目の王妃に逃げられた後の内政王カールハインツに見み初そめられ、二番目の王妃となる。とても穏おだやかな人だったと伝え聞いていた。二人の恋物語は微笑ましい話として、レティの元まで届いている。

「よくわたくしとグイード殿下が曾ひいお祖ば母あ様に似ていると聞いたけれど、どうかしら」

　もう一つ探りを入れておこうとレティはグイードの名を出す。もしグイードに強要されて呪いの魔法陣の件に加か担たんしているならば、何かしらの反応はあるだろう。しかし彼は穏やかにレティの言葉を肯こう定ていした。

「ええ、似ていらっしゃいます。ですが、グイード殿下は……」

　何な故ぜそこで『ですが』に繫つながるのかとレティが問いかける前に、別の声に遮さえぎられる。

「旦だん那な様！」

　従じゆう者しやの声にボレル伯爵は慌あわてて咳せき払ばらいをする。そろそろお戻りにならなければと促うながされ、ボレル伯爵は頷いた。

　話が途中で終わりそうになり、レティは待ってと呼びかける。

「『ですが』とはどういう意味だったの？」

「……グイード殿下とカールハインツ王の第二王妃は雰囲気があまり似ていらっしゃらなかったので。……それでは御前失礼致します」

　曾祖母はとても優しい人だったらしいから、グイードの持つ冷たい雰囲気とは確かに違っただろう。納得したレティはボレル伯爵を見送った。

「一度白紙に戻して考え直した方がいいかもしれないわね……」

　呪いの魔法陣を描いた犯人には、まだ色々な可能性が残っている。

　黒幕はグイードか、オイレンベルク家か。それかそもそもレティ達の予想が根本的に間違っていて、別の誰かなのかもしれない。

「頭を切り替えましょう。ロザリンド王妃のご機嫌伺いでも行こうかしら」

　王宮に来たならば顔ぐらい出していこう。そう思い、レティはカトライア宮を訪れた。

　まずはここの主人であるロザリンドに挨拶をと階段をのぼれば、踊り場の窓から奥庭の白しら百ゆ合りの花園が見える。ソフィアが愛した光景に目を奪われ、レティの足が止まった。

「早さつ速そく来てくれたのか。でも目的とは違うものをいつまで見ているつもりだ？」

「……ご機嫌よう、来ていたのね」

　しばらく立ち尽くしていたレティの隣に立ったのはフリートヘルム。同じように窓からカトライア宮の白百合の花園を見下ろせば、そこにはレティと同じ金色の髪を持つグイードが立ち尽くしている。

「まだ立ってたのか。よく飽あきないな」

　どうやらフリートヘルムは同じ姿を既すでに見かけていたらしい。

　どれくらいグイードはあそこに立ち続けていたのだろうか。実母のソフィアが好きだった花をずっと見つめているなんて、本当に彼らしくない。

（……声をかけに行くべきかしら、それともそっとしておくべき？）

　結局〝どうして〟という機会が作れないままここまで来てしまっている。

　呪いの魔法陣をどうして気にしているのか。自分をどうして襲おうとしたのか。

（『知っていて見ぬふりをする』を選ぶと言ったのはこの自分。なのに、今になって躊躇ためらい始めている。……しっかりしなさいレティ！）

　カトライア宮ならば大声を出せばすぐに誰かが駆けつける。今このときが二人きりで〝どうして〟と言える好こう機きのはずだとレティは己おのれを叱しつ咤たした。

「声をかけに行くわ。何か悩んでいるなら……」

「やめておけ」

　だがその決意を引き留めたのはフリートヘルムの手。

「……どうして止めるの？」

「〝お前〟が行くべきじゃない。グイードに中ちゆう途と半はん端ぱに優しくするな」

　中途半端と言われてレティは俯うつむく。レティの思おも惑わくを知らないフリートヘルムには、レティが互いの立場を考えて、少し優しくして、それで終わる光景が見えたのだろう。

　だがフリートヘルムが言いたかったのはレティとは違う意味の中途半端だった。

「お前、例えば周囲に許されない相手を好きになったとき、どうする？」

「どうする……って……多分、悩むけれど諦あきらめると思うわ」

　王になると心を決める前は、恋を夢みたこともある。そういったことを考えたことがないわけではない。身分違いの男を好きになったら自分はどうするのだろうか。物語のように逃とう避ひ行こうを図はかるのだろうか。心しん中じゆうを選ぶのだろうか。

　可能性はたくさんあっても、最後は諦める以外の道は選べない。レティはそういう自分をよく知っている。

「諦めきれないときは？」

「それでも諦める。……でも、とっさに自分の意に反したことをしてしまうかもしれない」

「そうだ。理性が強ければ強いほど『意に反した』なんだ。そのとき、相手にどんな対応を望む？　同情か？　優しさか？」

　もし自分が許されない相手に恋をしたなら。

　そして想いを抑えきれず、意に反したことをしてしまったなら。

　――相手に望む、態度は……

「……明確な、拒きよ絶ぜつを」

「よし、いい子だ。なら自分がどうすべきかわかるな」

　白百合の中で立ち尽くすグイードに声をかけるべきではない。このまま見て見ぬふりをして離宮に帰る。もしグイードが禁きん忌きの想いを抱いているならば、それがレティの望む態度のはず。

　色々な未練を断ち切ってレティは帰ろうとする。すると、一人で歩くその姿を見つけたコルネリアが待ってと叫さけんだ。

「お姉様、もう帰ってしまうの？」

　コルネリアにとってレティは美しく優しく賢かしこい、自じ慢まんの姉だ。折せつ角かく来てくれたのに、一番上の兄とずっと話をして、次は自分がと思っていたのにもう帰ってしまう。それを引ひき留とめたくて、コルネリアはレティの袖そでを引っ張った。

「グイードお兄様、最近ほとんど会いに来てくださらないのよ。お母様が南の静せい養よう所じよに移られたときは一ひと月つきに一度、一緒に行こうってお見舞いに誘ってくれたのに。……今のカトライア宮、寂しい。お母様がいなくなってから、静かになったの……」

　母親を亡なくし、兄であるグイードも構ってくれないコルネリアの寂しさはレティにも理解できる。

「……ねぇコルネリア、わたくしがグイード殿下の分まで傍そばにいるわ」

　レティは屈かがんで、コルネリアと視線の高さを合わせる。

「グイード殿下もソフィア王妃がいなくなって寂しいの。でも忙しくて、寂しいと思うことすらできないわ。……だから、コルネリアが優しくしてあげてくれる？」

　もうそうすることができない自分の代わりにと、心の中で続けた。

　もし、グイードが呪いの魔法陣を描いた犯人だとしたら。

　コルネリアが主役の昼間の誕生会ではなく、別の名目で開かれた夜会を選んで魔法陣を描いたことに意味があったのだとレティは願っている。妹の誕生日を兄として祝う気持ちがあったのだとせめて思わせてほしい。

「お兄様、寂しいの？」

「そうよ。会いに来たら、ずっと一緒にいてあげて」

　妹にグイードのことを頼んでからレティは再び歩き出す。フリートヘルムに言われた通り、振り返ることをせずに離宮へ戻った。
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　夜、行こうと思っていないのにいつの間にか王達の会議の間に来ていた。また現実から逃げてきてしまったのかとレティは自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。だが部屋に大きな音が鳴り、はっと顔を上げた。

「教えてください！　どうなるんですかこの国は！　あの人はこれからどうするんだ!?」

　いつもは物静かで、全てを受け入れ、全てを諦めた瞳ひとみをしている隻せき腕わん王おうオスヴァルト。だが今日の彼は、更さらに後世の王である失しつ恋れん王おうルートガーの腕を摑み、叫ぶ。

　ルートガーはうんざりという顔でオスヴァルトを見下ろした。

「……知って、どうすんの？」

「望まない未来ならば変えてみせる！　そのための王の力だ！」

　どうなっているのかとレティが戸と惑まどえば、獅し子し王おうアレクサンデルが手招きした。その顔は危ないから下がっていろと言っている。

「オスヴァルト王は一体……？」

「血の臭においがする。斬きられた直後だろ」

　レティはオスヴァルトの左腕があったはずの場所に眼を向ける。そこにほんのわずかな血の染しみが見え、アレクサンデルの言葉が正しいことを知った。

　オスヴァルトは、戦いくさに出る従兄いとこの王おう太たい子しに鋼こう鉄てつの剣けんを授じゆ与よした。王となる愛すべき従兄が無事に戻ってこれるようにと願って。……そして数年後、戻ってきた彼はオスヴァルトに授与された剣を使い、オスヴァルトの腕を斬った。敵の手に落ち、一度捕ほ虜りよになった彼はもうソルヴェールの人間ではなくなっていたのだ。

「何な故ぜ僕に教えない！　教えてくれ！」

「なんでか教えたくないんだけどねー。……ってか、おっさん、見てないで何か言ってくれない？　オレ達って未来改かい変へんの力あるのー？」

　ルートガーは黙って見ていた獅子王アレクサンデルに訊きく。アレクサンデルはさァ？　ないんじゃねぇの？　とどうでもよさそうに答えた。

「噓うそだ！　貴方は望めばその未来を変えられる！　貴方が革かく命めい王おうユーリウスの命を絶たてば、未来は確実に変わる！　生き延のびる！　何故それをしないんですか!?」

「そりゃ騎士王の力を持ってても俺達は人間だからな。人間様ってのは巻き戻せない刻ときを必死に生きるからこそ馬ば鹿か騎士王が愛したってことぐらいお前も知っているだろ」

「でも騎士王の力は神の力だ！　望めば可能かもしれません！　話し合えば貴方には革命王との和解の道だってあるのに……！」

　オスヴァルトはルートガーを摑んでいた腕を離し、アレクサンデルに食ってかかった。

　うぜぇとアレクサンデルはその手を振り払う。

「宰さい相しようが俺の命を狙ねらい、反はん逆ぎやくを企くわだてている。俺はそのことを許しはしない。もうこの時点で俺達二人に和わ解かいの道は存在しない。あるのはどちらかの死という未来だ」

「だったら革命王の死という未来が存在してもおかしくない！」

「無理だ、俺にユーリは殺せない」

　当然すぎることのように言われ、レティは息を吞のんだ。

「――だから、俺が死ぬんだろ」

　自分の運命を知り、受け入れている獅子王アレクサンデルは強い。自分はどうなのかとレティは歯を食いしばる。

（一度……もう一度手を取り合えると思ってしまった。その甘さが、わたくしの心を弱くした。覚悟を決め直さなければ……王とは、国のためならば実の兄弟ですらも切り捨てる決断を下さなければならない）

　未来に希望を抱いたことで、その覚悟が脆もろくなっていた。

　自分が王の座に即つく日は、兄二人が死んだ日なのだと、昔はそう思えていたのに。

「ほら、運命は決まってる。未来を覗き見することはできても、俺達に改変する力はない。絶望を持ってその時まで生きるか、希望を持ってその時に絶望に叩き落とされるか、好きな方を選べ。選せん択たく肢しがあるだけマシだろ、騎士王の生まれ変わりでよかったなぁ」

「……それでも……！」

「現実に帰れ、そして寝ろ。お前は俺と違いまだ未来がある。絶望と共に生きろ」

　アレクサンデルがオスヴァルトの目を覆おおうように手を伸ばす。その顔に触れた途と端たん、オスヴァルトの姿が消えた。

「何をしたの……？」

「強制送そう還かんした。大だい地ちの剣は怪け我がは治してくれるが、体力の回復はしてくれない。大怪我をしたなら寝た方がいいんだよ」

　アレクサンデルの説明にレティは騎士王の力はそんなこともできるのかと感心する。

　この中で騎士王の力に一番疎うといのがレティだ。使う必要がないから、使い方を積極的に知ろうとはしてこなかった。

「ふぅん。なーんかさ、オレ偶たまに思うんだけど……騎士王の力って……」

　だがルートガーは言いかけた言葉を吞み込み、まあいいかと続きを言うことはなかった。帰ると宣せん言げんして姿を消す。残されたのはレティとアレクサンデルのみ。

「〝どうして〟と言える女になれよレティーツィア女王。言えないとこうなるんだ」

　その言葉と共に、レティは現実へと戻された。
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　夜よりは朝に近い、そんな時間に一度目覚めてしまえば、何度寝返りを打っても二度目の眠りは訪れなかった。

「『どうして』って言わないとこうなる……か」

　このままレティがグイードに『どうして』と言わなければ、グイードに襲われたことはやがて『なかった』ことになるだろう。だがチェスボードには埃が積もる。自分達はそういう人間だ。

　レティはしばらくして起き上がることを選び、そっと寝室を抜け出す。

　自分の離宮は眼をつむっていても歩ける。足音を殺していけば、誰に会うことも、気づかれることもなく、目的の部屋の扉を開けることに成功した。

「……ご苦労さま」

　ベッドの上で制服の上着すら脱がず、倒れ込むように寝ている自分の騎士にレティは珍しく労ねぎらいの言葉をかける。きっと第四の魔法陣が描かれるのを防ぐため、新人教育担当のくせにずっと見張りの手伝いもしていた。それでいて朝になれば何食わぬ顔をして、自分の護衛をしてくれるのだ。

「男っていいわね、それだけの体力を持てるなんて」

　自分がやったら三日でふらつく。レティはずるいと思いながら、デュークのベッドにそっと腰掛けた。寝顔をじっと見ていると、少し心が落ち着いてくる。

　レティの不ぶ躾しつけな視線に気づいたのか、それとも偶ぐう然ぜん眠りが浅くなっていて他人の気配を察したのかはわからない。寝ていたデュークがぼんやりと目を開けた。

「……殿、下？」

　デュークが目を覚ましてまず視界に入ってきたのは、綺麗すぎて趣味ではない己の主君の姿だった。一度は夢かと覚めきらぬ頭で思う。いやこれは現実か？　と思い直した瞬間、一気に目が覚めた。

「なっ……にが!?」

　主君が出向くほどの急ぎの大だい事じがあったのかと、デュークはベッドに転がしたままの長剣を握にぎった。慌てて身を起こすと、レティはデュークの顔を見ずに悪かったわねと言う。

「起こすつもりはなかったの。用があったわけではないから寝ていていいわよ」

「用がない？」

「そう、ただの気まぐれ」

　デュークがよくよく見れば、レティは自分のベッドに腰掛けている。

（……いやいやいや！　こいつの女としての危機感はどうなっているんだ!?）

　夜、男の部屋に一人でやって来て、男が寝ているベッドに腰掛けている。これが何を意味してしまうのかこの綺麗すぎる〝箱入り〟は理解できていないのかもしれない。

　そんなことを考えていると、デュークはやっと頭が回転し始めた。

（違う。これはわかりにくいが、殿下が……）
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　時折、レティはこちらが驚くようなタイミングでほんの一瞬揺らぐ。だがデュークにはレティが何に心が動かされたのかはわからない。わからなくていいと諦めている。そこはどれだけ自分がこの主君の信頼を得たとしても、一生見せてもらえない領りよう域いきだろう。

　ならば今すべきことは叱ることではなく、尋ねることでもなく、理解を示すこと。

　デュークはレティの隣に腰掛け、わざとらしいため息をついてから話し始めた。

「くだらない昔話だが……」

　デュークが脳のう裏りに浮かべたのはまだ幼さを残す友人の姿。

「騎士学校時代のフリートヘルム殿下を表すなら〝迷めい惑わく〟以外の何ものでもなかった」

　うんざりするほど振り回された。口ではなく、手が出たこともある。デュークの口調には冗談ではなく本ほん音ねが滲にじみ出ていて、レティはでしょうねと苦笑した。

「いい思い出にはなっていない。今でもあれは迷惑だったと思う。――だけど」

　仲間と共にまだ見ぬ未来に夢を抱いていたあのひととき。

　自分が進みゆく道に光だけがあるのだと信じていることができた若さ。




「楽しかった」




　デュークは自分が今笑っていることを自覚する。

　迷惑をかけられた、だから楽しくない。そんな風にならなかった騎士学校時代はかけがえのない二年間だった。

「……迷惑だったのに？」

「迷惑だったのに楽しかった。俺はフリートヘルム殿下のおかげで一つ大人になったんだろうな。相あい容いれぬと思っていたものが、自分の中で共存できると知った」

　遠回しな言い方だが、賢かしこく察しのいい主君ならばわかってくれるだろう。

　人と話したいわけではない、だけど人の傍そばにいたい。そんなレティの気持ちをデュークは理解し、ただ黙って傍にいると示したいことを。

「気が済むまでいろ。ただし、俺以外の男の部屋には行くな」

　デュークはこれだけはきちんと釘くぎを刺さしておこうと言ったのだが、レティは驚くのではなく、戸と惑まどうわけではなく、当然のことだと呆あきれたように応こたえてくる。

「わたくしが貴方以外のところへ行くわけないでしょう」

　これは男として完全に見られていないことを意味する言葉でもある。

　けれど、ただ嬉うれしい。その信頼はデュークにとって心地のいいものだった。

「……ねぇ、前にわたくしがグイード殿下と二人きりで会っていたことを覚えている？」

「俺に言わず勝手に抜け出したあれか」

「あの後、貴方に叱られたとき、人に聞かせられない話をしていたと言ったけれど噓うそよ。グイード殿下と会う約束なんてしていない。わたくしが呪いの魔法陣をもう一度見ておきたくて、勝手に抜け出したの」

　全てはあそこからだった。グイードの用事とは一体なんだったのだろう。

「呪いの魔法陣が描かれていた場所に戻ったら、ワルキューレをつけずに一人きりのグイード殿下に出合った。……貴方は、どう思う？」

「それを聞いたら……益ます々ます怪あやしいと、思う」

　あのときは『王族』がまとめて狙ねらわれたかもしれないとレティは考えていた。グイードは被害者側だと思っていたから、犯人という発想にまで届かなかった。結局、今は別の視点から犯人として疑っている。

「もし彼が呪い殺したいと願う相手がいるならば、王の座を奪ったわたくしかもしれない」

　再びデュークは頷くはずだった。しかし……

「それは違う」

「どうして？　普通ならやっぱりと言うところよ」

　デュークから強い否定が返ってきて、レティは驚く。

「絶対に違う。あの方は、俺に、お前のことを守れと言ったんだ。あの眼は本気だ。血の繫がった妹を憎むような、そんな方じゃない」

　デュークの眼は噓を言っているようには見えなかった。だから、少しほっとする。

「本当にそんなことを言ったの？　貴方の噓ではなくて？」

「とっさに優しい噓をつけるような男に見えるか？」

「とっさに下手な噓はつきそうよ。……そうね……本当にそうだと、いいわね」

　レティの声がわずかに柔らかくなったように聞こえた。しばらく黙り込んでから、レティは静かに告げる。

「そろそろ部屋に戻るわ」

　朝までいてもいい、気が済むまで付き合ってやるとデュークは思っていたが、レティは立ち上がる。もうその強い瞳に揺らぎはない。背筋は綺麗に伸びている。レティは断ったが、当然デュークは部屋まで送った。

「悪かったわ」

「これも俺の仕事だ」

「いいえ、これは仕事とは違う。……貴方がいい人なのよ」

　暗闇の中、デュークの眼にはレティがほんの少しだけ微ほほ笑えんでいるように映った。

「お詫わびに一つだけ、何か訊きたいことがあるなら訊きなさい」

　今のレティならば、デュークがどんな質問をしてもきっとはぐらかさず教えてくれる。

　デュークはレティに色々訊きたいことがあったのだが、とっさに出てきたのは、ずっと気にしていて、でもプライドが邪じや魔まして訊けなかったことだった。

「なら、二人目の騎士が決まっていたら名前を教えてくれ」

　脳裏を掠かすめたのは騎士団の後輩の姿。自分より遙はるかに強い存在。

　デュークとしては相当思い切っての質問だったのだが、レティはデュークの気持ちに気づくことなくそうねとあっさり頷く。

「貴方になら教えてもいいわね。もう決めているの」

　レティはデュークに近寄り、片手をその肩にそっと置く。手に力を少し込めて伸び上がり、耳元へ口を近づけた。

　真夜中の他に誰もいない空間。

　わざわざ小声で話さなくとも誰にも聞こえないのだろうが、あえて『秘密の話』なのだと意識させる。

　それからレティの唇くちびるがデュークも知っている名前を紡つむぎ、そっと離れていった。

「――本当か？」

「ええ、本当。お休みなさい」

　今度こそ眠れるだろう。レティの声の落ち着きがデュークにも伝わったのか、そうかと静かに言うだけだった。

「月に一度ぐらいは息抜きしろよ。お忍びだろうがチェスだろうが付き合ってやる」

「貴方が一緒に来るならお忍びは息抜きにはならないわね」

　レティはお休みなさいと言い、扉が閉まる音を聞く。

「課題の答えが少し見えてきた。……相容れぬものでも共存できるなら、きっと……」

　この先の真実を見るために情報が欲しい。あんなことがあった直後で気は重いが、今夜もう一度王達の会議の間に行くことを決めた。
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　王達の会議の間を訪れたレティは、獅子王アレクサンデルと失恋王ルートガーに会うことができた。隻腕王オスヴァルトはいない。

　この部屋には時間という概がい念ねんが存在しない。だから今夜、一度目に出合った彼らと、二度目に出合う彼らは連続する時間に存在していない。そのことに少しほっとした。

「よう、レティーツィア女王」

「ご機嫌ようアレクサンデル王、少し訊きたいことがあるの」

　昔について訊くならルートガーよりアレクサンデルだろうと、レティはその隣に座る。

「魔法が滅ほろんだこの世界で、呪いというものは存在するの？」

　呪い？　と首を傾げたアレクサンデルに、レティは事情をかいつまんで説明した。

　王宮に呪いの魔法陣が描かれた。標的は王族か自分かはわからない。そしてその魔法陣からは穢けがれを感じた。

「穢れに気づいたのはお前か？」

「いいえ、白はつ光こうの剣を持つ騎士よ」

「白光がそう言うならまず間違いない。その魔法陣は当たりだな。かつて行われた焚ふん書しよを免まぬがれた魔法についての文ぶん献けんが正しく残ったんだろう。呪いは白光に浄じよう化かさせておけ」

　レティの推すい測そく通り、呪い自体は白光の剣を持つアストリッドがいればなんとかなる。しかしそれでは根本的な解決にはならない。

「呪いの魔法陣から犯人を特定できる方法はある？」

「昔は呪いの元を辿たどるような魔法もあっただろうが、俺の時代もお前の時代も無理だろう。魔法という要素が酷ひどく薄い世界になっている」

　神々が消え、魔法の元となる力がなくなった世界。

　それと共に妖よう精せいや精せい霊れいといった古いにしえの存在は姿を消した。消しよう滅めつしたのか、どこかで眠っているのか、レティ達にもわからない。

「黒い手形を大量に残す呪いとかはある？」

「えーそれ呪い？　嫌がらせじゃなくて？　ってか肉球の跡あととかだったら可か愛わいくない？」

「人間の手形では説明できない跡だったのよ。可愛いというよりあれはぞっとしたわ」

　脳のう天てん気きな声で話題に入ってきたのはルートガー。こんなの、とレティは机に手形を描き、ルートガーをぞっとさせてやった。

「手形？　それなら呪いというより召しよう喚かんに近い気もするな。後で何を召喚しやがったのか教えろよ、ドラゴンなら俺もやる」

「ドラゴンが召喚されていたら、今頃わたくしの部屋は風通しがよくなっていたわね」

　子どもの手ほどの大きさだとさっきルートガーに説明したのを聞いていたのに、アレクサンデルは勝手な空想を巡らせて面白がっていた。ちなみにルートガーもドラゴン!?　と眼を輝かせ始めている。

「後は……『お前の正体を知っている』」

　レティは思わず呟いたのだが、傍で聞いていたルートガーがえ!?　と驚く。

「えっ何それ！　うわ、どれを知ってるんすかオレのこと！」

「貴方のことではなくてよ」

「なら俺のことか？　心当たりがありすぎてどれかわかんねぇな」

「……貴方のことでもなくてよ」

　呆れそうになって、レティは待ってと自分の思考に停止をかける。今、獅子王アレクサンデルはなんと言ったのか。

「『お前の正体を知っている』って言われて、そんなに心当たりがあるものなの？　わたくし達の正体の秘密なんて騎士王の生まれ変わりってことぐらいでしょう？」

「いや普通あるでしょー。特殊な性せい癖へきとかー女好きとかーそれも正体だしィ？」

　ルートガーがアレクサンデル側へとつく。驚くレティにアレクサンデルは笑った。

「なんだ？　誰かに言われたのか？」

「言われたというか……書かれたというか。呪いの魔法陣に添そえられていた言葉よ」

「へぇ、それは随ずい分ぶんと楽しい脅おどし文句だな。犯人は今頃有う頂ちよう天てんだろうよ」

　有頂天と言われて、グイードの様子を思い出す。夜に眠れなくなっているぐらいだ、どちらかというとあれは思い詰めていたように見えるが……。

「呪われた奴の慌あわてっぷりを遠くの安全なところから眺ながめて、ざまあとか思ってそうだよな。なー、おっさんはやってた側だろ」

「手当たり次し第だい、臣しん下かに『お前の正体を知っている』に近い言葉をかけただけだ。挙きよ動どう不ふ審しんになる奴は心当たりがあるんだよ。やってみろ、面白いことになるぜ？」

　犯人は今頃有頂天。

　挙動不審になる奴は心当たりがある。

（……これでは、逆だわ）

　レティはひっかかりを覚えて、もう一度最初から考え直す。

　グイードは『呪った』のではなく、もしかして『呪われた』のか？

　お前の正体を知っている――グイードには何か秘密があって、この言葉に動揺した。

　だから過か剰じようなまでに呪いの魔法陣を気にした。エリノアとの婚約を白紙にしようとしたり、レティを襲ったり、『挙動不審』になってしまったのだとしたら。

　一度一人になってゆっくり考えたい。レティはもう帰るからと宣せん言げんし、現実の世界へと戻った。





◆◆◆






　目を覚まし、レティはベッドから起き上がる。チェスボードの前に座り、駒の配置をぼんやり眺めながら色々なことを考えた。

「呪われたのならば、グイード殿下から穢れを感じ取れるのは当然……」

　まず、『誰が』呪ったのか。『どうして』呪ったのか。『正体』とはなんなのか。

　謎はまだ大量に残っている。犯人の目め星ぼしも全くついていない。……アレクサンデルの言葉を信じるならば、犯人は今頃有頂天になっているらしいが。

「行き詰まりね。デュークに言われた通り、月に一度ぐらい息抜きをしようかしら」

　ふと、最近『月に一度』とデューク以外の誰かにも同じことを言われたことを思い出した。そうだ、妹のコルネリアだ。ソフィアが南の静養所に移ってから、月に一度グイードと共にお見舞いに行っていたと言って……。

　そこまで考えてレティは思わず立ち上がった。

「おかしいわ。グイードお兄様は三カ月前のお茶会で『母上の見舞いに行ったのは四カ月前だ』と確かに言っていた……月に一度、グイードお兄様とお見舞いに行っていたというコルネリアの話と矛む盾じゆんする」

　あのときは深く考えずにいたが、今になって大事なことだったのかもしれないと気づく。

「何故……お兄様はそんな噓をついたの……？」

　単純に考えるならば、ソフィアに会いに行ったことを知られたくなかったのだろう。

　では何故知られたくなかったのか。おそらくソフィアとグイードの間に何かあったのだ。

「グイードをお願い……って違う意味だった……？」

　レティはソフィアから『グイードをお願いね』と何度も頼まれていた。ずっとグイードが王になるよう協力を頼まれていたからだと思っていたが、もっと別の――いや本当にただそれだけの意味だった？　ソフィアはもっと前からグイードの様子がおかしくなることに気づいていて、自分が亡なき後のことをレティに頼んでいた？

「待って、でもこの言葉はもっと、もっと前から……」

　もういつから言われているのかわからないぐらい昔、物心つく前から言われているはず。グイードが持つ秘密はもしかしたら相当過去に遡さかのぼるのかもしれない。それは『正体』に関わるようなものだといえるのではないだろうか。

　彼の過去を知りたいと思い、隻腕王の言葉を思い出した。

　――知っておいた方がいいこともあるでしょう？　……僕は、知りたかった。

　隻腕王は未来を知りたいと言っていた。けれどそれは違うとレティは首を振る。

「貴方が知りたいのは未来ではなく、貴方にとっての今、従兄いとこが何を考えているのかを知りたかったのでしょう？」

　どうして国を――自分を裏切ったのか、それを知りたかったはず。

　自分も……同じだ。知りたいのは過去でも未来でもない。

「……わたくしはグイードのお兄様の〝今〟を知りたい」

　ソフィアへ会いに行ったことを隠して、なかったことにしたグイードの真意はどこにあったのか。踏み込むべきは婚約者のエリノアではなく、自分なのかもしれない。










　デュークがレティの心を垣かい間ま見た夜が明ける。

　レティはデュークを連れて、騎士団の宿舎の屋根の上にある物もの見みの塔とうにやってきた。若い騎士達が訓練に励はげむ姿をじっと見下ろすレティは、どこか楽しそうだ。

「お目当ての三番目の騎士でも見つけたのか？　誰が気になった？」

「それはもう騎士団長のヨハネスに決まってるわ」

　訓練を見守るヨハネスをレティは指差した。

「無理を言うな……。俺は新人騎士の中にいたのかと訊いたんだ」

「どれもこれもまだまだ若い。でも可能性を秘めているという点では全員合格」

　風にそよぐ髪を押さえ、レティは空を見る。

「いい光景ね。……結局、わたくしはこうやって上に立つことしかできない。妹か女王かを選べと迫られたら、女王を選ぶ。そういう女よ」

　頂点に立ち、背筋を伸ばし、正しく国を導いていると揺らぐことがない、真実の王でありたいと望む。

「……いいんじゃないか、それで」

「あら、可愛気がないって言わなくていいの？」

「俺はお前がそういう女だから騎士になったんだ。だからそれでいい」

　レティは思わず振り返り、デュークを見上げた。そして珍しい……笑みをこぼす。

「ふふ、若造のくせにね」

　デュークはきっとわかっていない。発したその言葉が今のレティをどれだけ肯こう定ていしているのかを。

「今日、ここに来たのは女王としての覚悟を再確認するためよ。わたくしはこれから真実を暴あばきに行く。おこぼれ姫としては見たくないものだったと後こう悔かいしても、女王としては見てよかったと絶対に言うわ」

　だから少し付き合ってとレティはデュークに言った。







　　　　第四章　一方的な終わり




　レティはデュークに手紙を持たせ、グイードのところへ行かせた。記しるされているのは二人きりで話したいということと、場所と時間だけの簡かん潔けつな内容。

「……ご機き嫌げんよう、グイード殿でん下か。顔色がよくないわ。昨夜ゆうべはきちんと眠れた？」

「用件はなんだ？」

　場所は王宮の奥、人ひと気けのない廊下。レティが手紙で求めた通りグイードの傍そばにいつもいるワルキューレの騎き士しは見当たらない。ここは静かな二人だけの空間となっていた。

「もうお忘れになったの？　あの夜のこと、わたくしは忘れてはいないのに……」

　はっきりと言わなくてもグイードはなんのことかを理解する。レティが自分を呼び出した意い図とはわかっていた。あの夜、レティを襲おそおうとした真しん意いを問いただそうとしている。

「どうしてあんなことを？　わたくし達、兄きよう妹だいでしょう……？」

　覚かく悟ごをしていても真剣な眼まな差ざしのレティに問われればグイードの青せい灰かい色しよくの眼は一瞬揺れ動いた。だがすぐにレティから視線をそらし、元の凍いてついた冷たい眼に戻す。

　レティはそれを痛みを堪こらえるような瞳ひとみで見て、一歩前に進み、グイードを間近で見上げる。

「こっちを見てお兄様。……あの夜はいきなりで驚いたけれど、本当はわたくし……」

「……レティーツィア？」

「お願い、昔みたいにレティって呼んで」

　驚くグイードにレティは腕を伸ばした。縋すがりつくように抱きつき、そっと頭を胸に預ける。レティもグイードもこうするのは久しぶりだと温かい過去を思い出した。失ったあの日々を互いに望みながらも、呪のろわれた血筋がそれを許さない。

「ずっとこうしたかった。でも、妹としてではないの」

　少女ではなく、女を感じさせる甘い声。動けないグイードの胸に手を置き、レティは伸び上がった。揺れ動く美しい瞳からグイードは目を離せない。

「わたくしだって、ずっとお兄様のことを……」

　よく似たレティとグイードの美しい顔が近づく。

「お兄様……」

　吐と息いきのように囁ささやかれた言葉。

　唇くちびるが重なり合う寸前で動いたのは――グイードだった。

「レティ！」

　半なかば突き飛ばすようにレティを自分から引ひき剝はがす。

　悲鳴を上げ、よろけた姿に、しまったという明らかな動揺をグイードが見せたところで、演技はおしまいとレティは表情を変えた。

「……わたくしのことを妹だとしか思えないって顔をしているわ」

　グイードが本気でレティを愛していたのなら今の行こう為いを受け入れただろう。理性が上回って受け入れなかったとしても、歓かん喜きに近い感情を向けるはず。だがグイードが見せたのは『兄としての拒きよ絶ぜつ』だ。

「安心して、わたくしも貴方あなたのことは兄としか思っていないから。もう一度訊きくわ、どうしてあんなことをしたの？」

　さあ、とレティは息を吸い込む。動揺は誘った。ここからが勝負だ。

「貴方の正体って何？」

　途と端たん、グイードは一歩後あと退ずさった。

「心当たりがあるのね。あの言葉は自分に向けられたものだと思った。だから魔ま法ほう陣じんを気にして、あの夜は一人で出歩いた」

「あれは……」

「呪われた自分の傍そばからエリノアを遠ざけようとしたの？　それは理解できるわ。でも本気でもないのにわたくしを襲ったのは何な故ぜ？」

　グイードは違うと掠かすれた声を出す。

「……違う、私は、エリノアは……」

　迷いが見えた。言うべきかどうかグイードはぎりぎりのところにいる。

「殿下！」

　あと一押しというところで割り込んできたのはグイードの護ご衛えいワルキューレの一人。レティは驚かず、やっぱり密ひそかに連れてきていたかと当然のように思うだけだ。だがいいところを邪じや魔まされたのは事実、つい姫らしくない強さで睨にらみつけるように見てしまった。

「グイード殿下!!　ご無事ですか!?」

「いや、今のは……」

「……王女殿下、グイード殿下から離れていただきたい！　今貴女あなたが何をしようとしたのか、ご自分でご理解していらっしゃいますか!?」

　この男の言う通り、遠目ではレティがグイードに迫せまったとしか見えなかったはず。説明が面めん倒どうで、レティはグイードに全てを押しつけることに決めた。

「わたくしは一人で来いと手紙に書いたはずよ、グイード殿下。……まあいいわ、一人で来るなんて思っていなかったし、わたくしも一人きりではないもの。後は貴方から説明しておいてちょうだい」

　これは元々グイードから仕掛けてきた行為だ。責任はそっちにあるとレティが責せめるように見れば、グイードもわかったと頷うなずいた。

「６のルークを４‐１へ。試リ合ザ放イ棄ンは許さない」

　レティはそれだけを言い放ち、踵きびすを返す。物もの陰かげに隠れていたデュークに眼で合図し、颯さつ爽そうと廊下を歩いていった。

「驚いたぞ」

「グイード殿下に？　それとも隠れていたワルキューレ？」

「レティーツィア王女殿下に、だ。演技が上う手ますぎて、俺が割って入ろうかと思った」

　デュークはあらかじめ演技だと聞かされていたが、それでもやめろと言いそうになった。もしかして本当にと一瞬思わせてくれた本人はけろりとした顔で前を歩いている。

　それがなんだか悔くやしくて、デュークは以前の出来事を蒸むし返す。

「俺のときには殴なぐったくせに」

「いつの間に貴方はわたくしのお兄様になったの？」

「……申し訳ありません、なっていません」

「これでもあのときは貴方のことを多少〝男〟と認にん識しきはしていたのよ、当然手が出るわ。でも〝兄〟に迫る真ま似ね事ごとをするぐらいならなんとも思わない。……寸前で突き飛ばしてくれて、真似事になってよかったわ、本当に」

　グイードがレティを突き飛ばすのがぎりぎりになって冷ひや汗あせをかいたのはデュークだけではなく、レティも同じ。しかしひやりとしたかいはある。これで明確にグイードは恋れん慕ぼではなく別の意図を持ってレティを襲ったのだとわかったのだから。

「グイード殿下のことはもうわたくしからは動かない。後はきっとあの人自身の問題ね」

　グイードは何か秘密を抱えている。それが呪いの魔法陣に関係するのかはわからない。ここからは向こうが動かなければ、こちらからはどうしようもない領りよう域いきだ。

　――だが、事態はすぐに動いた。




「王女様！　すみません、いますか!?」

　レティが離り宮きゆうに戻ってデュークの勉強の面倒を見ていたとき、アストリッドが窓を勢いよく開けて叫んだ。どうやって開けた!?　と驚くデュークとは違い、レティはどうしたのと冷静だ。

「グイード殿下は怪あやしいからできる限り見張っておけって騎士団長に言われて張りついていたんですけど、張りついている間のついさっき、ワルキューレの方がグイード殿下に四つ目の魔ま法ほう陣じんが描かれたことを報告しました。場所は穀こく物もつ庫こ、贄にえは山や羊ぎだったそうです」

　つまり、アストリッドに見張られていたグイードは、四つ目の魔法陣を描いた実じつ行こう犯はんではないと証明できた。しかし共犯者がいることは二つ目のときにわかっていたから、今回は共犯者一人で行った可能性もまだある。

「報告を聞いたグイード殿下が、私室に戻られたら机の上に残されていたメモを見つけて……」

　アストリッドは身軽に窓枠を乗り越え、小さく折りたたまれた紙をレティに差し出した。

「殿下がメモを見て驚いていたので……借りてきました。二枚あったんですけど、一枚しかすっ……お借りできなくて」

　それからグイードはすぐにワルキューレを連れて部屋を出た。アストリッドはそこを狙い、デュークに言われた通り、警けい戒かいされないようグイードに視点をあわさずぶつかって、その一瞬の隙すきに懐ふところからメモを掠かすめ取った。中身を読んで、これはもしかしてと慌あわててレティのところへやってきたのだ。

「よくやったわ。……そう、本当に逆だったのね」

　レティが開いた紙にはたった一言、『最後にお前だ』とだけ。

　四つ目の呪いの魔法陣が描かれた直後にこのメモが残されたら、誰でも自分に対しての殺人予告だとわかるだろう。

「グイード殿下には呪われる心当たりがあるのよ。……アストリッド、貴方は騎士団長にこのことを報告して。急いで」

「はい！」

　アストリッドはすぐさま窓を飛び降り、騎士団へと向かった。

「それとデューク、貴方は王宮に」

「わかった、グイード殿下を捜さがしてくる。気をつけろと本人ではなくワルキューレに忠ちゆう告こくすればいいんだな」

「そうよ。自分が狙われていることを何故か隠しているみたいだから。……わたくしも一緒に捜すわ。ワルキューレがいつも傍にいるから万が一のことはないと思うけれど……明確な殺人予告が出た以上、無理にでも口を割らせるつもりよ」

　グイードは見つけ次し第だい、浄じよう化かの力を持つアストリッドの傍そばにいてもらおう。今回は本物の呪いらしいが、アストリッドなら呪いにも犯人にも対抗できる力がある。

　レティはドレスの裾すそを音を立てて翻ひるがえすというお姫様らしくない足さばきで王宮内を歩いた。手当たり次し第だい、警備兵にグイードの姿を見なかったかと訊きく。

　捜さがしている途中でカトライア宮の入り口に出る。そこにはワルキューレの騎士が立っており、レティはやっと見つけたと駆け寄った。

「グイード殿下は中にいるの？」

「コルネリア王女殿下をお訪ねになるそうです」

　その答えにレティは更さらに緊きん急きゆう事じ態たいになったことを悟さとった。グイードがこんな時間に妹に会いに来るのはおかしい。

「あの子は勉強の時間よ、それぐらいグイード殿下だって知ってるはず……撒まかれたわ、捜しなさい！」

　グイードは護衛のワルキューレを自分から引き離すためにカトライア宮を利用したのかもしれない。それが本当なら、二枚あったうちのもう一枚のメモに、彼を呼び出す内容が記されていたはずだ。今頃はカトライア宮を抜け、一人でどこかへと向かっている。

　レティの言葉に慌てて駆け出そうとした護衛達をデュークは引ひき留とめた。

「待て！　四つ目の魔法陣が描かれた場所を知っているか？」

「東の穀物庫の近くと聞いたが……」

「そっちへ行ってくれ。グイード殿下が一人で向った可能性がある」

　以前グイードが夜に一人で呪いの魔法陣を見に行った話を、デュークはレティから聞いている。今回の四つ目も自分の目で確かめるために見に行った可能性はある。

　デュークはレティも駆け出すと思ったのだが、そのレティは足を止めたままだった。

「……変ね、東の穀物庫は備び蓄ちく用で、普ふ段だんは使わない。出入りが激しい南の穀物庫なら『いつでも食事に毒を混ぜることができる』という脅おどしと考えてもいいけれど」

　レティは自分が呟いた『東』という方位にもひっかかりを覚えた。

「北のカトライア宮、西のわたくしの離宮を選ばなかったのは何故かしら。妙に東に集中しているわね。それにどうして今回だけ王族と無関係な場所を選んで魔法陣を描いたの？　二番目の魔法陣と同じで警戒が厳しくてやむなく……？」

　一つ目は騎士団の営えい所しよ、王族用の幕ばく舎しやの中。

　二つ目は東の白しら百ゆ合りの花か壇だん。

　三つ目は大広間のバルコニー。

　四つ目は東の穀物庫。

　魔法陣が描かれた場所は、一つ目から三つ目までは王族に関連したところだった。しかし四つ目だけが違う。ただ、共通点はある。全て王宮の東に位置していた。

　レティの疑問にデュークも確かにと考える。すぐに王宮警備のために頭に叩たたき込んである平面図を思い浮かべ、一つ目の魔法陣の場所から四つ目までを順番に印を付けていった。するとあることに気がつく。

「等とう間かん隔かくの弧こ……いや、違う。魔法陣が、大きな魔法陣になっているのか！」

　今まで魔法陣が描かれた場所。全てを順番に線で繫つないでいくと五ご芒ぼう星せいを描く。

「なら最後の魔法陣は……」

「五番目は東の噴ふん水すい！」

　すぐにデュークは断言し、何かがあってからでは遅いと五番目の場所へ駆け出す。

「デューク！　先に東の回かい廊ろうを進んで！　カトライア宮から外に出られる場所がある！」

　レティが以前フリートヘルムと共にカトライア宮を横切るときに使った道。グイードはフリートヘルムの弟、そこを使えば人目につかずカトライア宮を抜けられることを絶対に教えてもらっている。

「わかった！」

　今はもうレティの傍にと言っている場合ではない。デュークはレティを置いて駆け出す。

　レティは近道をするためにカトライア宮を横切ってデュークの後を追った。途中で出合った警護兵にグイードの姿を見なかったかと尋ねれば、『一人で東の噴水に向かっていったところを見た』という最悪の情報を得てしまう。

（どうかお願い……！　杞き憂ゆうで終わって……！）

　息が切れる頃、レティは遠回りしてきたデュークと合流した。遠くに噴水と四あず阿まやが見える。その四阿の中央には兄とボレル伯はく爵しやくが話している姿が見えた。

　最悪の事態にはならなかったかとほっとできた。グイード派であり、王族信しん仰こうを持つボレル伯爵ならば、グイードに危険が迫せまれば身を挺ていして守るだろう。

　だが、そのボレル伯爵は突然形ぎよう相そうを変え、叫さけんだ。

「王族の血を汚けがす愚おろか者めが!!　神の罰ばつを受けよ!!」

　隠していた短剣を手に持ち、グイードに向ける。しかし命の危機が迫っているグイードは動こうとしない。

　騎士学校での成績が優秀だったグイードならば、ボレル伯爵の短剣など簡単に取り上げることができるはず。なのに向けられたその短剣の刃やいばを、抵てい抗こうすることなく受け入れるかのように立っている。

「……やめて！」

　ボレル伯爵の短剣が陽光を反射して光る。レティは空を見た。だが雷いかずちを呼び出すには今日は余りにも明るすぎる。ならば……！

（疾しつ風ぷうの剣！　横から、加減して叩たたきつける！）

　意い図とした通りグイードとボレル伯爵は突とつ風ぷうに押され、二人とも四阿から外へと叩き出された。思っていたよりも少し風が強すぎたのか、二人とも倒れたまま動かない。

「グイード殿下！　ご無事ですか!?」

　レティより早くデュークが駆けつけ、その身を助け起こした。レティはボレル伯爵の短剣を取り上げ、遠くへと投げる。

「お兄様、しっかり！」

　デュークから兄を引き受け、レティは耳元で叫ぶ。加減を間違えたかとひやりとすれば、ようやくグイードが瞼まぶたを開けた。

「レティ……？」

「怪け我がはないわね。……お願い、抵抗して。貴方に何かあったら……！」

　よかったと抱きしめる腕にレティは力を込める。グイードはまだこの状況を把は握あくできず、ゆっくりと瞬まばたきをした。

「……っ王女殿下！　その男から離れてください！」

　叫び声にレティははっと顔を上げる。ボレル伯爵が憎にくしみに満ちた眼で、グイードを睨にらんだ。デュークはレティとグイードを背にして立ち、抜き放った剣の切っ先をボレル伯爵に向ける。

「ボレル伯爵、何故貴方がグイード殿下を？」

　グイード派の人間が、グイードを狙った。フリートヘルムならともかく、とレティもデュークも不思議に思う。

「私達は皆騙だまされているのです！　王家の血筋を欺あざむいたこの男に！」

「グイード殿下が何を騙していると言うの？」

「証拠は何もありません！　だからこうするしかないのです！　神の加護を断ち切り、生まれ変わることができないおぞましき呪いを！　……神の、王の代わりに！」

　純血の王女殿下！　と縋すがるようにボレル伯爵は叫んだ。

「その男は……！」

　しかし異変はそこで起きた。突然レティは全身が総そう毛け立だち、息苦しさに息を吞む。

　――『何か』が来る、と肌で感じた。

「……っは、あ……ううう!!」

　それと同時にボレル伯爵が突然苦しみだし、胸を搔かきむしり始めた。その尋じん常じようではない様子にデュークは剣を片手に駆け寄る。

「胸の病気を持っているのか!?　しっかりしろ！」

「ううっ……わた、しは、……許さな……！」

　何が起こっているのかと焦あせるレティは、苦しんでいるボレル伯爵の背後から黒い手が飛び出ているのを見る。それはボレル伯爵の胸を貫つらぬき、ゆらゆらと揺れていた。

　恐怖にひっと喉のどが鳴りかける。

（違う、背後ではなくもっと後ろ……四阿、……床に描かれた魔法陣から這はい出て……!?）

　四阿には血で魔法陣が描かれていた。そこから無数の黒い手が生えている。それらは蠢うごめき、這いずるように次々とボレル伯爵に近寄り、身体からだに絡からみついた。

（黒い手が、ボレル伯爵の胸を……心臓を）

　それはボレル伯爵の心臓を確かめるように二度手首を回す。そして勢いよく握にぎり潰つぶす瞬間、レティはぎゅっと眼をつむった。

　断だん末まつ魔まの悲鳴としか言いようがない叫び声をボレル伯爵は吐はき出し、レティは悲鳴を上げそうになるのを必死に堪こらえる。

　グイードもデュークにも、きっとあの無数の手は見えていない。見えているのは穢けがれを司つかさどる暗あん黒こくの剣を身に収めるレティだけ。

　ぞっと背筋が凍こおった。

　黒い手はゆっくりと四阿に描かれた魔法陣に沈んでいく。そして……消えた。

　ボレル伯爵の凶きよう行こう。

　呪いの魔法陣を描いていた事実の判明。

　そして突然の死。

　理解を超えた現実に呆ぼう然ぜんとする中、いち早く我に返ったのはレティだった。

　デュークは魔法陣を順番に線で繫いでいくと五芒星になると言っていた。

　ボレル伯爵は五つ目の魔法陣を描き、最後にグイードを贄としてその場で殺そうとしたのだろう。そしてレオンハルトの言っていた『転生の輪を断ち切り、天の国に行くことなく未み来らい永えい劫ごうこの世界をさまよう意識となる』という呪いをかけようとした。

　しかし、ボレル伯爵が誤って描き続けていた魔法陣によって呼び出されてしまった黒い手は、呪いの実行者であるボレル伯爵を殺して姿を消した。

　納得できないことはあっても、事態はひとまず収束した――。

　この後は念のために標的であったグイードの傍にアストリッドをつけて、しばらく何事もなければそれで終わる。ただ大量の謎は残ったままだ。

「デューク、王宮の医師と四つ目の魔法陣のところに行ったワルキューレを呼んできて。……念のために、ボレル伯爵を診みてもらいましょう」

「……そうだな」

　急ぐデュークの足音を聞きながら、レティはため息をつく。

「貴方はまだ少し横になっていて。ワルキューレが来てから動きましょう」

「いや、もう……」

　大丈夫だ、とグイードは言おうとしたが、息を吞んだ。レティはどうしたのかとグイードが見ている方向を眼で追いかけ、グイードを支える手に力を込めてしまう。

「黒い、手……!?」

　横たえられたボレル伯爵の足元から再び現れた黒い手。グイードの驚き方から、今度はグイードにも見えているのだとわかる。

　無数に這い出てきたその手は、一気にレティとグイードへ向かう。

「なっ……!?」

「……これは……夢、ではなかったのか……!?」

　レティは奥歯を嚙かみしめた。

　呪いはまだ終わってはいなかった。呼び出した本人であるボレル伯爵の命を喰くらったせいなのだろうか、先程よりも動きが活発に見える。力を増したことで、見えなかったはずのグイードにも見えているのだ。

（何故!?　五番目の贄を得て、呪いは完成したはずでは……!?）

　どういうことだとレティは愕がく然ぜんとする。そのとき、頭の中を過よぎったのは王達の会議の間で聞いた獅子王アレクサンデルの言葉だった。

　――それなら呪いというより召しよう喚かんに近い気もするな。

　一つの可能性に気がつく。

　そもそもこれは『呪い』ではなく、穢けがれた古いにしえの生き物を呼び出す『召喚』だとしたら。……召喚者であるボレル伯爵が死んだ今、誰がどうやってこれを元の居場所に戻せばいいのか。

（この手が野放し!?　冗談ではないわ！　このままではお兄様もわたくしも……！）

　来る、と思った瞬間、黒い手はレティではなく全てグイードに向かった。何本もの黒い手はグイードの喉に絡みつき、締めつける。

「グイード殿下!?」

　黒い手によって意識を奪われたグイードは動けない。

　レティは騎士の剣を呼び出して振るった。黒い手はレティに薙なぎ払はらわれ、一瞬怯ひるむ。

（この手の標的はグイードお兄様!?）

　レティがグイードを庇かばうように前に立ち、蠢く黒い手を睨む。白光の剣がなくても、もう一つ手段がある。

「業ごう火か！」

　騎士の剣を身体に仕舞い、レティは全てを焼き尽くすことができる業火の剣を呼び出す。

　剣を振るえば炎が黒い手を包み込んだ。全力を出せば火柱が上がるほどの火力を持つが、流石さすがにそこまで派手なことはできない。

　加減をしつつ炎を収めていけば、炎で包む前と変わらぬ動きをする黒い手が見えた。

「効きかない!?」

　業火は〝存在するもの〟であれば全てを燃やし尽くせる。その業火の炎が効かなかったということは、黒い手はこの世に存在しないもの……つまり呪いや穢れそのものなのだろう。これをどうにかしようと思ったら、やはり白光の力が必要になる。

（どうする!?　悠ゆう長ちようにアストリッドを呼びに行く時間はない……！）

　王宮内をこの手が這いずり回る光景を思い浮かべ、レティの背筋は凍こおった。これを野放しにしたら最後、多数の犠ぎ牲せい者しやが出る。

「暗黒では意味がないし……」

　暗黒の剣を使ったところで、穢れに穢れを与えるようなものだ。やはり逆の属性を持つ白光でないと……。

　そこまで考えて、レティはもしかしてと鋼こう鉄てつの剣を呼び出す。普段は身体に入れたままにしてある、この身を怪け我がから守るための剣。それを手に取り、迷いなく自分の手の平を切った。すぐに血があふれ、手の平を紅あかく染める。

　今度は黒い手に効果がないはずの暗黒の剣を呼び出し、その刀とう身しんを手の平でなぞった。黒い刀身にレティの血の痕あとがついていく。

「来なさい！　〝餌えさ〟よ！」

　予想通り血の臭においに引き寄せられ、黒い手はレティの血がついた暗黒の剣の刀身に殺さつ到とうする。一気に襲いかかる無数の手に怯むことなく、目の前に剣を構えた。

　血ち塗ぬられた黒い刀身に触れた瞬間、まるで融とけ込むかのように黒い手は姿を歪ゆがませる。

　――思った通り！　同じ属性なら……この刀身を核かくにして一時的に封ふう印いんする！

　血を啜すする黒い手をまとわりつかせたまま、レティは自分の足元にできている影に暗黒の剣を突き刺した。

　暗黒の剣の鞘さやは――レティの影だ。

　封印されることに気づいた黒い手は抵てい抗こうし始め、なかなか影の鞘に収めることができない。剣を浮かせようとする力に対し、レティはハイヒールの底で柄つかを蹴けった。




「これは王の命令ジヤツジメントオーダーよ！　わたくしに従いなさい!!」




　途と端たん、強い手て応ごたえを感じる。

　黒い手をまとわりつかせた刀身が、一気に影へと吸い込まれていく。そして音もなくその中へ姿を消した。

　辺りに静せい寂じやくが戻り、レティは手を広げる。手の平の傷はもう血が止まり、赤い線となっていた。大だい地ちの剣がレティの怪我を癒いやしているおかげだ。

「正直、自分の影の中にあれがいると思うとぞっとするけど、今は仕方ないわ……」

　後でアストリッドと相談してどうにかしよう。それまでの我が慢まんだと自分に言い聞かせ、レティは倒れているグイードの元へと跪ひざまずいた。

「グイード殿下、しっかり！」

「……レティーツィア？」

　グイードはレティの呼びかけにすぐに意識を取り戻した。

「デュークがワルキューレを呼んでいるわ。……大丈夫、貴方は助かった。まだ少し意識がふらついているとは思うけれど……」

「黒い、手が……」

「……それは夢よ。貴方はボレル伯爵に襲われて、意識を失ったの。デュークが助けてくれたから」

　グイードはぼんやりとした声で、そうかまたあの夢かと納得していた。

（お兄様は一体いつから黒い手に襲われ続けていたのかしら……この人が眠れなかったのは、そのせいなのかもしれない）

　でももう黒い手はグイードを襲うことはない。やっとこの人に安らかな眠りが訪れるだろう。

「どうしてこうなったのと訊いてもいい？」

　レティはそう言ったが、すぐにいいえと自ら首を振る。

「ごめんなさい、言葉が違うわ。――まずは、貴方が助かってよかった」

　グイードは言葉を失う。支えるように抱きしめてくれるレティの腕を、必要ないからと振り解ほどくことはできなかった。










「用件は？　ここを選んだということは、相当のものだとお見受けするけれど」

　次の日、レティはグイードによってカトライア宮の奥庭に呼び出されていた。デュークとグイードの騎士が入れないカトライア宮を選んだのは、本当の意味で『二人きり』になるためだろう。

「昨日のことならデュークが始末をつけておいたでしょう？」

　デュークはレティの『グイードには呪われる心当たりがある』ことを伏ふせたいという意い向こうを汲くみ、ワルキューレにボレル伯爵の凶きよう行こうを突然のものだと説明してくれた。

　一応、レティはデュークに真実を話したのだ。

　ボレル伯爵が仕掛けた魔法陣の呪いによって黒い手のようなものが呼び出され、レティが己おのれの持つ剣に封印した……と説明してもデュークは『はいはい』と言って信じなかった。

　これはデュークが悪い。自分は悪くない。

「昨日はチェスの手を進めることを忘れていた」

　グイードの声は落ち着いている。つい先日、レティによって再開されたチェスはこのままだと引き分けドローになる局面だ。

「王キングを２‐７へ」

　しかしグイードが告つげた次の一手は悪あく手しゆだ。これではレティがあと三手で勝ってしまう。

「待って、貴方がこんな手を打つのは……」

「私リのザ負イけンを宣言させてもらう」

　一方的な負けを告げられ、レティは意い図とが読めずに困こん惑わくした。

　グイードはわざとチェスに負けた。しかし負けたところで、この勝負はたわいもないお遊びだ。

「負けた方が弱みを一つ教えるとの約束だったな。それを果たそう」

　レティがチェス勝負の話を持ちかけたとき、勝ったらグイードの未だに苦にが手てな食べ物を教えてもらうことになっていた。でもグイードがそれを教えるためにわざわざレティを呼び出すわけがない。

「……その前に、昔話をしようか」

　グイードは咲き誇ほこる白しら百ゆ合りを見つめ、そう切り出した。今日は風がない。耳が痛いほどの静けさが、この奥庭を包む。

「私達はよく似ているな」

「兄妹でしょう？　似ていて、当然よ」

　あの夜に交わされた会話をもう一度。グイードはほんのわずかに嘲わ笑らった。

「お前は亡き第一王妃によく似ている」

「ええ、そうね。最近は特にそう言われるようになったわ」

　他人状態だった母に似ていると言われることをレティは複雑に思う。だが母娘おやこなのだし、似ていて当然なのだ。言われたことを、ただ笑って曖あい昧まいにごまかしていた。

「私達は母親が違う。なのに、何な故ぜ私はお前に似ているんだ？」

「それは……大人がよく言っていたでしょう。わたくしたちは曾ひいお祖ば母あ様に似たんだって」

　実の兄妹のように見えた二人に向かい、大人達は嬉うれしそうに『名めい君くんの王妃に似たからきっと賢かしこくなる』と言っていた。

「……そうだな。私は確かに曾お祖ば母あ様に似たのだろう」

　グイードはレティの言葉を肯こう定ていしながらも、響きは否定していた。

「何が言いたいの……？」

「私は、母にも父にもあまり似ていない。だから小さい頃は不ふ審しんな眼で見られた。その記き憶おくは確かに残っている」

　それはまるでソフィアの不ふ貞ていを疑うような発言。レティは聞き流せずに叫ぶ。

「ソフィア王妃がお父様を裏切るわけないわ！　本当にお父様を愛していたことを貴方も知っているでしょう!?」

　そうではないとグイードは首を振った。だが何が違うのかレティにはわからない。

　――いや、わからなくなってきたのだ。

「疑いの眼まな差ざしが強くなる中、お前が生まれた」

　グイードは自分とよく似たレティの顔を見る。同じ青せい灰かい色しよくの瞳。同じ金色の髪。並ぶと実の兄妹のようだと、ソフィアも亡き第一王妃も微ほほ笑えみ、喜んだ。

「似すぎていて、誰もが兄妹だとしか思わなかった。だから……真実が遠ざかった。母上はお前に感謝をしていた。お前が生まれなければ、きっと真実はどこかで明らかにされていただろうと」

「……お兄様？」

　段だん々だんと、何を言いたいのかレティは察さつする、察してしまった。




「実は私は小さい頃に取り替えっ子の疑惑があったんだ」




　あのときと同じ言葉なのに、同じ意味には聞こえなかった。

　レティは言葉を失い、立ち尽くす。頭の中に回る言葉はだってという否定だ。

「証拠……は、あるの？」

「きっとない。ボレル伯爵も私に『唯一の証人はもう死んだ』と言った。本物の『グイード』の眼の色を知っていた女性が、三カ月前の死に際になってボレル伯爵にこの真実を伝えたらしい。彼女は産さん婆ばとしてボレル伯爵夫人の出産を手掛け、それ以来ボレル伯爵と助けることができなかった彼の妻さい子しの死を悼いたむ手紙を取り交わし続けていたそうだ」

　グイードはあの四阿でボレル伯爵に告げられたことをレティに教える。

「彼女はソフィア王妃の出産時、まだ産婆の見習いだった。師しの傍で荷物を持つだけの役割でしかなかったが、『本物のグイード』が生まれた直後に死にかけた際、師である産婆に手伝えと言われてお湯を持って部屋の中に入った。そのときに眼の色を見たらしい」

　本物の王子の眼の色は、今ここにいるグイードのような冬の空を連想させるような灰色がかった青色ではなかった。

　だが、その証拠はどこにもない。唯一の証人であったボレル伯爵夫人の産婆と、おそらく首しゆ謀ぼう者しやであった先代のオイレンベルク侯こう爵しやくとアウフレヒト公爵はもう死んでいる。このことを告こく発はつしても、何も知らない当代のオイレンベルク侯爵に『何を馬ば鹿かな』と鼻で嘲わ笑らわれるだけだろう。

　だから真実を知ったボレル伯爵はグイードを呪い殺すという方法に出た。過か剰じようなまでの王族信しん仰こうを持つ彼は、国王の子ではないグイードが王子であるという罪つみを許せなかった。

　グイードが永遠に天の国に行けない呪いを探し出し、その呪いを実行するために魔法陣を描き、最後に自らの手で神の代わりに殺そうとした。

「……証拠もない仮定の話を、わたくしが信じると思うの？」

「信じる、お前なら。……事実、私の眼の色は父にも母……ソフィア王妃にも似ていない」

「でも曾お祖母様に似たせいかもしれないわ！」

　レティの反論に、グイードは首を振った。

「私が本当に『グイード』なら、出産に立ち会った産婆や女官達がその数年内に全て死んでいるのは何故だ？」

　それが意味することをレティは理解する。ついに反論の言葉を失った。

「うそ……」

「ボレル伯爵夫人の産婆は当時見習いだった。『出産を行う部屋の中までは入っていない』と見なされて、助かったんだ」

　きっとグイードは既に調べ上げた後だ。調べいくうちに確信を得ていったのだろう。

「仮に……！　仮にそれが本当だとしても！　それでも貴方なら、王子であることを望むはず！　証拠がなく、ここまで来てしまった以上、もう引き返せないでしょう……？」

　この事実を明らかにすれば、グイード派オイレンベルク家の罪は重い。三大侯こう爵しやくから転落し、ついに一大侯爵となるフリートヘルム派ローエンシュタイン家が台たい頭とうするだろう。

　そのことはグイードだってわかっているはず。グイードならば罪の意識に苛さいなまれたとしても、後ろ盾のオイレンベルクを守るために、この秘密を王家の墓所まで持って行く。

「私が生まれたのとほぼ同時期に生まれ、死し産ざんだと伝えられた赤子がいる。……先代のアウフレヒト侯爵の嫡ちやく男なんゲオルグ・アウフレヒトの最初の妻、お前の伯お母ばに当たる方が生んだ子、ハイリッヒ」

　現在のアウフレヒト侯爵であるゲオルグは、グイードの婚約者エリノアの父親。最初の妻がレティの伯母にあたることは、レティも知っていた。

「私の本当の身分はアウフレヒト侯爵家嫡男ハイリッヒ。私はお前の従兄いとこになる」

「……そんな」

　レティは拳こぶしを握る。グイードがもし母の姉――叔母に似たのなら。レティと似ていて当然だ。だってレティは母に似ているのだから。

「でもそんな国を欺あざむく大たい罪ざいを……誰がするというの……？」

「しないはずがないだろう！　この呪われたオイレンベルク家の者ならば！」

　血を吐はくような叫さけびだった。

「フリートヘルム兄上が生まれ、このままではローエンシュタイン家の血筋から王が生まれる！　オイレンベルクはなんとかそれを阻そ止ししなければならない！　ソフィア王妃は男子を産まねばならなかった！　生まれた子が死んでいてはいけなかった！」

　ああ、とレティは言葉を吞み込んだ。

　その通りだ、オイレンベルクは追い詰められていた。ソフィアは第二王妃だ。ローエンシュタイン家の第三王妃よりも立場が上。彼女が男子を産めばその子が王になる可能性が充分にある。

　……もし生まれた『グイード』が死んだのならば、絶対に、ゲオルグ・アウフレヒトの嫡男と『取り替えっ子』をしたはずだ。いや、そもそもこれは既すでにもっと前から計画されていたのかもしれない。

　生まれた子が死んでしまう可能性は、万が一でもあってはならなかった。ならば予め〝そのとき〟に備え、先代のオイレンベルク侯爵とアウフレヒト侯爵によって同時期に生まれるであろうハイリッヒを『予備』としていた可能性は高い。でなければ、誰にも知られぬように取替えっ子が実行できるはずがないだろう。

「……エリノアと貴方は、異い母ぼ兄妹になるのね……」

「そうだ。だから薄々気がついていた母上は結婚を嫌がった。エリノアを嫌っているふりをして、どうにか結婚を先延ばしにしようとしていたんだ」

「今のアウフレヒト侯爵……貴方の本当のお父様はこのことを知っているの？」

「……あの方は正義感が強すぎる。先代のアウフレヒト侯爵は、息子にすら取替えっ子のことを黙っていただだろう」

　そうねとレティは頷いた。知っていたらエリノアが婚約者になるはずがない。

　グイードが一歳のときに亡くなってしまった先代のオイレンベルク侯爵は、後に再婚した現在のアウフレヒト侯爵に女の子が生まれ、その子がグイードの婚約者になるとは予想していなかったはず。

　彼もまた、自分の息子である現在のオイレンベルク侯爵に真実を告げていないだろう。もし現在のオイレンベルク侯爵がそのことを知っているのならば、異母兄弟での婚約を承知するはずがない。

　ごく少人数の、先代のオイレンベルク侯爵やアウフレヒト侯爵、そして産婆達だけで行われたかもしれない罪は、今になって更に重い罪を重ねようとしている。

「いつ、このことを？」

「母上が南へ静養に行かれて、二回目の見舞いに行ったときに聞かされた」

　それは例の『四カ月前』の日と一いつ致ちする。グイードはその事実を知ったことをレティに知られたくないと思い、とっさに噓をついたのだろう。

「わたくしを襲ったのは何故？」

「私はお前としていたチェスの勝負がつくまでを猶ゆう予よ期間とした。その間にもう一つの可能性も考えた。この真実を明らかにすればオイレンベルク家は罪を糾きゆう弾だんされ、力を失う。しかし、本当の身分に戻った私が……アウフレヒト侯爵家嫡ちやく男なんハイリッヒが女王レティーツィアの夫となれば、力関係を元に戻せるかもしれないと」

　だが、とグイードは息を吐き出した。

「これは無理だった。結局私がお前を女として見ることはできなかった」

　血が繫がっていないと知っても、グイードにとってレティは妹でしかなかったのだ。

　グイードの思いを感じ取ったレティはそうねと思う。

　自分も同じだ。例え本当の関係は従兄であっても、グイードは兄だ。

「……エリノアのことは？」

「婚約を破は棄きする方法を考えている。別の方法を考えて、それでも無理ならば彼女と結婚する。……ただ、子は作らない」

　グイードは何も知らないエリノアに罪を背負わせるつもりはない。これが原因で外に男を作られても、寧むしろそれでいいと安あん堵どする。

「何故この話をわたくしにしたの？　……貴方は、どうするつもりなの？」

「このまま誰にも真実を告げることなく、罪を背負っていくと覚悟を決めた。お前に話したのは、この真実がきっと〝課題の答え〟に必要だと思ったからだ」

「課題の答え？」

「兄上から託たくされた、呪われた三大侯爵の血統から解放される方法。私なら見つけられるかもしれないと」

　そこまで聞いてレティは喉のどが詰まった。

　――違う！　だってこの人は……！

　罪を背負うと覚悟を決めた？　違う、決めなければならなかったのだ。

　真実を明らかにしたらどうなる？　罪を糾きゆう弾だんされ力を失ったオイレンベルクは没ぼつ落らくするだろう。そしてついに一大侯爵となったローエンシュタインは、女王であるレティとぶつかり合い、本当の兄妹である二人が血を流し合う。

　グイードはオイレンベルク家のためではなく、レティとフリートヘルムのために罪を背負うと言ってくれているのだ。本当は罪を明らかにし、断だん罪ざいされたいと願っているのに。だからボレル伯爵に襲われたあのとき、抵抗をしなかったのに……。

「待っていて！」

　たまらずレティはグイードを抱きしめる。

「必ず貴方が望む形で生きていけるようにわたくしがするわ！　……それまで共に罪を背負うから、どうかお願い、もう少しだけ……！」

　――兄は、ソフィアから打ち明けられてからずっとこのことを一人で抱かかえ込んでいた。

　国のことを、兄妹のことを想い、夜も眠らず一人でどうしたらいいのかを考えながら過ごしていたのか。

　もっと早く踏ふみ込むべきだった。共に罪を背負うと言うべきだった。

　取り替えっ子なんて冗談を言う人ではない。

　表情が変わらないことに隠され、自分の生まれに対しての自じ嘲ちよう、そして知ってほしいとの願いが含まれていた本当の言葉だったのに……!!

「わたくしは早く、誰もが認めるような立派な王になるわ！　三大侯爵を抑え込めるような王になる！　それまで待っていて！」

　グイードが王子ではないと知られたら政治的均きん衡こうが崩れる。フリートヘルムとレティが国を二に分ぶんする争いを始める。それを回かい避ひする力は、まだレティにはない。

「今はまだ駄目……わたくしにそこまでの力はない……あの人に、フリートヘルムお兄様にわたくしは敵かなわない……！」

　レティに課題を突きつけ、試すような余よ裕ゆうさえ見せるあの人。生まれながらの王に、ただの小娘が敵うはずがない。

　悔くやしいと自分の力の足りなさを痛つう感かんし、レティは歯を食いしばる。

　もうおこぼれ姫ではいられない、誰もが認める王にならなければならないのだ。

「……なら待とう、その日が来るまで。私はフリートヘルム殿下の対極に立つ」

　互いに牽けん制せいし合うことでレティを助ける。

　フリートヘルムは一度だってレティとグイードに言葉にして言ったことはないが、自分の役割を充分すぎるほど理解している。きっとグイードの想いに応こたえてくれる。

「お前は……どう思っている？　本当は兄ではない私を……」

「いいえ、兄よ。兄でなくても、貴方はわたくしのお兄様よ。……わたくしだけではないわ、ソフィア王妃だって、お父様だって妹も弟も――……きっとフリートヘルムお兄様だって同じことを……！」

　グイードがレティを抱きしめ、ありがとうと囁ささやいた。

　レティは涙がこぼれそうになるのを必死に堪こらえる。フリートヘルムもレティと同じように、たとえグイードが本当の弟でなくても弟として愛し続けてくれるだろう。

　だが、彼は、呪われたローエンシュタインの血を半分持つ。知ったら、愛しながらもグイードを断罪するだろう。……そういう人なのだ。

（フリートヘルムお兄様は生まれながらの王。けれどわたくしはそれよりも上に行ってみせる……誰もが認める王になる……！）

　失われた温かい日々。呪われた三大侯爵の血統に奪われたもの。

（わたくしは神ではない……人間だもの。必ず取り戻す……！）

　急がなければ。早く王にならなければならない。







　カトライア宮の入り口に戻ってきたレティの表情は、既に何かを決意した後だった。

「……ボレル伯爵の件、わたくしに任せてもらったわ。レオンに頼んでこれから『誰もが信じる真しん相そう』を作るわよ」

　主しゆ君くんを待っていたデュークはただわかったと頷うなずいた。レティは、訊かれても教えるつもりはない、そんな眼をしている。

「〝政治的な思おも惑わく〟があって捜査自体を内ない々ないにしたいと殿下が言えば多少の融ゆう通ずうは利きく。伯爵家の捜そう索さくの指し揮きを俺が執とれるように団長に進言してくれ。証しよう拠こ品ひんは騎士団で調べる前にレオンハルト殿下に渡せばいいんだな」

「ええ、お願い」

　デュークを騎士団に残しておいてよかったとレティは思う。でなければ、騎士団の手によって中ちゆう途と半はん端ぱに真実が暴あばかれたかもしれない。

「それから二人目の騎士についてだけれど、のんびりしている暇ひまがなくなったわ。早めに動く。わたくしは近々王宮に住まいを移すから、貴方も準備をしておいて」

　矢や継つぎ早ばやに指示を出し、レティは早足で離り宮きゆうに向かう。デュークはその背を追いかけながら、何かあったんだろうと察した。

　……ならば、その騎士である自分も動かなければならない。

　騎士団に向かう前に、デュークは寄り道をする。レティの弟レオンハルトの私室の扉をノックした。

「今は留る守すです～」

「いらっしゃいましたか、失礼します」

　机の上には大量に積まれた本。扉近くではレオンハルトの顔しか見えない。

「レオンハルト殿下、お話が」

「ア～今は留守って言わなかったっけ？」

「レオンハルト殿下」

　勝手に人の部屋に入ってくるわ、他人の話を聞いていないわとレオンハルトは不ふ機き嫌げんになりながら本から顔を上げる。

「なんの用ですかァ？　姉上の見ていないところで仲よくする気はないんですけど～」

「王女殿下からの頼み事です。ボレル伯爵が黒くろ幕まくだった呪いの魔法陣の件について『誰もが信じる真相』を作るのを手伝えと」

「それはまた意外な犯はん人にん。わかりましたとも、引き受けるって伝えておいてクダサイ」

　あのボレル伯爵がねぇとレオンハルトは首を傾かしげた。確か王族信仰という意味不明の趣味を持つ人物だ。それが王宮に呪いの魔法陣を描くとはどんな意図があったのだろうか。だからこそレティは『誰もが信じる真相』を作れと言ったのだろうが。

「もう一つ、俺からの頼み事です。語学の教師を引き受けていただけませんか？」

「ハァ？　嫌ですよ、君には姉上が教えるって言ってませんでしたっけ？」

「王女殿下は動き始めました。時間を惜おしんでいます。主君の限られた時間を俺のために使わせるわけにはいきません。どうかお願いします」

　デュークはレティの足手まといになんか絶対になりたくない。そのためならば年下の苦手な人間に『はい』と言わせるまで頭を下げ続けても構わない。

「なら別の方にお頼みすればいかがです～？　例えばフリートヘルム兄上とか？　僕は忙しいんですよ、これでも」

　はい残念～！　とレオンハルトはデュークの頼み事を拒きよ否ひする。

「そう言われるのは予想済みです」

　デュークはレオンハルトに近寄り、その顔から滑なめらかな手つきで眼鏡めがねを奪い取った。

「……何？　返してくれるかなァ？」

　レオンハルトは取られた眼鏡を見て、次にデュークを見て、手を差し出す。

「予想が確信に変わりました。レオンハルト殿下、実は貴方の眼、悪くないでしょう」

「いいえェ、とっても悪いですよ～」

「以前、階級対比一いち覧らん表を一瞬見ただけで王女殿下の筆ひつ跡せきだと判別しましたよね。眼が悪いなら、眼鏡をかけていないときにあの細かい字を一瞬で見分けるのは不可能です」

「……ふぅん？」

　レオンハルトの声が少し低くなった。

「今回、眼鏡を取り上げたときにも、貴方の眼は変わらなかった。眼が悪いなら、俺の顔が見づらくてつい眼を細めてしまうはず」

　デュークは奪い取った眼鏡を間近で見る。予想通りただの薄いガラスだ。

「眼が悪くないのに、あえて眼鏡をかけるその真意は？　と」

　どうぞとレオンハルトの手に眼鏡を返した。

「俺も十六歳を経験してきた男ですから、気持ちはわかります。その年なら見み栄え張りたいですよね。女性と見間違われる顔に関する劣等感コンプレツクスなら更に」

「ちょっ……」

　動どう揺ようして思わず声を上げたのがまずかったのか、デュークはしてやったりと口元を歪ゆがめる。すぐに完かん璧ぺきすぎる対ご婦人用騎士笑顔で、レオンハルトに大丈夫ですと頷いた。

「王女殿下にこの話をする気はありません。ですが、俺の友人にうっかり話してしまうかもしれません。なにしろ〝すっごく仲がいい〟ので」

　デュークの親しい友人といえば、すぐに第一王子フリートヘルムの顔が思いつく。レオンハルトは珍しく言葉を失い、反はん撃げきの毒どくを吐き出せない。かろうじて出てきたのは、レティとよく似た幼い罵ば倒とうの言葉。

「……最ッ低だねぇ、君」

　レオンハルトは手に持っていた本を閉じ、机の上に叩たたきつけるように置いた。

「僕、君のことが大ッ嫌いかもしれない」

「ありがとうございます」

　デュークは第三王子のほんのわずかに残っていた好意と引き替えに、最高の語学の教師を手に入れた。







「この古こ文もん書じよの文字は古代ヘラス語よりもう少し古い言げん語ごです。それでもボレル伯爵は『転生』や『贄にえ』と書かれた単語ぐらいは読み取れたのでしょう。自分で解読を試みようとし、間違った解読をしてしまった」

　報告会議に出席したレオンハルトは様々な注ちゆう釈しやくがはさまれていた古文書を開く。

「彼はこの古文書に書かれた魔法陣を『贄を捧げれば妻が復活できる』と解かい釈しやくしたようです。妻が蘇よみがえるならばと呪いを実行し、贄を捧げた」

　初めは鳥だった。次は猫、犬、山や羊ぎ……贄は段だん々だんと大きくなっていく。

「ですが所しよ詮せんは素しろう人とです、誤っている箇か所しよも多かったでしょう。ボレル伯爵は古文書に書かれている呪いの魔法陣を描くのに適する場所と時間を読み取ろうとした。しかし王族を愛している彼は、できる限り王族を呪いから遠ざけようともしていました」

　ボレル伯爵が過か剰じような王族信仰を持つ話は有名だ。だからレティとレオンハルトはそこを逆さか手てに取り、色々な矛む盾じゆんをごまかす。

「第一の魔法陣には、武術会を中止にさせる意図はなく、終わった後に発見されるはずでした。第二の魔法陣の際に荒らされた百ゆ合りは、庭師によるともうじき散るはずだったそうです。……この時期を選んだのはボレル伯爵なりの配はい慮りよだったのでしょう。第三の魔法陣は誕生会そのものを避さけ、夜や会かいを選んで朝に発見されるようにしました」

　ボレル伯爵が配はい慮りよしたのは、レティとフリートヘルムが関わる第一の魔法陣と、コルネリアが関わる第三の魔法陣だけだ。

　彼は白百合の散る時期など知ってはいなかっただろうが、その方がより真実味があるとレティとレオンハルトが付け加えた。人は信じたい真実の方を信じてしまうものだ。

「そして、四番目の魔法陣を描いた後、グイード殿下を五つ目の魔法陣を描いた場所に呼び出した。最後の贄に高こう貴きなる血を持つグイード殿下を捧げようとしたところで、胸の病気が引き起こした発作によって亡なくなった。王立騎士団の者がその現場を見ています」

　最後に『お前の正体を知っている』と書かれた文字に関してはどうだと問われ、レオンは推すい測そくですが、と前置きする。

「あの言葉自体に意味はないでしょう。『邪じや悪あくな者』は真ま名なを明かさないよう並び替えアナグラムで作った名を使う話は神話にもよく出てきます」

　この事件は妻を愛するボレル伯爵が引き起こした。しかし犠ぎ牲せい者しやは本人だけだった。

　レオンの説明を聞き、ボレル伯爵をよく知る者ほど納なつ得とくする。彼の妻を失った悲しみは深く、希望があれば縋すがっただろう。

「当人が既に亡くなっています。これ以上は表おもて沙ざ汰たにしない方向でいきましょう」

　騎士団長の言葉に誰もが頷き、この事件の表向きの決着はついた。誰もがやれやれという重たい表情を見せながら、会議の間を出て行く。

「……納得しかできない真相を作ってくれて助かったわ、ご苦労さま」

　他にヘラス語を知っている者が古文書を見ても辻つじ褄つまが合うようにレオンハルトは『真相』を作ってくれた。寝ずにずっと格かく闘とうしていたのを、レティは知っている。

「いえいえ～裏工作は僕の得意分野ですからねぇ。姉上がボレル伯爵の日記と手紙も見せてくれたら、もう少し楽だったかもしれないんですけどアハハ」

「ああ、あれは見る価値のないものよ」

　デュークが王立騎士団の手に渡る前に回してくれたボレル伯爵の日記と手紙。そこに書かれていたことから、事件の様々な詳しよう細さいをレティは知った。

　ボレル伯爵はソフィアが真実を知りながら黙っていたのだと思い込んでいたらしい。だからソフィアが愛した白百合をあんな風に荒らしたのだ。

（ソフィア王妃は……いつ、どこまで真実を知っていたのかしら……）

　今となってはもうわからない。けれどグイードが自分の子ではないと早い段階で気づいていたのだろう。

　――それでも、グイードを自分の子として、愛した。

　でなければレティに『グイードをよろしくね』と何度も何度も頼むはずがない。

　真実をグイードに話したのも、母として心配だったからだ。

　一番大きな理由は異母妹いもうととの結婚だろう。そしてもし何かがあって取り替えっ子の真実が明らかになったとき、本人が何も知らなかったら対応が後ご手てに回ってしまうだろうことも危き惧ぐした。

「……レオン、貴方は見なくていいの」

　日記と手紙は来たるべき日まで預かる。レティはそう決めた。

　グイードと共にその日まで罪を背負うのは、自分だけでいい。

「姉上ってたまに秘密主義ですよねぇ」

「そうよ」

　レオンハルトはグイードに関係する真実が隠されていることに気づいているだろうが、レティの意を酌くんで引いてくれた。

「そっちはいいとして、ボレル伯爵の手助けをした従者はどうなさるおつもりです？」

「彼は主人の凶行の意味を深く知らなかった。ただボレル伯爵が妻を取り戻すために魔法陣を描いていたと思い込んでいたの。最後の贄に王族の血を持つグイード殿下を使おうとしたと噓の説明をしたら、やはりそうだったのかと言い、代わりに謝り続けたぐらいよ」

　従者は全てを明らかにし、共犯者は彼だと騎士団によって断定された。しかし主人の命に従っただけで、お咎とがめはなし――ということに持っていくとデュークが言っていたから、後は任せよう。

　グイードのこと。呪いの魔法陣のこと。色々後始末は終えた。後は……

「フリートヘルム殿下に会いに行くから、先に離宮へ戻っていて」

　レティはレオンハルトを離宮に帰してから、久しぶりにフリートヘルムの私室を訪れた。そして警備関係者だけで行われた先程の会議の内容を伝える。フリートヘルムもボレル伯爵のことは知っていて、今回の作られた真相にそうだったのかと頷いた。

「贄以外の被害は血で駄だ目めになったお前のドレスだけ。一人だけまた運が悪かったな」

「ええ本当に。……でも被ひ害がいがそれで済んだだけでよかったわ」

「結局、できすぎなぐらい綺き麗れいな経過と結末になったな。これは納得しかできない。……辻褄合わせに奔ほん走そうしただろうレオンハルトはご苦労さまなことで」

　なるほどなるほどと頷くフリートヘルムは納得しているようには見えなかった。やはり、この程度の噓に騙だまされてくれる人ではない。

「お前は〝何〟を知っているんだ？」

「さあ、何ってなんのこと？」

　レティはフリートヘルムの追及を受け流す。視線を落とし、ゆらゆらと揺れるティーカップの中身を眺ながめた。あのことも、言っておかなければならない。

「それとグイード殿下のことだけれど……話し合って決着をつけた。これからも兄きよう妹だいとしてチェスぐらいはしましょうと、そういう結論に達したから」

「グイードの真意は？」

「これからも兄妹としてチェスぐらいはしましょう、って真意よ」

　レティはグイードの真意をあえて曖あい昧まいなままにしておいた。グイードのレティへの気持ちを否定しなければ、二人の間でなんらかの取引がされて、この結論が出たとフリートヘルムは思うだろう。そちらに意識を向けてくれた方がグイードの正体をごまかせる。

「それで俺が納得するとでも？」

「納得するしないは貴方の問題。わたくしの問題ではないわ」

　ティーカップの縁ふちを指でなぞりながらレティはこれ以上言う気はないと暗に示した。

「相変わらず可か愛わいくないな。婿むこのなり手がいなくなるぞ」

「そのままそっくりお返しするわ。婚約者に逃げられた人に言われても、ねぇ」

　意地の悪い笑みを浮かべたレティの言葉にフリートヘルムはうっと言葉に詰まる。俺の傷口を抉えぐるなとフリートヘルムはレティに食ってかかった。

「誰のせいだと思ってるんだ！　王妃になれると思ったから婚約したのにとか言われて破は棄きされたんだぞ！　俺のせいじゃない！　そうだやっぱり俺のせいじゃない！」

「必死すぎ」

　レティからすれば、個人としての部分の魅み力りよくが足りなかったんだろうと言いたい。だがそれは言い過ぎだとわかっていたので鼻で笑うに留とどめた。確かに半分は自分のせいだ。でも残り半分は本人のせいだ。

「お前、どういう婿がいいんだ。いつもの大おお雑ざつ把ぱな理想でなくてもっと細かく言え」

「わたくしの言葉の全てに〝御は意い〟で返事する男」

　それもう夫じゃなくて臣しん下かだろとフリートヘルムは呆あきれたように言う。レティはその通りだと無言で示した。

「よしわかった、もうデュークと結婚しろ」

「嫌よ。あんな顔と剣術とチェスだけの男。せいぜい愛人が限度ね」

「評価高いな」

「低いわよ」

　レティは立ち上がり、皺しわにならないようドレスの裾すそを丁てい寧ねいにさばく。

「そろそろ時間ね。お父様にお会いする約束があるからこれで失礼するわ」

　扉の前で立ち止まり、フリートヘルムを振り返った。

「ああ、わたくしが残したお茶、飲まない方がいいわよ。メイドがティーカップの模様を必要以上に気にしていたこと、気づいていたかしら」

「……!?」

　フリートヘルムは立ち上がり、レティが指で触さわりながらも一度も口をつけなかったティーカップを見る。ゆらゆらと動く液体は、ただのお茶にしか見えなかった。

「俺は……」

「指示を出していない、でしょう。そのぐらいわたくしもわかっているわ。でも、貴方の後ろは、貴方の『今は静せい観かんする』という言葉に従したがわない」

　三大侯爵ローエンシュタイン家は貴方の味方だけれど、貴方に従うわけではないのよとレティは優しく子どもに言い聞かせるように微ほほ笑えむ。

「そうそう、以前貴方から出された課題の答えを言うわ。今後一切、わたくしのいないところでグイード殿下と仲よくしないでちょうだい。『次期女王陛下』が命じているから、貴方達は仲よくしようとするの」

　レティは女王としての強い意志を秘めた眼でフリートヘルムを射い貫ぬいた。

「二人きりで話すような、そんな仲にはさせない。ローエンシュタインとオイレンベルクが手を組んだら、貴方達のどちらかを殺す。手を組んだ相手に出し抜かれたと思わせ、二侯爵の仲をわたくしが引き裂さく。死にたくなかったら互いに牽制し続けなさい」

　誰もが認める王になる日まで、兄二人には過か酷こくな道を進んでもらうことになる。

「女王になると決まったからには、貴方はわたくしの兄ではなく臣下よ。わたくしの命令に従って、その刻ときが来たら大人しく殺されることね」

　レティが見せた王としての覚悟に対し、フリートヘルムはどう思ったのか。――譬たとえどんな反応でも見たくなかった。
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　外のメイドに扉を開けさせたレティは、決して振り返らない。

（……女王として考えなさい。グイード殿下の弱みは握った、これでオイレンベルクはどうとでもなる。ならば最大の敵対勢力はフリートヘルム派。必ずローエンシュタインの弱みを暴いてやる……！）

　血で血を洗う対立のその先に、きっと自分達の望む未来があるはずだから。
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　隻せき腕わん王おうオスヴァルトしかいない王達の会議の間はとても静かだった。

　獅し子し王おうアレクサンデルに、呪のろいの魔ま法ほう陣じんが召しよう喚かんしたのは『ドラゴンではなくてよくわからない大量の黒い手そのもの』と教えるつもりだったのだが残念だ。

「……レティーツィア女王は、今はいつですか？」

　椅い子すに座ったレティに静かな声でオスヴァルトは語りかける。

「馬ば鹿かげた呪いの魔法陣の騒ぎが終わった後よ。……歴史書にも記憶にも残らないような話だから、貴方はいつかわからないでしょうね」

　今日のオスヴァルトはいつもの全てを諦あきらめきった目をしていた。

「なら何年の何月なのか言ってください。貴女あなたのこの後に起こることを詳くわしく教えることが、僕にはできます。……未来を知りたいと思ったことはないですか……？」

　それは甘い誘ゆう惑わく。しかしレティは迷うことなく首を横に振った。

「未来を知る必要はない。わたくしは獅子王のように強くないの。そのときまで絶望を持って生きるなんてできない。知らなくていい」

「でも、結局そのときが来たら絶望に突き落とされますよ」

「その通りね。本当についさっき味わってきたわ」

　真実という絶望を先に知っておけたらと確かにレティは一瞬考えた。

「でもそれの何が悪いの？　わたくし達は神ではなくて人間。泣いて悩んで悲しむことができる。……きっと、大事なのはその後」

　そこからもう一度立ち上がれるか。超えていくべきものだと己おのれに誓ちかえるか。

「絶望の真実を知ったから、課題の答えを見つけることができた」

　レティはオイレンベルク家最大の弱みをこの手に握った。そしてローエンシュタイン家の弱みを握れば、怖いものなどない。ゆっくり両家の力を削そぎ落としていける。三大侯爵が名ばかりとなり、ただの侯爵家となる未来を手に入れる。

「貴女は……強いですね」

「弱いわ。だから強くなりたいと願うのよ。強かったらそんなことを考えるはずがない」

　時々足元がふらつくときもある。もう昔みたいに転びそうになったレティをいつだって支えてくれた兄二人は傍にいないが、代わりに……己おのれの騎士がいる。

「絶望の先に強さがあるとしたら、絶望も悪くないわね」

　レティの言葉に、オスヴァルトはそうですかと目を伏せた。

「……僕は、強くなれたでしょうか……絶望のあの日から」

「泥どろ沼ぬまの戦争の中、逃げ出すことをせずにずっと耐たえている。それが強さでなくてなんと言うの？　わたくしの血からこのような王が生まれたことを、わたくしは誇ほこりに思うわ」

　それだけ言うと先に帰るからとレティは椅子から立ち上がる。男は涙を見られたくない。そういう面めん倒どうな生き物だとレティは知っていた。

「相変わらず暗いっすねぇ、オスヴァルト王は」

　レティが出て行ったのとほぼ同時に失しつ恋れん王おうルートガーが姿を見せる。

「レティーツィア女王はやっぱいいわ、なんでオレもうちょっと早く生まれなかったかな。そしたら愛人として囲ってもらって幸せ満まん喫きつするのに」

「……惚ほれているんですか？」

「それはもう。欲しいものを全て手にした、世界一格かつ好こういい女にな」
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　ボレル伯爵の葬そう儀ぎが領りよう地ちで密ひそかに執とり行われたと聞いたグイードは、護ご衛えいの騎士を連れてレティの離宮を訪れた。そこにレティはいたが、目的のレオンハルトはいなかった。

「今頃ならカトライア宮よ。妹達の歴史の勉強を見に行っていると思うわ」

　レティに教えられ、グイードはカトライア宮に向かう。入り口で護衛の騎士を置いておき、一人で中に入った。

　レオンハルトは捜し回らなくてもすぐに見つけることができた。呼び止めて話があると言えば、ならここでと迷めい惑わくそうに応じる。部屋に移って話し込むほど、仲よくはない。

「大事なお話とはなんです？　この間の法的解かい釈しやくの続きですかァ？」

「お前の将来の話だ。レオンハルト、他国に婿に行くか、騎士をつけるか選べ」

「はァ？　いきなりなんなんですか？」

　どうしてそんな二に択たくをこの兄に突きつけられなければならないのかと、レオンハルトは心底不ふ愉ゆ快かいそうな声を出した。

「レティーツィアの弱点はお前だ。いつか必ずレティーツィアへの取引材料として、お前は狙ねらわれる。レティーツィアに王位継承権の辞じ退たいを求めるか、それとも即そく位い後に譲じよう位いを求めるのか、時期はどちらになるかはわからないが」

　レオンハルトは十二歳の時点で王になる気はないと公言。学問を修めるべく大学へと行き、大人おとなしかった人柄が今の〝奇き人じん変へん人じん〟へと様変わりした。この時点で王位争いから脱だつ落らくしたと見られ、かつてほどの命の危険を感じずに済むことになった。

　更にレティが王に決まってからは、完全に暗殺の危険から遠ざかったはずだった。

　しかし今度は命ではなく、レティを脅おどす材料として最も狙われることになるとグイードは考えている。

「私ならばそうする。私がオイレンベルクなら、ローエンシュタインと共きよう謀ぼうして、必ず」

　グイードの言葉は、逆に言えば〝兄〟の自分はしないと示している。

　なるほどねぇとレオンハルトは思い、うーんと唸うなりながら言葉を選び始めた。

「……ハァ、なんと言うか……どう言えばいいんでしょうか」

　こういうの、僕の専せん攻こうじゃないんですよと前置きしてレオンハルトは口を開く。

「さてさて、時代は幼い頃に遡さかのぼりまーす。僕は寝る前、姉上によく本を読んでもらいました。姉上の選ぶ本は両極端でして、胸が高鳴る空想の冒険談か、お堅かたい伝記物のどちらかです。どちらも何度も読んでいたのか、つっかえることはありませんでしたよ」

　レオンハルトは昔を懐なつかしみ、いつもより穏おだやかな笑みを浮かべる。

「女の子ならお姫様の物語を選ぶでしょう？　普通は母親がそういう本を選び、読んであげる。しかし姉上に母親はいない。いや、いたけれど視界に入っていなかった。では誰が、どんな本を姉上に読んであげたんでしょうねぇ」

　グイードはレオンハルトの言いたいことを理解した。

　幼い頃、夜にレティの枕元で本を読むことを交代で行っていた。

　フリートヘルムは冒険談を、グイードは伝記物を選んで。

「困ったことに、幼い頃の経験というのはどう足あ搔がいても未来に繫つながります。僕が歴史にロマンを感じるのは、双方が混ざったせいかなァ……とか」

　そして内ない緒しよよ、の一言から始まる、レティから語られる歴史の狭はざ間まの物語。それはレオンハルトの好こう奇き心しんを刺激し、もっと歴史を知りたいと思わせた。

「兄妹って厄やつ介かいですねぇ、繫がっていないようで繫がっている。確かに上の子から下の子へ受け継がれていくものがあるんですよ。直接関わっていなくてもね」

　例えば――

　遊びに行くときに手を繫ぐこと。

　話すときにしゃがみ込み、視線を合わすこと。

　寝る前に本を読むこと。

　嵐の夜に傍で寝ること。

　それはグイードがフリートヘルムに教えてもらい、レティにしたことだ。レティは同じことを弟てい妹まいであるレオン達にした。

　上の子から与えられた愛情はこうやって下の子へと受け継がれていく。

「僕に対しても、間接的に兄の義ぎ務むは果たしてたんじゃないですかァ？　感謝する気はこれっぽっちもないし兄上方が大嫌いですけどねアハハ」

　フリートヘルムとグイードは、自分の敵にならないレティは可愛がったが、最も正せい統とうな王位継承者と言われていたレオンハルトは視界に入れなかった。そもそも存在しないものとして振る舞い、弟として扱ったことはなかった。

　その彼らの本ほん音ねがどこにあったのか、レオンハルトは知る気はない。全てが今更だ。

「だから今になって『気をつけろ』なーんて兄上ぶられるのは御ご免めんです。しかしまァ、学術的なお話ならばお相手ぐらいはしましょうか。僕と高度な学問について語り合えるのは貴方ぐらいですからね」

　では失礼、とレオンハルトはグイードに背を向ける。

　そのまま歩けば玄げん関かんに繫がる階段の踊り場でコルネリアと出合い、レオンハルトはハイどうも～と手を挙あげた。

「向こうにグイード兄上がいましたよ。あれこれ文もん句く言うなら今が好チヤ機ンスですよォ」

「わたくしはレオンお兄様のように構ってもらえないからって拗すねるような子どもじゃないのよ。一緒にしないで」

「……これはとっても心外……」

　子どもって残ざん酷こくだとレオンハルトは思う。これが拗ねているように見えているとは。

「グイードお兄様に会ってくるわ。レオンお兄様はさっさと素直になりなさい」

　コルネリアは『僕は素直にあの人のことが嫌いなんですよ～』と情けなく言うレオンハルトの言葉を無視し、駆け出した。

「グイードお兄様！」

　コルネリアが後ろから呼びかければ、グイードが振り返る。前より顔色が良くなっていて、よしとコルネリアは胸を張る。お茶会でなんとかすると言ってくれていた姉のレティが、本当になんとかしてくれたのだ。

「近くまで寄ったのなら挨あい拶さつぐらいはしにきて。それだからレオンお兄様が拗ねるのよ」

「拗ねる？」

「構ってもらえないって」

　それはないだろうなとグイードは珍しく困ったような顔をした。

「コルネリア、待て。リボンが……」

　ドレスの胸元で結ばれているリボンがほどけそうになっている。グイードはコルネリアが手を伸ばす前に自分の手を伸ばし、元よりも綺麗に結び直した。

「まあ、結ぶの上じよう手ずね。リボンの結び方はレティお姉様から習ったの？」

「……そう、かもしれない」

　本当は逆だ。フリートヘルムとグイードが妹のレティのために覚えて、教えてやった。だがレティがいなければ覚えなかっただろうから、ある意味コルネリアの言っていることは正しいかもしれない。

「ねぇ、お兄様。わたくしは会いに来てほしいけれど、でも無理はしないでほしいの。ついででカトライア宮に来てくれるだけでいいのよ」

「コルネリア？」

「お兄様が忙しいことぐらい、わたくしも知っているもの。お姉様がいてくれるし」

　――わたくしがグイード殿下の分まで傍にいるわ。グイード殿下もソフィア王妃がいなくなって寂さびしいの。でも忙しくて、寂しいと思うことすらできないわ。……だから、優しくしてあげてくれる？

　レティに言われた通り、コルネリアはグイードを労いたわる。

「でもお姉様、女王陛下になるの。忙しくなってしまうわ。だから今度はわたくしがお姉様の代わりにお姉様になるの。妹達にお姉様から教わったこと、いっぱい教えてあげる！」

　レオンハルトの言う通り、受け継がれていくものが確かにある。

　レティは、心優しい子だ。自分達の分まで弟てい妹まいを可愛がってくれている。そしてまた下の子へと、その愛情は贈られていく。

「……そうか。でも私は王にならないから、少し余裕ができるんだ。今度はレティーツィアの代わりに私が傍にいよう」

「本当？　ならお兄様、刺し繡しゆうを教えて」

「刺繡？」

「お姉様の誕生日の贈り物にするの。細かくて難しくて、今から始めないと間に合わないのよ。お兄様もお姉様から刺繡を教わったでしょう？」

　流石さすがに刺繡は未経験だが、コルネリアの期待する瞳ひとみを見ると、無理だとは言えない。

「わかった」

　約束ねと指切りをねだられ、グイードは小指を出す。笑顔でまた今度と駆け出すコルネリアの姿は、レティの幼い頃によく似ていた。

　しっかりしていて、頭の回転が速くて、でも優しい子で……。

　血の繫がった姉し妹まいだから当然かと、コルネリアと約束した小指を眺めた。そのままぼんやりしていると、背後からまた声をかけられる。

「お前、まさかの刺繡？　俺なら絶対に断る」

　ないない、と言いながら近寄ってきたのはフリートヘルムだった。グイードはレオンハルトを捜しにきただけだったのに、今日はよくカトライア宮で兄妹に出合う。

「ロザリンド王妃なら……」

「違う、お前に会いに来たんだよ。レティーツィアからきちんと話し合ったと聞いた」

「これからも兄妹としてチェスぐらいはしよう、そうなった」

「はいはい。それも聞いた」

　グイードはレティと全く同じ事を言う。ならば本当に話し合いの末の結論なのだろう。グイードがレティを本当はどう思っているのか、フリートヘルムにはわからない。多分もうわからなくていい。きっと大丈夫だ。だが、釘くぎは刺さしておく。

「いいか、一回しか言わないぞ。よーく聞け」

　フリートヘルムはグイードを真っ正面から射い貫ぬく。




「この馬鹿弟が！　心配かけやがって！　二度と馬鹿な真ま似ねすんな！」




　グイードは二度瞬まばたきをした。フリートヘルムは照れを隠すために、すぐ目をそらす。

「あーあ、兄弟だしな、俺達。女の趣味とかやっぱり似るんだろうな」

　ちょっと下品というか際きわどい冗談を口にすれば、グイードはずれた返答をした。

「……エリノアが好きだったのか」

「どうして冗談が通じないんだろう……お前。いやこれは確かに高度かつ危ない冗談だったけど！　俺が悪いかなってちょっと思ったんだけど！」

　レオンハルトならこの冗談を即座に理解した挙あげ句く、最低死ねと罵ののしってくれるのに。

　俺達、気の強い女が好きだよなー……と暗に言ったことが伝わらなかったらしい。

「似ているのか……そうか」

「……うーん、気にするところがそっちに行くか。お前のことが偶たまに不安だ……」

　冗談を理解できないところを気にしてくれとフリートヘルムが呆あきれる。

「用はこれだけだ。カトライア宮とはいえ、一緒にいる姿を見られると困る。レティに殺されるからな。じゃあな、刺繡がんばれよ」

　フリートヘルムは表情を第一王子のものに変え、すぐに立ち去った。残されたグイードはただ立ち尽くす。

　――少しは、似ているのか。私もこの兄に……。

　兄と中身がそっくりだと言われるレティとは違い、ずっと似ていないと思っていた。

　兄弟ではないことを知って益ます々ます納得した。似ているわけがない、でも。

「……この私が似ているところもあるぐらいだ、お前は本当によく似ているよ、レティ」

　妹は、時折フリートヘルムを羨うらやましそうに見る。自分にはない強さを持っていると。憧あこがれと嫉しつ妬とを交まじえて。

　けれどその強さは、あの人が守るべきものを持つ兄だからとグイードは知っている。それは一人では手に入れることができないものだ。

「レオンハルトを見るときの自分の姿を一度鏡で見ればいい。兄上と同じ顔をしているから……大丈夫、レティは兄上にとてもよく似ている。必ず立派な王になる」

　私はあまり似なかった。

　でも、共に同じ夢を見たことだけで、私には充分だ。




　――その夢は、もう、叶かなうことはないけれど。







　　　　エピローグ




　レティとデュークはチェスボードを挟はさんで向かい合う。時折駒こまを動かす音が鳴るが、それ以外は話題がなければ無音の時間。チェスが終わるとレティが引き分けドローの文もん句くを言うだけだ。

「お父様からグラン山の仲ちゆう裁さい役やくとノーザルツとの交こう渉しようを譲ってもらったわ」

「それはそれは、随ずい分ぶんと明らかな手柄取りに行ったな。しかし急ぎすぎじゃないか？」

「急ぐのよ、色々とね」

　レティとチェスのときに出る話題は、それはもう色気がない。国政の話から外交の話まで、大たい抵ていが『未来のナイツオブラウンドの第一席に必要な知識』のためのものだ。

「王女様！　頼まれ事終わりました！」

　静かな二人だけの時間をぶち壊したのは、後輩のアストリッド。鍵かぎを閉めている窓を開け、既すでに半分身を乗り出している。

「……わたくしは表から出入りしろと何度も言っているはずよ」

　デュークはアストリッドが窓から出入りしたことを見たのはこれが四度目。しかしレティの口ぶりからすると既に前ぜん科か数すう犯はんどころではないようだ。

「すみません！　内ない緒しよのお話だったので、こっちから来てしまいました」

「それでも表からいらっしゃい」

　レティがアストリッドに頼んだのは、呪のろいの魔ま法ほう陣じんが残した穢けがれの浄じよう化か。全ての場所に行かせて白はつ光こうの剣の力を使わせた。主君でも上司でもない自分がアストリッドにあれこれ命めいじるのは筋すじが通らないので、謝しや礼れいをするという形で依い頼らいしてある。

「姫様、お客様がお見えです」

　メイドに呼ばれたレティは行くわと返事をし、アストリッドに待っていなさいと命じて部屋を出た。デュークはチェスボードから後輩に視線を移す。

「何を頼まれたんだ？」

　当然気になる。レティが自分ではなくアストリッドにわざわざ頼むことは一体なんなのか。

　アストリッドは笑顔のままうーんと首を傾かしげ、うんと頷うなずいた。

「教えたくないです」

「は？」

「だって、王女様との秘密の共有って俺にとっての有利な点アドバンテージですから。自分の売りをしっかり主張しろって騎士団長もおっしゃいましたし！」

「……へぇ」

　なんだろうとデュークは思う。この込み上げる微び妙みような感覚は。

　確か前にもこういうことがあった。そう、一度目の窓の出入りの名な残ごりを見て、アストリッドの主しゆ君くんの話をレティとしたときに……。

　どうやらこの感情に名前をつけることは難しいが、明めい確かくに気づいたことは一つある。

「俺、お前のことが嫌いかもしれない」

「俺は先輩のことすごく憧あこがれてます！」

「そうか、ありがとうな」

　我が主君の好敵手ライバルが獅し子し王おうアレクサンデルや内ない政せい王おうカールハインツならば、自分の好敵手は多分こいつなんだろうとデュークは自覚した。

（生なま意い気きな後輩だ……！）

　フリートヘルムの言葉に今いま更さら同意したところで、レティが戻ってきた。

「ごめんなさい、客は帰ったから」

「王女様！　また臨りん時じ騎士が必要になったら言ってください。精一杯がんばります！」

「そうね、そのときには貴方あなたにお願いするわ。今回のお礼はまだ用意できていないから、また後で届けに行かせるわね」

　騎士王の秘密を知っているアストリッドにはあれこれ隠す必要がない。アストリッドが言った通り〝有利な点アドバンテージ〟は売り込みにしっかり役立っている。

「何その顔」

「……いいや別に」

　それ以上レティはデュークに何も言わず、元の椅い子すに座る。

　その隙すきにデュークは声に出さずアストリッドに向かって『さっさと帰れ』という口の動きを見せた。それに対しアストリッドは『負けません』と笑顔付きで声なき返事をする。

「これで失礼します！」

　アストリッドはひらりと窓から飛び降りた。すぐに綺き麗れいな着地音が聞こえ、レティは流石さすがねとチェスボードから目を離さずに賞しよう賛さんする。

「殿下はアストリッドが決めた主君の名を訊きいたことがあるのか？」

「コルネリアの誕生会の出席者の誰からしいわ。本人がそう言っていたもの」

「……だろうな」

　デュークが駒を動かし、レティの手番になる。レティが考え込む姿を上から見下ろして眺めていると……駒が動き、ことんと音が鳴った。レティの背後から、黒い小さな手が伸びている。それが盤上にあるレティの白い駒を動かしたのだ。

「ちょっと、勝手に動かさないでちょうだい」

　レティはその黒い手を悪いた戯ずらを咎とがめるようにぺしりと叩たたく。すると黒い手はしゅるりとレティの背後に――消えた。

「おい今の……」

「処しよ分ぶんしようかと思っていたけれど、気が変わって新しい下僕ペツトを飼い始めたの。躾しつけたら番犬になるかと思って」

「へぇ、ペット……いや、悪いが、俺は何も見なかった」

　デュークはあの手の形をこの部屋で大量に見たことが確かにある。だが深くは考えたくはなかった。人間相手は騎士の仕事の領りよう域いきだが、そちらは自分の仕事ではない。

「貴方の手番よ、どうぞ」

　デュークは気をとり直して、女クイ王ーンを守るために黒の騎士ナイトを動かした。








終　










　あとがき




　こんにちは、石いし田だリンネです。

　この度は本作を手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　本作は『おこぼれ姫ひめと円えん卓たくの騎き士し』の二巻目となります。二巻目のお話を頂いた後、どんな続きにしようと考えている時間が毎日とても楽しかったです。

　それでは、この作品を刊かん行こうするにあたってお世話になった方々にお礼を申し上げます。

　ご指導くださった担当様、コーヒーよりも確実に効果がある興奮して寝付けなくなる素敵なイラストを描いてくださった起おき家や一いち子こ先生、当作品に関わってくださった多くの皆様、本当にありがとうございます。これからもよろしくお願いします。

　そして手紙やメールにて一巻について温かい励はげましの言葉をくださった方々、本当にありがとうございます。嬉うれしくて何度も読み返しています。

　最後に、この本を読んでくださった皆様へ。

　読み終えたときに少しでも面おも白しろかったと思えるような物語であることを祈っております。

　また次の作品でお会いできたら嬉しいです。


石田リンネ







著者

石田リンネ

Rinne Ishida




愛知県在住。

通勤時間、お昼休み時間、お風呂時間等々に続きの物語を延々と考えるというとても幸せな時間を過ごしました。

少しでも楽しんでいただけたら嬉しいです。







イラスト

起家一子

Ichiko Okiya




植木鉢の桜が知らない間に咲いて散っていました（涙）

仕方ないので今はさくらんぼ待ちです。
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